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　人間界──大たい樹じゆ君くん国こくの南西端にある漁港フルフィル・クロロ。

　春、君国暦でいうところの芽め吹ぶきヶが刻ときを迎えたこの国にあって、港は既に初夏のような色彩を帯びている。同盟国碧へき琉りゆう列れつ島とうや肺はい樹じゆ郷きよう、そして人間界中の物資が集積するこの港を、輝く陽光が照らしていた。漁師に商人、荷馬車の御者、また観光客などがそれぞれの目的地に向かってせわしなく行き交い、活気ある賑にぎわいに満ちている。これが次の時節、飛沫しぶきヶが刻ときになるとより盛大になる。首都ロバスト・ルーツで開催される七日間の祭典、瞬しゆん夜や祭さいを楽しもうと、人間界中から人が集つどうのだ。

　その兆候は、フルフィル・クロロにも表れ始めている。この港は大たい樹じゆ君くん国こくの各地に輸入品を輸送するターミナルの役目も担になうが、既に首都行きの物流だけ混み合いつつあった。今も幌ほろいっぱいに荷を積んだ馬車が、出発しようとしている。

　老いた御者が一服終えて、手綱を握ろうとしたところで声を掛けられ視線をやる。

「すみません、ロバスト・ルーツに行きたいのですがこの馬車でよろしいですか？」

　柔らかくそう言ったのは青年だった。

　いかにも商會ギルド勤めの人間、といった風ふ情ぜいである。丁寧に後ろへ撫なでつけられた黒髪と、派手さはないが上品な仕立てのスーツ。鼠ねずみ色いろをした金属製のトランク・ケースの中には、商売道具が入っているのだろう。

　老御者はキセルをしまいながら億おつ劫くうそうに返す。

「そうだけど、これは荷専用の馬車だよ。もう満載だし、そもそも人は乗せられんよ」

「なるほど。人が乗れる馬車はどこに？」

「あっちだが、今の時間なら次の便は一時間後だろうね」

「そうですか……」

　言外に困った様子を含ませる青年だったが、表情は穏やかである。スーツの内ポケットに手を入れ、何気なく取り出したのは革の小銭入れだ。それをスッと、老御者に差し出す。それがあまりにも自然な動作だったので、彼は反射的に受け取ってしまう。

「実は急いでいるんです。お隣で結構ですから、乗せてくださいませんか？」

　青年がそう言うのと、老御者が小銭入れを開くのは同時だった。金貨が五枚、入っている。

　打って変わってへつらうような笑いを浮かべ、老御者は自分の隣を空けた。青年はやはり力みのない仕草で、隣に座る。傍はたから見れば、贈賄行為があったなどとは誰も思わないような当然さで。

　ほどなく、老御者は鞭むちをしならせて港を出発した。港を出るとすぐ、萌もえ黄ぎの優しく照る丘が広がっている。白茶けた馬車道を往ゆくゆったりとしたリズムに揺られながら、青年はこの光景を、目を眇すがめて眺めていた。老御者がへりくだって訊たずねる。

「そういえば旦だん那な、首都へはやはり商売ですかい？」

「ええ、大事な仕事があってね。仕込みをしに行かなきゃいけないんです」

「へぇ、どんな商売をされてるので？」

　青年はなんら気負いのない微笑ほほえみで答える。

「この世のありとあらゆるいのちの欲望を、肯定すること」

「へ？」

　目をぱちくりさせる老御者に、青年は悪戯いたずらっぽくウインクして見せた。

「要するに、単なる便利屋です」










　青年は丘の向こうに視線を投げる。

　世界はまだ安穏なる日々の中にまどろんでいる。
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　その丘からは、大たい樹じゆ君くん国こくの首都ロバスト・ルーツが一望できる。

　季節は大たい樹じゆ君くん国こくの暦でいう芽め吹ぶきヶが刻とき──一年でもっとも麗うららかで陽気な日々が続いている。その名の通り広大な国土を誇るこの国のあちらこちらで、新たな芽が様々に花開いて君国民の目を楽しませる時期だった。

　穏やかな風が、その丘──陽と風香の丘を渡って、芝生を揺らす。建国の際から存命するとも言われる大樹と、その下に立つ一軒の家がある他には、草花が息づくばかりの丘だ。世界中から人と物の集まるロバスト・ルーツの喧けん騒そうも、ここまでは届かない。都の最さい奥おうに構える君主の居城ですら、ミニチュアのように感じられる。

　その丘の上に、とことこ登っていく影がある。

　一頭の子羊である。

　丸い角の上にある小さな耳をぴょこぴょこさせながら、子羊はまだ軟らかい蹄ひづめで新緑を踏みしめながら進んでいく。白く、見るからにふかふかとした毛が全身を品よく包んでいて、よく世話されているのが見受けられる。

　子羊は丘の斜面を進んでいく。ようやく頂上に着いたとき、子羊はそびえ立つ大樹と、その優しい木漏れ日を受ける赤レンガの家を少しの間眺めた。

　そして、

「……着いちゃったのです」

　と、人語を発した。

　そこに別の人間がいれば、空耳だと思うだろう。だがその言葉は間違いなく、子羊の口から漏れ出たものだった。

「んー…………うー……」

　問題を先送りする子どものように子羊は唸うなった。しかしやがて観念したのか、ささっと辺りを見回し誰もいないのを確認して、

「……えいっ！」

　と、ちょっと大きく掛け声を出すと、途端に白い煙が巻き起こって、子羊を覆った。

　だがすぐ煙は晴れていく──そこから現れたシルエットは、もう子羊のそれではなかった。

「ふう……きゅうくつだったのです」

　子羊の発したのと同じ声色で、煙から出てきたその少年は呟つぶやいた。

　小さい背の、可愛かわいらしい容姿の男の子だ。やや長い栗くり毛げは柔らかなクセ毛で、緑の瞳ひとみはクリクリと可か憐れんに動く。仕立ての良いい黒のベストに膝ひざほどの丈をした揃そろいのパンツを着こなしている。白い長なが袖そでシャツはきちんとした折り目が付いていて、革のブーツは爪つま先さきまできれいに磨かれていた。上流貴族のお付の少年といった風ふ情ぜいだ。

　が、人間とは明らかに違うところがある。

　人の耳の代わりに──子羊のものと同じ、丸い角と、それに隠れがちなぴょっこりとした耳が生えているのだった。

「うう……しっかりするのです、アーティ。アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール……！」

　震える全身を抑えようと、彼──アーティフェルドはほっぺたをぺちぺちと叩たたいた。何か困ったことや怖いことに直面すると、幼い彼は自分の名前を呟つぶやいて奮い立たせようとする癖があった。

　Ｒは父・ロミオ、Ｓは祖父・セルヴァンからとって授けられ、姓のキュイエールは彼の主人から、一族に使命と共に下か賜しされたものだった。そして何より、アーティフェルドという名前は、父とともに既に今は亡なき母が名づけたものである。名前は、どんな魔法の呪文よりも、彼の心を護まもる言葉だった。

　アーティは、丸くて迫力に欠ける両目を精一杯キリっとさせて、目の前にそびえ立つ（ように小柄の彼には見える）赤レンガの一軒家を睨にらんだ。

「ご主人様は仰おつしやいました……僕にしかできないと……」

　大きく深呼吸して、彼は自分に言い聞かせた。

「だから……抹殺するのです！　我らのにっくき仇かたき、魔族殺しのデモン・キラーアンダーソンを……！」

　そう、彼は魔界からこの人間界へやってきた魔族の少年で──その任務は、今目の前にある家の主を抹殺することだった。




　　　　◇◆◇




　そもそもの始まりは、ひと月ほど前のこと。

　その日も、祖父の修行から逃げ回っていたアーティは、廊下ですれ違った召使い仲間の少女から言われ、主のいる謁見の間にやってきた。

（いったい何のご用事でしょう……お茶請けのリクエストでしょうか）

　と、吞のん気きに考えながら足を踏み入れると、玉座に構えし主人と、その傍かたわらに控えるアーティの祖父セルヴァン・キュイエールが待ち構えていた。老齢ではあるが未いまだ現役の戦士であるセルヴァンは、彼直伝の戦闘訓練から脱だつ兎とのごとく逃げ出した情けない孫を見て、ギン、と眼光を飛ばす。跪ひざまずくアーティは、ひぇっ、と頭をうつむけ、身を小さくしてそれから逃れようとしたが、次にその耳に届いた祖父の言葉はまるで信じられないことだった。

「アーティフェルド──本日を以もつてお前を、一人前の騎士執事として認めよう」

「え……ええええっ?!」

　主の面前にも拘かかわらずそんな素すっ頓とん狂きような声を上げてしまい、アーティは慌てて口を塞ふさぐ。セルヴァンも、そんな孫を見て呆あきれたと言わんばかりにため息を吐ついた。祖父の態度は全く妥当であったが、だからこそ先ほどの発言がひっかかる。

　アーティとセルヴァンは、騎士執事の由ゆい緒しよある血統の一族である。騎士執事とは彼らの住まう魔界に独特の職業で、特定の主人に仕え、ある時はその日常の寝食から娯楽までの一切を整え、またある時は戦場に立ち、身を挺ていしてその命を護まもる者のことを指す。騎士執事の出来はピンからキリまであるが、セルヴァンは若い時分から主人──唯一の君に奉公する筋金入りの騎士執事であり、その姓である〝キュイエール〟はその功績を認められ主より賜たまわりし名誉だ。

　セルヴァンの孫であるアーティも、立派な騎士執事となるべく祖父の指導の下、日夜修行に明け暮れている……のだが、その温厚な気質のためにどうにも荒事が不得手で、戦闘における技術がまるっきり磨かれていない。今日も、森での訓練（簀す巻まきにされた身体を木の枝にぶら下げられて敵からの攻撃を回避するという古典的なメニューだ）を放棄し、祖父に見つからないように広大な主の館やかたを方々に逃げ回っていたのである。

　その一方で、騎士執事の〝執事〟の方面──つまり、主人に快適な日常生活を提供することに関して、アーティは並々ならぬ熱意を注いでいた。料理・洗濯・掃除──こうした家事技能の鍛錬に余念がない。唯一の君が数多あまたに抱える下僕の中でも若輩者のアーティだが、今となっては右に並ぶ者がいないほどである。主からの憶おぼえもめでたく、そのためにセルヴァンも孫に厳しくしきれないのが現状だ。

　とはいえ、騎士執事としてはまだまだ稚拙であるアーティを──どういうわけか、セルヴァンは一人前として認める、と言う。

「お、おじい様、何かのお間違いでは……？　そんな、僕なんか、全然未熟者なのに」

「お前が己の力量をきちんと認識していることは喜ばしいが」渋面を作ったままセルヴァンは言う。「この決定は他ならぬ、主様のご意向だ」

「ご主人様の──？」

　アーティが恐る恐る見上げると、悠々と玉座に腰かける男──主人である唯一の君が厳かにひとつ頷うなずいた。

「うむ──そなたより他に、適任者がおらぬでな」

　魔界一優れた造形とその姿を褒ほめ称たたえられる主は、低く、静寂を貴ぶ響きの声でそう告げる。月光を想起させる銀の長髪は漆しつ黒こくのローブに零こぼれ落おち、瞬またたく光がまるで星々のようで、そこに夜空が広がっているかのようだ。誰よりも敬愛しているこの主人の言葉に、アーティは鼻の頭がツンと熱くなるのを感じる。しかし、主人が彼に与えたのはそれだけにとどまらなかった。

　唯一の君が優美に指を鳴らすと、アーティの目の前に眩まばゆい白の光球が現れた。ふわりと舞い降りるそれを、反射的にアーティは両手のひらで受けた。光球の輝きは自然と収まり、彼の手の上に残ったのは、まろい光沢を湛たたえた銀色の懐中時計だった。

（今のは、転移呪文……！　まさか、お目にかかれる日が来るなんて……！）

　空間から別の空間へ、物質の転送を可能とするこの呪文は、魔界広しといえどもこの唯一の君を除いて使用できる者がない。その奇跡のような技法を前にして感動しているアーティに、主人は何の気なく告げる。

「それは我わが輩はいからの祝いの品だ──納めるがよい」

「えっ……」

　アーティはそのプレゼントをまじまじと眺めた。

　彼の小さな手のひらに、少し余るほどの大きさをした懐中時計だ。その稀き少しよう性せいゆえに魔界からは既に姿を消した月蝕銀ルナ・ミスリルでできているそれは、妖あやしくも高貴な白い光沢を放っている。卓越した彫金細工は蓋ふたに華麗な草花を咲かせていたが、よく見ればその一つ一つは細やかに刻み込まれた古いにしえの呪詞ルーン──魔法の術式を示す文言──であった。その中央に、小さな蒼あお魔ま石せきがはめ込まれている。深い色味であるのに透き通ったその石は高い純度であることが一目でわかり、この大きさでさえ上流魔貴族の生涯俸給に相当するのが容易に知れた。

　見れば見るほど、高級品──の一言では、済まされない。騎士執事の嗜たしなみとして古美術の知識を学ぶアーティは、自分が手にしているものが創世期由来の至宝であることを看破した。それが、こんなにも無防備に自身の手の中にあるのが畏おそれ多おおく、慌てて返上しようとする。

「こっこっこんなもの、受け取るわけにはいかないですっ!!」

　だが主人はゆるりと首を振るだけで、受け付けない。

「既にそれはそなたのものだ」

「で、ですが！」

「いずれ役に立つ──欠かさず身につけているがいい」

　あまりにも平然とした様子の主人に、アーティは遂ついに折れた。おっかなびっくりしながら、黒ベストの胸ポケットにしまい込む。創世期級の品ともなれば、値段などつけられるものではない。不可侵の火山に棲すむ火か竜りゆうや、十字架の海原に潜む水すい虎こなどのように、存在それ自体がこの世の起源に根差す代物である。日夜世界の始まりについて研究を重ねている学者たちからすれば、殺してでも奪い取りたいくらいだ。そんなものを家来の門出を祝うため簡単に渡してしまうなんてことは、常識から言ってあり得ない。

　が、残念ながらアーティはまだ幼く、加えて単純な性質だった。主人の弁を簡単に鵜う吞のみにし、それほどまでに主人が自分を思ってくれているのか、とむしろ深く感動した。

（ご主人様のためにも、もっと頑張って立派な騎士執事になるです…！）

　と、決意を新たに固め、当初抱いていた違和感はきれいさっぱりどこかにやってしまった。

　そこで、さて、と主人が居住まいを正した。

「アーティフェルド──一人前となったそなたに、これより任務を与える」

　その声は凪ないだ湖面のように清せい澄ちようだが、同時に何事にも覆くつがえることのない重圧を孕はらんでいた。ただならぬ主の様子にアーティは喉のどを鳴らし、はい、と短く応こたえる。主が右手を小さく上げると、セルヴァンがベストの胸ポケットからなにやら一枚紙片を取り出して、アーティに手渡した。

　それは、写真だった。魔界でも高度な呪文を駆使してようやく得られる貴重なものに触れ、アーティは背筋に小さく震えを感じたが、すぐその表面に結ばれている像に心を奪われた。

　魔界の荒野に凜りん然ぜんと立つ、ひとりの女性。

　その長い黒髪は荒っぽい砂すな埃ぼこりの中にあって、墨を垂らした清流のようにたなびいていた。正面を逡しゆん巡じゆんなく見据える切れ長の碧へき眼がんは、強い意志の光を宿して燦さん々さんと輝いている。刀剣を突き立てたようにスラリとした長身に、タイトな背広スーツを纏まとわせて、乱れの一つもない。

　見み惚ほれていたアーティだったが、すぐに眉を寄せる。シンプルな銀ぎん環かんのピアスをつけた彼女の耳の形が、丸いことに気がついたからだった。

「人間……ですか？」

　アーティの問いに、主は黙って頷うなずく。

　人間──魔界とは別の大陸に住まう、アーティたち魔族にとって最大の天敵である。

　創世期より五千年。この世界はあるひとつの大きな隔たりによって分断されていた。それは魔法を持つか持たぬかという、単純で、致命的な相違である。

　万物に宿る源泉の力を制御し、自在に操る技法──それこそが、魔法。魔法を持つ者の筆頭格がアーティら魔族、そして持たぬ者どもの代表が人間だ。双方は折に触れて闘争を繰り広げ、互いに譲ることはなかった。

　この五千年、両者の抗争がために犠牲になった者は数知れず──五五年前に終結し、不毛な消耗をもたらした第四次人魔大戦以後も、魔族と人間は数々のせめぎ合いを繰り返した。近年になってようやく膠こう着ちやく状じよう態たいに落ち着いたものの、両者の間にある一触即発の気配はいまだ健在である。

　そんな人間の写真なんかを、なぜご主人様が……とアーティは訝いぶかしがっていたが、

「それは、アンナ＝Ｌ・アンダーソンだ」

　という主の淡白な一言で、全身が硬直した。

「あんだー、そん…？」

「そうだ」

　恐々と訊たずねた問いを易やす々やすと返され、アーティの全身に氷結呪文で固められたかのような悪お寒かんが走った。




「アンダーソンって……あの……、血ち溜だまりを逍しよう遥ようする淑女レデイ?!　戦場に靡なびく漆黒の髪デツドリー・ブラツク[image: ぎもんふかんたんふ]　死の雨を呼ぶ碧眼アイス・ブルー？？？！　魔族殺しのデモン・キラーアンダーソンのことですか？？？？？！！！」




　ヒステリックなアーティの絶叫が、謁見の間に響き渡る。

　アンナ＝Ｌ・アンダーソン──その人間の名を知らない魔族は、今日では存在しない。

　およそ一〇年前に戦場に出現して以来、アンダーソンは魔族にとってもっとも怖おそれ、忌いむべき人間となった。アーティはその闘う様を実際に目にしたことはないが、世間に流れる風説を聞くだけで震えあがってしまう。曰いわく、彼女が散歩をするかのように戦地に踏み入れば、しばらくして静寂が辺りを支配するのだという。その場にひしめく兵が、ことごとくアンダーソン単騎にて戦闘不能にされるからだ。

　彼女には、これまで人間を下等種族と見下してきた魔族の常識を覆くつがえす特徴があった。

　アンダーソンは、魔法が使える人間であったのだ。

　魔族にはその体内に魔ま導どう回かい路ろが刻み込まれており、自然に流る転てんする魔力をそこに流すことで様々な魔法の発現を可能とするのだが、人間にはこれがないとされていた。

　しかし、アンダーソンにはその定説が通じなかった。彼女は、並の上流魔貴族を遥はるかに凌りよう駕がする、高度かつ大規模な魔法を駆使し、人間側はそれを大砲として利用した。

　彼女によって潰つぶされた戦場は数知れず──いつしか彼女は数々の二つ名で畏い怖ふされるようになった。闘いの前線を知らぬ一般の魔族たちは、その名を創世記の悪鬼のように不幸を招く象徴として、慄おののきながらも口にするのだ。

　その女性の写真が、何の因果かここにある……魔族軍に持ち込めば、それだけでひと財産築ける代物だったが、アーティにとっては手にしただけで呪われる不吉なアイテムにしか思えなかった。しかし、主人と祖父の手前放り出すわけにもいかず、内心途と轍てつもなく苦悩しているアーティに、唯一の君は無慈悲とも言える平穏な声で言い渡す。

「アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールに命ず──アンナ＝Ｌ・アンダーソンを抹殺せよ」




　　　　◇◆◇




（どう考えても人選ミス……いや、もしかしてこれって体ていのいいリストラなのでしょうか……）

　魔族特有の擬態能力で羊に化け、恐る恐る人間界の土を踏むその道中で、アーティはその問いを延々と繰り返した。

　数々の物騒な二つ名を所持する人間界最強の女おんな傭よう兵へいに、戦闘能力皆無の騎士執事（見習い卒業したて）が、どう足あ搔がいたって勝てるわけがない。抹殺など論外である。ついこの前も、人じん類るい殲せん滅めつを標ひよう榜ぼうする過激派の名門・ラミエスバッハが、少数精鋭で人間界に潜入するもすぐさまアンダーソンに滅多打ちされて、逃げ帰ってくるという事件があったばかりだ。

　ラミエスバッハ家といえば火炎呪文の優秀な使い手として知られる最上級魔貴族で、過去の人間界との大戦でも数多くの武勲を打ち立てている名家だが──

（あのプライドばっかり高いラミエスバッハが泣いてもう闘いたくないなんていう化け物相手に、僕がどう対抗しろと……）

　死んだ魚のような目を閉じて、アーティは大きくため息を吐ついた。そしてベストの胸ポケットに大事にしまっているある物を取り出し、ぎゅっと握りしめた。

　それはこの任務とともに主が彼に授けた月蝕銀ルナ・ミスリルの懐中時計だった。

　魔界では既に産出され尽くした月蝕銀ルナ・ミスリルの身体に、古代魔法を成す呪詞ルーンの彫金細工。世界の起源に迫る可能性を有した、途方もない至宝である。

　主たる唯一の君はそのような代物を、アーティのようなひよっこ騎士執事に何の惜しげもなくくれてやったのだ。

　あのときの主の表情が偽りだと思うのは、アーティにはどうしてもできなかった。表情が乏しく無口で何を考えているのかさっぱりわからない主人ではあるけれど、いたずらに噓うそを吐つくような魔族でないことだけは確かだ。もし本当に自分が不要になったなら、そのようにきっぱり伝えるはずなのである。

　ただ刻々と時を刻み続ける懐中時計のその振動が、手のひらから伝わってアーティの鼓動に溶け合った。それでようやく、決心を固めた。

「ご主人様は言ったのです……僕より他に適任者がいない、と。ならば、全うする──それが騎士執事のホンカイなのです！　やるのです、アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール！」

　それは祖父・セルヴァンの口癖で、実のところアーティはいまひとつ意味を理解していないのだったが、ともかくその言葉で彼は一歩踏み出すことができた。

　柔らかい芝生の上を大股で渡っていき、アンダーソンの邸宅である赤レンガの家に近づく。素早く壁に身を寄せる。

　そのときようやくハッとして、そーっと窓の方を見てみたが、カーテンがかかっている。室内は暗く、物音も聞こえて来ない。どうやら、留守のようだった。

　周囲に人間がいないのは確認済みだったが、家の中から覗のぞかれているかもしれない可能性を、アーティは考えていなかった。というか、アンダーソンをどう抹殺するか自体、まるっきり無策だった。まず人間界に潜入するということ自体が一大イベントだったため、肝心の任務遂行の内容まで頭が回っていなかったのである。

（これからどうしましょう……。ご主人様の言ったとおりの場所に、アンダーソンのおうちがあったのはよかったですが……）

　ここまでやってくるのには、さほど苦労はなかった。主人の転移呪文で目的地の近くまで移動して、言付かった通りのルートでやってきただけである。そもそもアンダーソンが人間界のどこに住んでいるのか──その情報だけで、魔族軍に持ち込めばひと財産築けるほどの値打ちがある代物である。が、なぜ主人がそんなことを知っているのか、という疑問も起こさず、アーティは素直に「ふんふん、さすがご主人様！」と頷うなずくばかりだった。余談だが、祖父のセルヴァンはそんな孫のことを「せめて頭をもっと使ってくれれば……」と嘆いている。

（お留守みたいですし、中に隠れて帰ってきたところを狙う……とか、そんな感じなんでしょうか……）

　そういう穏やかでないことにはどうしても拒否反応が出てしまい、アーティはなかなか思い切ることができない。しかし外にいたままではよくないだろうと、とりあえず家の中に忍び込むことにした。

（うーん、窓のガラスなんて割ったらバレバレですよねぇ……運よく扉に鍵がかかってなかった！　なーんて、そんなことは……ないですよねぇ）

　うーんうーんと唸うなりながら、アーティは家の周りをぐるぐる歩いてどこからか入れないか探してみた。が、無論徒労に終わった。

（しょうがない、試してみるのはタダなのです）

　アーティは勝手口と思おぼしき裏手の扉の前に立った。

　再度辺りに誰もいないか見回してから、そっとドアノブを摑つかむ。

　その瞬間、




　ビリリリリッ！




「イィっ？？？？？？！」

　凄すさまじい電流が、アーティの全身を駆け巡った。

　反動でノブから手を離し、バタリとその場に倒れ込んでしまう。

「い、い、今のは……結界……？」

　まだ痺しびれているのか、舌がもつれた。ほんの数秒の間だったが、危うく気絶しそうなほど強烈な電流だった。昔、格闘訓練の際に、風雷系の結界呪文を展開している祖父に正面から突っ込んだときのことを、アーティは鮮明に思い出す。

　アーティは迂う闊かつな自分を呪った。相手は人間で唯一魔法を行使する、アンナ＝Ｌ・アンダーソン。その住すみ処かともなれば、こうした仕掛けがしてあってもおかしくない。

「うう～……ダメですか……」

　結界呪文は、魔法の中でもとりわけ高度な術式を要する。すべての属性魔法に通じる祖父ならば対称属性の結界で中和できるが、家事に使うための基本的な魔法のみを修練してきたアーティには、どうすることもできない。「鍛錬を怠るからじゃ！」と、祖父の怒号が聞こえてきそうで、彼はしょんぼりした。だが諦あきらめきれず、指でドアノブをつつこうとした。

「……あれ？」

　指先からピリッと電気の走るのを覚悟していたものの、何も感じない。アーティは思い切ってドアノブをもう一度握ってみたが、先ほど食らった電流はいつまでたっても襲ってこない。それどころか、

「……おお！」

　なんと右に捻ひねると、ガチャ、とあっけなく扉が開いたのである。アンダーソン抹殺命令を下されて以来初めて、アーティは満面の笑みを浮かべた。

「なんかよくわかんないけど、ラッキーです！」

　突然転がり込んだ幸運に、アーティのテンションはうなぎ上りだった。まだまだ幼稚で単純な騎士執事はこれをきっかけにすべてがうまくいくような気分になった。

「……よーし。ちゃっちゃと任務終わらせて、お屋や敷しきに帰るのです！　お掃除して、おふとん干して、お菓子を作るのです！　アンダーソンなんて怖くないのです！」

　さっきまで怖がってばかりいた自分をなかったことにして、アーティは意気揚々と扉を全開にした。すると外へ流れ出た室内の空気がアーティの全身を包み込み──

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!?」

　アーティは鼻を襲った刺激臭の前に、成す術すべもなく転倒・悶もん絶ぜつした。

（こ、こ、これは……？　もしや、また結界…… ?!）

　もうろうとする意識を必死で押おし留とどめながら、アーティは考えた。が、こんな驚異的な臭気を放つ魔法なんて、聞いたことがない。

（っていうか、そんな魔法あったらヤなのです……）

　アーティは涙目になりながら、つい今さっき自分を襲った悪臭について必死に考えた。あまりにも濃縮されていたため最初は気づかなかったが、どこかで嗅かいだことがあるような、そんな気がしてきた。

（……ご主人様のお供で貧ス民ラ街ムに行ったときと、ちょっと似てる……？）

　腐敗したものたち──特に食物──が、積み重なり、熟成され、幾重にも織りなす発酵の絶妙なる負のハーモニー。あのときは屋外だったこともあり鼻を覆う程度で済んだが、あれを丁度一軒家に詰め込んでみたらこんな感じじゃないでしょうか……え？　でもそんなことってあり得るの？　え？　……と、混乱しながら、アーティは鼻を強く摘つまみつつ何とか上半身を起こして室内を見回そうとした。

　その当たってほしくない直感は、見事に的中した。

（………………）

　アーティは、絶句せざるを得なかった。

　彼の開けた扉は、確かに裏口だった。そしてそれは台所に直結しており、温かな食事を生み出す場であるはずのその場は……その家では、食品の墓場であった。

　中身を満載にした袋が、床一面に転がっている。アーティをノックアウトした腐臭の主な発生源はそれらに間違いがなかった。口から中身の汁しるを垂らして、黒々とした染しみをつけている袋もある。

　更に酷ひどいのが、流しを始めとするキッチン回りだった。もともとは上等な設備であったのが窺うかがえる、動き回りやすそうな構えだった。が、悲しいことにその本分を果たしたのははるか昔のことだろう。流しには食器が埃ほこりをかぶって山積し、琥こ珀はく色いろの哀愁を帯びている。その隣の調理スペースや、火回り、作り付けの棚も、とりあえず食べ終わった後の食器やらなんやらを適当に放り投げていったのが丸わかりなほど諸もろ々もろが積み重っていて──




　ぷちっ




　と、アーティのどこかが勢いよく、弾はじけ飛とんだ。

　キッチンとは、神聖な領域である。

　自分にとって大切な誰かが幸福な、活力に溢あふれた一日をまた送れるように──そんな願いを込めて、真剣に、丁寧に、かつ楽しく、料理を作る場所である。

　であるから、常に清潔でなければならない。

　整理が行き届いてなければならない。

　発生してしまったゴミに対しても申し訳なく思いながらも処理し、溜ためないようにしなければならない。

　アーティは、騎士執事である。闘いの分野でこそ未熟だが、主の日常をより素晴らしくするための努力は惜しまないし、そのことにこの上ない充足を感じる。

　平穏で温かく幸せな日常こそ、何より貴く、保たれるべきものであると固く信じている。

　なので、




「ふざけんじゃねえです─────────────────────!!」




　それが他人の（しかも抹殺すべき敵の）家であろうと蹂じゆう躙りんされ尽くした聖域を前にして理性を保てず、盛大にブチ切れた。




　　　　◇◆◇




　太陽が、陽と風香の丘の遠く向こうに、とっぷり暮れた。

　丘の上にどっしりと構える大樹、そこに巣を作る夜鳴きカラスの親子が、アホーアホーと声高に鳴いたが、勿もち論ろん戦闘を続行しているアーティの耳には届かない。

「よし……こっちの部屋は片付きました。残りは……」

　血走った目をギラつかせて、アーティは敵城の中を部屋から部屋へと渡っていた。

　アンダーソンを抹殺するためにやってきたはずのこの魔族の少年は、主から仰おおせつかった大事な密命をすっかり脳内からふっとばし、今やこのアンダーソン宅の惨状と孤独な戦いを繰り広げていた。




　まだ日が高かった頃に巻き戻る。




　台所の凄せい惨さんな有あり様さまに我を失ったアーティは、がむしゃらに奮闘した。まず部屋に溢あふれる汚物を片っ端から外に出し、火炎呪文を放って次から次へと滅却した。勢いよく燃えて白煙を噴き出すその様を前にしたアーティは、美お味いしく食べられて栄養となり生き続けるという役目を遂げることのできなかった数々の食品に対して、思わず黙もく禱とうを捧ささげた。

　床に山積みになったゴミから流し回り、物のついでに台所に存在するすべての収納スペースを検分し、既に食用の域から解げ脱だつしているものに関しては一様に処分した。そうして不要なものがすべて除かれた台所を、アーティは持参の騎士執事七つ道具（特製ゴム手袋・手縫いのぞうきん×一〇・伸縮自在竹たけ羽はね箒ぼうき・ロヴァルタばあさんのなんでも汚れ取り魔法水・万能プロピレ絹マスク・魔界ハーブの詰め合わせ）を駆使し、徹底的に清め始めた。水みず垢あかが何層にも黒ずんでいるシンクや油だらけの火回りは、適宜汚れ取り魔法水をふりかけ、特に酷ひどいところには上からぞうきんをあてがい、しばらく放置しておく。その間に、ほとんど空になってしまった作りつけの引き出しや、戸棚などに溜たまった塵ちりや埃ほこりを、伸縮自在竹たけ羽はね箒ぼうきの羽の方で手早く搔かき出だし、ぞうきんで水みず拭ぶきしていく。

　あらかた収納スペースを片付け終えると、汚れ取り魔法水をかけて放置していた水回りにとどめを刺しに行く。汚れは綺き麗れいさっぱり拭ふき取とられ、別のぞうきんで念入りに磨き上げた。

　ここまでの段階で台所は見違えるように美しくなったものの、長い間生ごみが放置され続けた影響か、眉をひそめさす臭いがまだ仄ほのかに感じられる。

　仕方なく、アーティは騎士執事七つ道具のひとつ、魔界ハーブの詰め合わせの中から、月涙の葉ルナズテイア・ドロツプをすべて抜き出した。清浄な月光を浴びて潤む若葉を摘んで、乾燥させたこの魔界ハーブは、炊事・洗濯・掃除と幅広く扱える騎士執事の強い味方である。アーティは使い慣れたこの葉を数枚、手のひらで包むと、その中でほんの一瞬疾風呪文のカマイタチを起こし、きめ細かく粉砕した。左手の上には粉末になった月涙の葉ルナズテイア・ドロツプが残り、アーティはそれを台所中にふりまいた。その際、火炎呪文と水流呪文を組み合わせ、微細な水蒸気も一緒に発生させる。すると月涙の葉ルナズテイア・ドロツプの香気を存分に含んだミストが発生し、部屋中を爽さわやかに包み込んだ。この魔界ハーブは清せい冽れつな芳香を持つため、しばしばリフレッシュしたいときなどに用いられ、お部屋の臭におい消しにも有効なのである。

　アーティが使う魔法は、もっぱらこの通りであった。人間界との抗争に疲弊する魔界では、殺傷能力が高く大規模な魔法ばかりを重用する傾向がある。そんな中、闘うために魔法を使わないアーティは周囲から腰抜け扱いされていた。

　だからと言って、魔法を操る力量が他に劣るわけではない。魔法は、魔力の性質を司つかさどる火・水・土・風と、魔力の流動を司つかさどる静・動の属性に分類される。アーティは静と動の属性魔法に優れ、その他の火・水・土・風の属性魔法の基礎も習得している。それらの魔法をただ放つだけでなく、質や量・範囲を高いレベルでコントロールし、かつ自在に応用するのだが、彼はそれらを家事に勤いそしむときばかりに用いた。祖父のセルヴァンにもよく嘆かれていたが、当の本人は気にしない。

　ちっぽけだって言われても、誰かの血を流すための魔法より、幸せのために使う魔法の方がずうっといい。

　今も、端から端まで輝きを放ち、「さあ、おいしいご飯を作ろう！」と語りかけてきそうなまでに蘇よみがえったキッチンを前にして、ますます彼はそう思うのだった。

「ふう、これでご飯が作れるです」

　埃ほこりで汚れた顔に垂れる汗を、アーティはぐい、っと袖そでをたくし上げた腕で拭ぬぐった。憑つき物ものが落ちたように朗らかな笑みを浮かべている。

「そうだ、ご主人様に晩御飯のリクエストがないか聞きましょう！」

　と、そこが人間界で、更には敵陣真まっ只ただ中なかであることがもはや完全に頭から抜けきっているアーティは、台所から隣の部屋に意気揚々と入っていった。

　そこで、

「……あ」

　目の前に広がる光景に、現実を思い出し、そして、幻滅した。

　入っていった先も──また、荒れていた。

「ケホッ！　……うぐぅ、ここもですか……」

　確かに、腐臭を発する生ゴミがないだけ、まだマシではあった。アンダーソンが自宅で過ごす主な場所、つまり居間と思おぼしきその部屋は、ひとりで暮らす分には十分な広さがあり、木製のダイニングテーブルに椅子が二つと、人ひとりが余裕で横になれるほどの長椅子、そして壁を一面覆う本棚が置いてある。

　が、いかんせん物が散乱している。本来はそれなりの面積があるはずの床は、何やら大きな器具（鍛錬用と思おぼしき持ち手のついた重たく丸い金属の塊、蛇みたいにのたうち回っている黒く長い管ｅｔｃ．ｅｔｃ．）が多くの面積を占めており、敷かれている柔らかな絨じゆう毯たんの模様がまだらにしか見えない。本棚のはずなのに、なんだかわからない大中小を問わない大きさの包みが封も切られず積み重なっている。テーブルの上は重要そうなものからそうでなさそうなものまで書類が散らばっていて、椅子や長椅子には例外なく衣類が掛けられている。

（……これ、洗ってないヤツ雑まざってたりしませんよね）

　むしろその逆が正解だと直感しつつ、試しに長椅子に掛けられていたシャツを一枚つまみ上げる。

　その弾みで小さな影が床に転がり落ちた。おや、と思って視線で追うと、それは黒い光沢のある布地に瀟しよう洒しやなフリル、真紅の刺し繡しゆう糸いとで飾り付けられたいわゆる、

（み、見なかった！　僕はぱ、ぱ、ぱんつ、なんて、見なかったのです!!）

　首を直角にグギンと曲げ、慌ててそっぽ向くアーティである。

　下手なトラップより精神的ダメージを受けた彼は、真っ赤に湯だった頰をパタパタと手で扇あおぎながら、思い至る。

「……もしかして、別の場所もこんな具合なんでしょうか……」

　ヒヤリとしたものを背筋に感じながらも、アーティは残りの部屋も確かめてみることにした。

　案の定だった。他はベッドと書き物机、それにワードローブが置いてある寝室と、トイレに浴場があるばかりだったが、至るところで物がとっ散らかっていた。

〝家全体が収納スペースですが、何か？〟　──所有者のそんな誇らしげな声まで聞こえてくるようだった。

　すべての部屋を回って、フラフラと戻ってきたアーティは呟つぶやいた。

「これはもはや……汚部屋なんてレベルじゃないです……」

　そしてワナワナと全身を震わせ──

「そう、これは──汚宅!!　いいでしょう──このアーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール、騎士執事として真っ向から受けてたつです！」

　高々と宣言した。







　そして日は暮れ、今に至る。

「残るは……リビングの、仕上げ……」

　騎士執事として日々家事スキルの鍛錬に余念がなかったアーティにも、さすがに疲労の色が見え始めた。

　アーティは残りの部屋をすべて並行し、処理していった。大量の衣類の洗濯、埃ほこりをかぶった調度品の手入れ、雨風に晒さらされ続けた窓のガラス拭ふき、乱れたまんまのベッドのメイキング、黒くろ黴かびのこびりついた浴室の清掃──この家に侵入したときには外光で明るかった室内も、今では夕闇に沈んでその輪郭をおぼろげに浮かび上がらせるばかりである。

　この闘いのラストを迎えるため、アーティはそれまでの戦場であった寝室から居間へと移るべく、その間にある狭い廊下にやってきた。が、その足が止まりため息を漏らす。

「……一体全体どこをどう取って淑女レデイなんですか……」

　何度そう恨みを呟つぶやいたか、数え切れない。

　様々な通り名で魔族から怖おそれられるアンダーソンだったが、その中のひとつが〝戦場を逍しよう遥ようする淑女レデイ〟である。実際に闘いの場で邂かい逅こうした魔族軍の兵士たちは口々に、敵ながら上品かつ華麗な構えを乱さないアンダーソンを、畏い怖ふを込めてそう言い表した。でたらめなほど強いくせに、淑女然とした女──互いにそぐわない二つの要素を持つというその人物に、魔族の民は恐怖しつつも神秘的なイメージを思い浮かべるのだ。

　アーティも勿もち論ろんそのクチだった。主人から拝命の際アンダーソンの写真を見せられたときも、凜りん然ぜんとしながら、戦場で撮った写真だということを忘れさせるほどたおやかな彼女の立ち姿に、不覚にも彼は見み惚ほれてしまった。

　もっとも、アンダーソンの住すみ処かの実態を知ってしまった以上、そのとき感じたときめきは容赦なく叩たたき潰つぶされた。

「もしやこれは、僕が来ることを予測してのトラップ……？」

　そんな有り得ない推測が思わず口から零こぼれるほど、アーティは消耗していた。

　寝室と居間を挟む廊下に立ちすくみながら、盛大なため息を吐つき、最後の仕上げにかかろうと居間への扉に手を伸ばそうとした、そのとき──




「ただ今戻りまし──……」




　玄関口の方で戸の開く音がして、誰かが口にした挨あい拶さつが、その途中で途切れた。

　疲労でぐにゃぐにゃになっていた全身が、氷柱のように固まるのをアーティは感じた。

　さっきのは間違いなく、女性の声だった。そしてこの家にただいまと言って入ってくるのは十中八九間違いなく──

（あ、あ、あ、あ、アンナ＝Ｌ・アンダーソン～～～～～～!!）

　喉のどから絶叫が飛び出そうになるのを、すんででアーティは堪えぬいた。

（やばいやばいやばい……！　か、隠れないと……！）

　目の前の惨状に理性が爆発し、こんな暗くなる時間まで掃除に明け暮れてしまった己の迂う闊かつさを、今になってようやくアーティは呪った。今ならまだ間に合う、どこかに隠れるか、裏口から外に──

（あ、あ、足が動きません～～～～～！）

　膝ひざががくがくに震えてしまって、逃げるという選択肢コマンドすら彼には選べなかった。大声を出して泣き出したくなるのを必死に堪えるのが精一杯だった。

（あうあうあ～～～～～～どうしましょう……!!）

　思考回路は同じところを駆け巡るばかりで、ショート寸前である。

　そんなアーティの耳に、

「……えー！　なんですの、これ！」

　予想外なことに扉の向こうから紛まがうことなき歓声と拍手が！

「やだ、部屋中きれいに片付いていますわ……！　ちょっと、セルシア？　セルシア、来てるんでしょう？」

　アンダーソンはどうやら突如きれいさっぱり部屋が片付いているこの現象を、セルシアという友達のドッキリだと判断したらしい。そのセルシアさんがどこかに隠れていると思ったのだろう、パタパタと居間のあちこちを探し歩く気配が聞こえてきた。

（むっ……違いますぅー！　それをやったのは全部僕ですぅー！　……って、何こんなときに考えてるんですか僕は────！）

　あんな汚部屋をあそこまできれいに片付けた功績を他の誰かに横取りされたようでカチンとくるアーティだったが、さすがにそれは吞のん気きすぎるだろうとセルフツッコミをし、悶もん絶ぜつする。動かない下半身と激しくのたうち回って苦悩する上半身と、もはやなんだかよくわからない状態になっているアーティは、

「いませんわねぇ……寝室の方かしら……」

　その一言で再び固まった。

　案の定、足音がこちらに向かってきている。

（に、に、に、にげ……っ、あ）

　ようやく動いた足で駆け出そうとしたが、ものの見事にその両脚はもつれ、勢いでくるくるっと回転し、

「セルシアぁ？」

　と、廊下に出てきたアンダーソンが、仰向けにすっころんだアーティを見下す構図が爆誕した。

「あ……」

「…………」

　思わず漏らしたアーティのその声を耳にするまで、アンダーソンは確かに友人がいると思っていたのだろう。だからアーティはほんの一瞬、見ることができた。片付いた家をサプライズだと思って事態を純粋に喜んでいる、アンダーソンの微笑ほほえみを。

　柔らかく、素朴で、だからこそ温かな感情が見る者の胸をほのぼのとさせる微笑ほほえみを浮かべるその女性が──自分の抹殺すべき対象であることをや、そもそも人間であるとか全魔族の仇かたきであるとか、そういったもの全部すっ飛ばして、アーティの心を揺さぶった。

　が、

「ぃたっ！」

　そんな瞬間は一秒ともたず、突如左肩と右足に走った激痛に我に返った。

「……貴方あなた、どなた？」
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　ゆったりとした、艶つやのある声が光と共に、天から降ってくる。アーティはそのときになって気づいた。アンダーソンが右足のヒールで自分の左肩を、左のつま先で右の腿ももを踏みつけている──痛みの原因は間違いなくこれだが、どうやら向こうはまだ手加減しているようだった。黒のパンツに包まれ婉えん美びなラインを描くその両脚には、無駄な力みがまるで見当たらない。その左手には小さな火が灯ともっている──火炎呪文の即席照明だ。

　場違いにも見み蕩とれていたことは差し引いたとしても、彼女がその一連の動作を完遂するに至るまで、その気配が全くなかった。

　突然の事態に際しても乱れずに、一分の隙すきなく優美にあたる──

（彼女が、間違いなく、魔族殺しのデモン・キラーアンダーソン……！）

　ようやく、アーティも事の深刻さに向き合った。

　微かすかに首を傾かしげる仕草に呼応して、アンダーソンのトレードマークのひとつである漆しつ黒こくの長髪が、さらさらと音を立てて流れた。腰ほどまであるそれは重苦しい印象を与えず、彼女を護まもる神秘のヴェールのようにすら思えた。

　もう一つの特徴である碧へき眼がんが、今や冷たく光ってアーティを見下ろしていた。値踏みするようなその視線から、最大限に引き上げられていた危機感が若干、薄らぐ。アーティに大した戦闘能力がないことを、とうに見抜いている──その判断の恐るべき速さに、アーティは息を吞のんだ。

（……もし戦場で、こんなに冷然と見据えられたら──）

　それだけで、死んだような心持ちになるのではないだろうか。

　その考えに一度大きく全身が震え──それが却かえって、彼の肚はらを極きめさせた。

「早く、殺すです」

「それは回答に相当しませんわ。貴方あなたは誰か、問うたはずです」

「答えません、殺すです……！」

　自分が誰か、と答えることは即すなわち、主に繫つながる情報を暴露する行為に他ならない。騎士執事として見習いを脱したばかりのアーティではあるが、そんなことくらいは理解している。主人のために身命を賭とすのが騎士執事の宿命。その覚悟なら、できている。

（……っていっても、ご主人様からの初めてのご命令、見事にしくじりましたけど……）

　とほほー、と、自分の情けなさを呪いながら、アーティはアンダーソンが手を下すのを、固く目を閉じ、ただ待ちわびた。

（ごめんなさい、ご主人様、おじい様……闘いを全うしたアーティは、ひとあし先に天国でお待ちするです……）

　と、抹殺のために人間界に侵入したはずが達成したのは汚宅の大清掃だけという明後日あさつての方向極まりない事実を黙殺しながら待つこと数十秒。

（……おかしいですね……もしかしてこれはナブリゴロシというやつでしょうか……？）

　全くアクションを起こさないアンダーソンを不審に思い、目をそっと開けようかしら……と思った矢先に、左肩と右みぎ腿ももを支配していた重圧が消えた。

「ふえ？」

　いきなりの展開に目をぱちくりさせて、アーティは気づいた。

「……子どもにこんな顔をさせるなんて、まだまだ力不足ですこと」

　アンダーソンが床に膝ひざをつけ、自分を真正面から覗のぞき込こみ、その顔が近づいてきて、




　ちゅ、




　と、アーティの右目に口づけした。

「な、な、な……！」

「泣かないでくださいまし、そんな鬼を見たような顔をされると傷つきますわ」

　ゆで上がるように顔を赤くするアーティを尻目に、アンダーソンはもう一方の目にも薄く柔らかな唇を寄せた。そのときになってようやく自分が涙していたことに気づき、アーティは一層恥ずかしくなった。

「こ、子どもじゃないです！　立派な一人前の騎士執事です！」

　恥ずかしさの反動でムキになってそう叫ぶ。

　それを聞いたアンダーソンが、

「ふうん、騎士執事……そうですの」

　摑つかみはわかった、と言うように呟つぶやくのを聞いてハッとしたときには、手遅れだった。

　アンダーソンは左の手のひらに載せていた火の玉を空中に浮遊させると、素早く、それでいて全く自然な動作でアーティの上半身を起こし──そのまま、背中から抱きしめた。

「な、な、何するですか？？！！」

「何って……もっと、お近づきになりたいと思いまして」

　未成熟で小柄なアーティの全身を、長身のアンダーソンはすっぽりと包み込んだ。それどころかアーティの胴を、弾力のある両脚を交差させてしっかりと抱え、より自身の肉体に密着させる。

（な、なんか、ふにゅふにゅしたのが背中に当たって……いい匂においで……）

　アンダーソンの心地よい体温に柔い触感、更には彼女から発せられる甘やかな香りも相まって、アーティは極上のベッドで寝ているような錯覚をした。それに加え、アンダーソンが角に隠れた耳に唇を寄せて囁ささやいてくると、これまで感じたことのない感覚が駆け巡り、未体験の高揚感が芽生えてくる。

「ねぇ、小さな騎士執事さん？」

「ふぁい……」

「どうやってわたくしのおうちに入ることができましたの？」

　さすがに、その質問で夢見心地が吹っ飛んだ。

「こ、殺せー！　今すぐ殺すですー！」

　一瞬でも敵の魔の手に陥りそうになった自分をぶん殴りたい衝動が、絶叫になってアーティの口から飛び出た。そして恥も外聞もなく、泣いた。

「……仕方ないですわねぇ」

　アンダーソンはもはや聞き出すことは困難と判断したのか、あっさりと切り替えてアーティの身体をまさぐり始めた。

「!?　や、やめるです……っ！」

「何が出るかな～何が出るかな～♪」

「あっ……や、んっ、そこは……っ！」

　白く滑らかなアンダーソンの両手が蛇のように胴体を這はいずると、アーティはさっきにもまして高ぶる感覚に戸惑った。急いで止めさせようと手を摑つかもうとしたが、時すでに遅し。

「あー、何かありましたわねぇ？」

　意地悪い響きを含む呟つぶやきだった。その言葉と共に、アンダーソンはアーティのベストの胸ポケットから月蝕銀ルナ・ミスリルの懐中時計を探り当てた。そしてわざわざアーティの目の前にかざして、慌てて取り戻そうとする彼を弄もてあそぶように高いところにやってしまう。当然、アーティの両腕は、胴体ごとアンダーソンのもう一方の腕ががっちりロックしている。

「返せ！　返すです！　それはご主人様から頂いた大事な──」

「そう、貴方あなたのご主人様のプレゼントですの？」

「あっ！」

　またもうっかりアーティは口を滑らせた。そんな自分がひたすらに無様で、

「あうう……僕は……僕はなんて情けない騎士執事なんでしょう……ふええ……」

　と、嗚お咽えつを漏らし始めた。

　さっきから主導権を握り続けるアンダーソンは勿もち論ろん気にすることなどなく、懐中時計の検分をしている。

「……これは、創世期由来の……?!　何でこんなものが……」

　懐中時計の真価を一目で見抜いたアンダーソンだったが、その衝撃をすぐさまうちやって、更に詳しい探りを入れる。

「この呪詞ルーンは……総統属性の吸収呪文……？　なんて高度な──所持しているだけで自動的に一定高度以下の魔術呪文を吸収……その魔力を蓄積する仕様だなんて……聞いたこともないですわ。でも、家中を覆っている結界が丸ごとなくなってしまっていたことを考えると……」

「そうとう属性の、きゅうしゅう……？」

　聞いたことのない属性魔法だったが、その言葉にアーティは閃ひらめくものがあった。最初、家のドアノブに触れたとき結界による電撃が走ったが、その一瞬でこの懐中時計が吸収してしまった──そのため、次は無事に握ることができた。どうやらそういうことらしい。

（そういえば、ご主人様はこれが必要になるって……）

　こういう事態を想定しての配慮だったのか──！　と主の厚情を想おもい、アーティはますますむせび泣いた。アンダーソンはひとり百面相大会を実施しているアーティを無視して、懐中時計をひっくり返し裏面を見た。

　その中央に、なにやら家紋のような印が彫られている。

「──なるほど」

　瞼まぶたを閉じたアンダーソンは、ひとつため息を吐ついた。

　なにやら様子の変わったような彼女に気づいて、アーティは肩越しにその顔を見ようとした。しかしすぐアンダーソンが彼のポケットに懐中時計を戻したので、戸惑ってしまう。

「大体、わかりました」

「え……ええ ?!　そ、それってどういう──……ふぁっ ?!」

　慌ててアーティは問いただそうとしたが、やっぱり遅かった。

　アンダーソンは全身によるロックを解除したかと思うと、丸ごと彼を抱き上げた。右腕でアーティの両肩を、左腕で両りよう膝ひざを、がっちりと抱えている。

「な、何するんですかっ！」

　彼は身を捩よじって抵抗するもアンダーソンの細腕はびくともしない。なすがままにされてしまう己に、アーティは心の中で涙を流す。

（く、クツジョク、です……！　こんな、本来騎士執事がご令嬢にするような……ううっ！）

　無論、アンダーソンはそんな彼の心境などに構うことはなく、そのまますたすた歩いて行って、見違えるように美しくなった居間へと入っていった。もう衣類のかかっていない椅子に、彼女は彼を優しく座らせる。その向かいに、自身も腰掛けた。

　そしてアンダーソンは両りよう肘ひじをテーブルにつき、指を組んだ上に顎あごを軽く載せて、妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「貴方あなたは魔界から主人に申し付けられてわたくしを抹殺しに来た、可哀かわいそうな騎士執事さん……そういうことですわね？」

「な、なんのことだか……」

「とぼけなくっても大丈夫ですわ。誰が命じたのかも、もう存じております」

「？？？？！」

　アーティは椅子ごと床に倒れ込みそうになるのを、何とかこらえた。その動揺を見て、アンダーソンは一層笑みを深める。それは目を離したいのに叶かなわず、そうしている間に精神の平静をことごとく侵されるような、猛毒のごとき微笑ほほえみで──最初対たい峙じした際に見せられた冷ややかな眼まな差ざしの方がよっぽどマシであった。アーティは知らず、喉のどを鳴らす。

「一体どうやって、それを──」

「ただ肝心なことに」アンダーソンは声を張り上げて、アーティの質問をぶっ潰つぶした。「何のために命じたか、それがまだわかりませんの」

　アーティは、グッと息を詰めた。それは拝命した自分にも、さっぱり見当がつかない──『そなたより他に、適任者がおらぬ』、そう言う主をただ信じるのみだが、やはり疑問は残る。

　渋い顔をしているアーティの目の前に、ぴっとアンダーソンは人差し指を突きつけた。

「そこで、提案があります」

「僕は、敵の提案にのって裏切るような、アホな騎士執事じゃないですっ！」

　がるる、と嚙かみつかんばかりのアーティに、やはりアンダーソンは一笑に付した。

「ああ、そうでなく……この家に、ずっといて頂く、というのはどうかしら？」

「へ？」

「そしていつでもわたくしを──殺しに来ればいい」

　さらりと、言いのけた。

　アーティは、ぞっとした。

　そして今更ながらに、目の前の人間が自分と生きる次元が違うことを悟った。

　命のやり取りが、当たり前の世界──そして自らのそれを奪われないよう、他人から奪い続ける世界。赤と灰色が支配する、死の世界。

　そこにあって、彼女の黒髪と碧へき眼がんが凄せい然ぜんと輝きを放つその光景を、彼は幻視した。

「どんな手段でも結構でしてよ？　四六時中──といっても、そう多くはここにはおりませんが──いつだって、お待ち申し上げますわ。いかがかしら？」

「……何が」カラカラになった声で、かろうじてアーティは答える。「目的ですか？」

「大したことじゃありません。貴方あなたのご主人様がどうしてこんな可愛かわいらしい刺客を差し向けて来たのか、純粋に気になるだけですわ」

　言外に自分をバカにしきった態度にカチンと来て、アーティは気け圧おされた状態から抜け出した。それを知ってか知らずか、アンダーソンは歌うように続ける。

「それに……魔族の騎士執事とは誇り高い紳士なのでしょう？　主の命に背いておめおめ泣き帰るなんて、できないんじゃなくて？」

「それは……むう、その通りですが」

　なぜ人間のアンダーソンがそんなことを知っているのか、という疑問もよぎったが、その言い分がもっともすぎるので、アーティは考え込んでしまう。

　全く以もつて、その通りだった。主の命令を完遂することもできず、泣いて魔界に帰るなど、アーティには有り得ない選択肢だ。そんなことをすれば祖父に八つ裂きにされるだろうし、何より騎士執事として自分が一生許せなくなる。

　アンダーソンが何を考えているのかはわからないが、このまま任務を続行するならこの申し出はまたとないチャンスだった。仮に罠わなだったとしても、さっき死ぬ覚悟をしたばかりだ──それならば。

「……わかりました」

　アーティは、心を決めた。

　アンダーソンはにっこり笑って、右手を差し出す。

「アンナ＝Ｌ・アンダーソンですわ。小さな騎士執事さんのお名前は？」

「……アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール、です。ゴショーチオキを、ミス・アンダーソン」

　なぜだかわからないが主人のことが知られてしまっている以上、自分の名前なんて大した情報じゃないだろうと、半ばやけっぱちになって自己紹介をした。

　そして、アーティも右手を差し出し、握手する。

「よろしくお願いしますわ、アーティ──それじゃあ、明日は職場で早くに会議があるから八時に起こしてくださいましね」

「……は？」

「わたくし、朝は欠かさずロイヤル・クロス・ティを温めたものを飲んでおりますの。それから、今日は出来あいのお惣そう菜ざいにしたんですけれど、明日からは美お味いしい食材を街で買ってきますから、今後の朝食と夕食は楽しみにしておりますわ」

「へ？」

「なんて言ったって騎士執事さんですものね、それくらいはちょちょいのちょいでいらっしゃるでしょう？　ああ、それからお風ふ呂ろなんですが──」

「み、ミス・アンダーソン？　何を言って……」

　何やら怪しい雲行きになってきたことに危機感を高めたアーティは、手を離そうとした──が、離せない。

　アンダーソンは優雅な笑みを崩さないまま、

「まさか、タダで居候いそうろうできるなんてそんな甘っちょろいこと──お考えで、無いでしょう？」

　二つ名通りの碧眼アイス・ブルーが、アーティにグサリとトドメをぶっ刺した。
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　人間と魔族──両者の争いの契機は、およそ五千年前の創世期にまで遡さかのぼる。

　両者が語り継ぐ伝承には勿もち論ろん相違はあるものの、その根幹は一致する。

　この世界はあるひとつの大いなる力が分かたれて生み出されたこと。その原初の力は四つに分解し、不可侵の火山が火か竜りゆう、十字架の海原が水すい虎こ、逆比例の天てん蓋がいが風ふう鳥ちよう、瓦が絡らく多たの王土が地ち蟲ちゆう、そのそれぞれが司つかさどるようになったこと。この火・水・風・地の四大元素が織り交ざってこの世の自然を形成し、遂ついには、いのちを育はぐくんだこと──。

　そうして生まれ落ちたいのちはそこから様々な形を得て世界を満たすようになり、言葉を持つ者も現れたが、ここで問題が起きた。いのちは自分たちの間に、ひとつの大きな隔たりがあることに気づいてしまった。

　四大元素を自在に操ることができるものと、そうでないもの──大味だがしかしこの差異は決定的で、言の葉を持ついのちたちの間に亀き裂れつを走らせ、分断するには十分に余りあるものだった。

　四大元素を操る力──魔法を行使する魔族と、魔法を持たぬ代わりに機き智ちを駆使する人間。

　両者の間に横たわる溝は五千年埋まることはなく、代わりにそれぞれの同胞の血をだくだくと吞のみ込こみ、今なお飽き足る気配を見せない──が。

（……どうしましょう……眠れません……）

　そんな血なまぐさい五千年の因縁は、今アーティフェルドの頭の中からはきれいさっぱり空の彼方かなたに吹き飛ばされていた。

「ん……っ」

（ヒッ!?）

　艶なまめかしい声がすぐ耳元で聞こえてきて、アーティは思わず体を強こわ張ばらせた。だがすぐ安らかな寝息が続いたので、彼女を起こしてしまったわけではないことに内心安あん堵どする。

　が、その途端にまた次なる衝撃が彼を襲い、思考回路がますます混線してしまう。背中に押し付けられる柔い感触と、彼女の腕が全身を抱きしめてくる適度な圧迫感──耳元を時折くすぐる悩ましくも甘い寝息に、彼女の身体から匂におい立たつ爽さわやかな入浴剤の香──そしてそのすべてが伝えてくる、彼女の生の瑞みず々みずしい温度。

　そう、魔族の少年・アーティは、自分が抹殺しに来たその相手、アンナ＝Ｌ・アンダーソンに──抱き枕にされているのだった。

（トホホ……どうして僕、こんな目にあってるのでしょうか……）

　ほろりと流れ落ちる涙をそっと払いのけながら、アーティはこの夜四九回目のため息を吐ついた。




　　　　◇◆◇




　話は、二時間ほど巻き戻る。




〝ここに住み込んでいつでも殺しに来たらいいよ☆　その見返りとして家事全般、当然やってくれるよね♥〟




　そんな盟約を押し付けた上、一方的に家の中の設備を案内し、それを終えるとアンダーソンは彼をおいて風ふ呂ろへ入った。アンダーソンは上機嫌だが、打って変わってアーティのテンションたるやダダ下がりもいいところである。

（完全に……ナめられてるです……！）

　ひとりぼっちでリビングに残されたアーティは、えぐえぐと泣きながら自分のふがいなさを恥じた。

　忠誠を誓う主から初めて賜たまわった命令──『アンナ＝Ｌ・アンダーソンを抹殺すること』。その困難さを、今になってようやく彼は理解した。勝てるわけがないと抹殺対象にタカをくくられ、あまつさえ小間使いにされようとしている自分──誇り高き騎士執事として、この状況は堪えがたい屈辱だった。

（ああっ──！　よっぽど気分がいいんでしょうね……！　お風ふ呂ろ場ばでの鼻歌がもはやリサイタルに進化してやがるです……！）

　高らかな歌声がシャワー音に相まって聞こえてき、アーティの自尊心を一層めためたに踏みつける。よよよ、とハンカチを涙でしわくちゃにしながら、ふと彼はベストの胸ポケットに入れてある懐中時計を思い出した。

　それを取り出すと、懐中時計はアーティの小さな手のひらの中で穏やかに、正確に時を刻み続けている──そう、敬愛する主人が使命と共にこれをアーティに授けたあの日と、まるで変わりないリズムで。

　暫しばらくそうして時計の律動に心を委ゆだね、ようやくアーティは平静を取り戻した。

（そうです──かくなる上は、どんな手段を使っても使命を果たすのです──！）

　懐中時計を固く握りしめ、そっとポケットに戻す。丸く、まだ幼い緑の瞳ひとみが、決意の炎に煌きらめいた。

「やるのです、アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール！　そして油断しきってるあのにっくきアンダーソンを必ずや抹殺するのです！」

　アーティは勢いで立ち上がって右の拳こぶしを高々と突き上げた。

　が、その直後、ガチャ、と廊下に通じる扉が開いて、「きゃうっ！」と、みっともない声を上げて、ストンと着席した。

　はわわ、とおののきながら振り返るとそこには──シャワーの水滴を前髪に滴したたらせたアンダーソンが、すんごい形相でアーティを見ていた。

「み、ミス・アンダーソン……今の聞いてました……？」

　先ほどの決意はどこへやら、情けないひきつり笑いを浮かべながらアーティはそう問う。アンダーソンは答えることなく、つかつかと中に入ってきた。

　が、その格好を見てアーティの頭頂からボフンと湯気が噴き出る。

「み、ミス・アンダーソン！　なんてカッコしてるですかっ!!」

　入浴を済ませたばかりのアンダーソンは、まだ乾かしていないその長い黒髪を束ねてひとつの団子にし、項うなじあたりに留めていた。上気してほんのりと紅あかく色づく白はく皙せきの肌に、先ほどまで着ていたのと同型の白いシャツを纏まとわせて、そして──その下半身には下着以外なんにも穿はいていないのだった。

　アーティは全身全霊をかけて顔をほぼ直角に逸そらした。これまで上品な上流魔貴族のご婦人ばかりを見てきたアーティにとって、センセーショナル以外の何物でもない光景だった。それとも人間には腹から下なら誰にでも見せていいなんてそんな破は廉れん恥ちな風習があるのだろうか──などと今にもヒートしかねないほどのぼせ上がるアーティの顔を、アンダーソンは両手を添えて力任せに、グキッと自分の方に向けた。

「い、痛いです！　乱暴です！　横暴です！　離すのです！」

「……ありませんの」

「はぁ？　……いててっ！」

　左右から容赦なく食い込んでくるアンダーソンの指。そこから必死に逃れようと、アーティは椅子から落ちんばかりにもがいた。しかしそんな足あ搔がきをものともせず、

「……あなた、一体どこにやりましたの……？」

　数々の戦場を睨にらみ伏ふせたあの碧へき眼がんで、アーティの抵抗を一瞬でぶった切った。

「ど、どこに、っていっちゃい、にゃにを……？」

　今や顎あごを押えつけられてろくに喋しやべれなくなっているアーティを、ようやくアンダーソンは解放した。少しは気を落ち着けたのか、荒くなっていた呼吸を整えてから何か言いかけて、止やめた。訝いぶかしげに見てくるアーティの視線から逃れるように瞳ひとみを伏せて、アンダーソンはどこか恥ずかしげに口にした。

「……くまさん」

「は？」

　彼女の小さな声を聞き逃したアーティが、角に隠れてしまっている耳に手を当てる素振りをすると、アンダーソンは咳せき払ばらいをし、必要以上に大きな声で返した。

「わたくしの！　ベッドの上に、あったでしょう！　……ぬいぐるみです！」

「……ああ！」

　それでようやくアーティも訳がわかった。

　アンダーソンの寝室、そのベッドの上に鎮座する大きなくまのぬいぐるみ。彼女はどうもその行方をこれまで訊たずねていたらしい。

「……あなた、まさか勝手に捨てたりなんてしていませんこと──？」

　そう呟つぶやくアンダーソンの周囲から、パチ、パチ、と短く爆はぜるような音が鳴り始めた。結んでいたはずの髪が解け、コオォ……と宙に広がる。その黒髪を艶つややかに濡ぬらしていた水滴が、既に蒸発していた──彼女の全身から漏れ出る魔力が風を生み出しているのだ。しかもその風が魔力で圧縮されてスパークまで発生させており、今やアーティの目にも見えるほど鮮やかに舞っている。

　このままいくと間違いなく【電でん流りゆう炸さく裂れつ[image: やじるし]黒コゲ[image: やじるし]即絶命】という簡単な工程を辿たどることに気づいたアーティは、必死になって首を振った。

「す、す、捨てていません！　ただ……」

「ただ──なんですの？」

　理不尽なまでにプレッシャーを強いてくるアンダーソンの低い声に、泣きそうになりながらアーティは弁明する。

「あ、洗ったのです！」

「……洗った？」

「そうです、大分汚れてたので洗ったのです！」

「……まさかそのはずみで壊してしまったなんてことは……」

「無いです!!　おふとんと一緒に取り込みに行ったけどまだ完全に乾いてなかったから、外に干してあるのです！　ウソじゃないのです!!」

　しまいには泣きながら訴えかけるアーティに、ようやくアンダーソンは怒気を鎮しずめた。荒れ狂う周囲の空気も治まり、アーティは唐突に訪れたこの生命の危機をなんとか脱した。

　そして気恥ずかしそうにコホン、と咳せき払ばらいをして、アンダーソンは彼に微笑ほほえみかける。

「……申し訳ありません、取り乱しましたわ。大事なものだったので、つい」

　ほほほ、と優雅に詫わびるアンダーソンだったが、アーティはもはや容易にほだされたりしなかった。この短期間で大人の理不尽に晒さらされまくり、急激にやさぐれつつある彼の心情など勿もち論ろん構うことなしに、アンダーソンは細く長い指を頰ほおに当てて、何やら思案顔である。

「でも……困りましたわ、あれがないとわたくし……」

　彼女の長い睫まつげが臥ふせって、その碧へき眼がんに影が落ちる。憂愁を帯びたその容よう貌ぼうに、普段なら間違いなく見み惚ほれていたことだろうとアーティは思う。そう思考を逸そらすことで、全身を駆けまわるとてつもなく嫌な予感からどうにか逃れようとする。

　が、勿もち論ろんそんな努力は徒労に終わる。

「あぁ……いいことを思いつきましたわ」

　そう言ってアンダーソンは邪悪さを隠しもしない微笑ほほえみを、呪縛めいた圧力で投げかけた。







　アンダーソンの言うところの〝いいこと〟は、即座に実行された。彼女は手早くリビングの灯あかりを消したかと思うと状況の吞のみ込こめていないアーティを軽々とだっこし、すたすたと寝室に入り、そのまま──アーティをだっこしたまま──ベッドインする。

　あまりにも自然かつスピーディに執行された一連の〝いいこと〟に対してアーティが抗議する前に、アンダーソンの「おやすみなさぁい」で、事態は完結した。いや、アーティはあくまで抗議しようとしたのだが、三秒後に聞こえてきたアンダーソンの寝息に、すっかり気勢を殺そがれてしまった。

　背中から抱きすくめられたままのアーティは、せめて脱出しようと体をもぞもぞと動かした。だがその途端、アンダーソンが腕に力を入れて、自身の肉体に一層密着させてくる。そうすると生々しい彼女の体温がアーティをすっぽり覆いつくし、彼の頭を一瞬で茹ゆで上あげてしまう。このときになればさすがの彼にも、これがどういうことか把握できていた。

（つまりは……ぬいぐるみの代用品というわけですね、これ……）

　小間使いどころかぬいぐるみ扱いにされる我が身のふがいなさが、長い夜の間に何度もアーティの目から雫しずくとなって流れ落ちた。

　……というのが、昨晩から現在に至る一連のゴタゴタであった。

　前言通り、どんなに見下されてもそれを利用して使命を全うする決意を固くしたアーティは、ぬいぐるみ扱いというこの屈辱的な夜にも耐え抜いた。

　と、いうか正直に申告すると、途中からそんな余裕もなくなった。

　魔族の敵、それももっとも忌いむべき魔族殺しのデモン・キラーアンダーソン──それが自分をすっぽり覆っている。どれほど武勇に名高い魔貴族をも灰かい燼じんに帰す女に、なんの対抗手段も持たない自分が身動きを封じられている──その客観的な事実は幾度かアーティの脳髄を恐怖で凍いてつかせた。例えば自分を抱きしめているこの右腕が少し動いて頭を鷲わし摑づかみにし、ほんのちょっと雷撃呪文を直接流し込めば、それだけですべては終わってしまうのだ──そのおぞましい想像は、いくら振り払ってもあとからあとから湧わいてくる。

　だがそれよりもアーティをもっと悩ませることがあった。

「んぅ……っ」

（ヒァッ!?）

　それはふとしたはずみに漏れる、アンダーソンの寝息だった。

　すぐ近いところで響くそれは、熱っぽく、無防備で、そしてどこか、悲しげでもあった。そうして微かすかな声を溢こぼすたびに、アーティを抱きしめる腕に少しばかり力が加わる。
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（僕のこと……本当にぬいぐるみだと思ってるみたいです）

　この状況が自分を陥おとしいれるためでも、殺すためでもなく、実際それ以外に深い意味がないらしいとわかると、当初アーティの頭に渦巻いていた恐怖感は次第に薄まっていった。だからと言って安心できるわけでもなく、むしろ変に心臓が高鳴る自分にアーティは戸惑った。幼い頭で必死に考えてみても、いまいちよくわからない。

　そんな事情を知る由よしもないアンダーソンが無意識に体を密着させて来たり、何も纏まとっていない白い足を絡からませて来たりする。

　そのたびますますやかましくなる鼓動のせいで、アーティは全く眠ることができない。

（これは、どういうことなんでしょう……どうしてこんなにドキドキするのでしょう……）

　そんな中、朝焼け軍鶏しやもがコッケィコッコーと窓の外で高らかに鳴き、長い長い夜が明けた。




　　　　◇◆◇




「フッ……やはり人間界の朝は眩まぶしいのです……」

　げっそりと濁った眼めで、アーティは窓の外の朝日を眇すがめた。

　窓から射さす朝日から逃れるようにアンダーソンが体の向きを変え、その隙すきにあっさり包囲網から脱出したアーティは、人間界の朝日を複雑な心境で一身に浴びた。魔界では高くそびえ立つ不可侵の火山から噴き出す煤ばい煙えんが常に空をたゆたっており、陽が上っている間もそうは明るくならない。噂うわさで人間界の空は青く、透き通っていると聞いたことがあったが、アーティは実際目にするまでそれがどういうものだか思い描くことができなかった。

　人間界に降り注ぐ、柔らかく、温かく、清らかなこの陽の光をアーティはすぐにすきになった。こんな日差しの中お茶とお菓子をバスケットに詰めて出かけて、木陰の下でのんびりと過ごせたらどんなに幸せだろうか──そう思うたび、つくづく自身に課せられた〝抹殺〟という不穏当な使命に、彼は嘆き悲しんだ。

（……割と今なら楽勝に倒せるのでは……？）

　一睡もしていない頭にそんな楽観的な考えが浮かんで、アーティは肩越しに振り返った。

「……すぅ……すぅ…………」

　ベッドの上で熟睡しているアンダーソンの姿態は、朝日を受けて淡い線を浮かび上がらせていた。夜の間アーティの頭が埋まっていた胸部の、厚い丸みのあるふくらみが心地よいリズムで隆起している。体をしなやかに締め付けてきた、長く弾力のある脚が、やはり何も穿はかずに寒いのか、切なそうにゆっくりすりあわされた。薄い唇が寝息のためか潤んで、仄ほのかな光を放っている。

　その姿に見入っていたことに気づき、アーティは火ほ照てった頭をパタパタと振った。

（あ、あんな無防備なのを装よそおって、本当は僕のスキを誘っているに違いないのです！　ウカツに攻撃すればこちらがヤられるのです！）

　昨日、自分の存在に気づくや否いなや、ためらいもなく制圧したアンダーソンの挙動は、眠気に霞かすむアーティの頭にも未いまだ鮮明だった。

（そうです、忘れてはいけません──相手は魔族殺しデモン・キラーの、アンナ＝Ｌ・アンダーソン……ヤるならもっと確実な方法でないと──！）

　なぜか昂たかぶったままの心臓を落ちつけようとして深呼吸をし、アーティは自らを鼓舞するために大きくひとつ頷うなずいた。が、それと同時に、

　きゅるるるぅ、

　とお腹なかが情けない音を出すので、どうにも締まらない自分に涙した。







　アンダーソンの口車に乗るようでこの上なく癪しやくではあったものの、アーティは朝食の準備をすることにした。

　その前に、勝手にシャワーを拝借し、全身にべっとり張りついた嫌な汗をきれいさっぱり流し落とす。羊に擬態していた際、もこもこの毛の中に隠し持っていた鞄かばん。その中に詰めていた清潔な着替えに袖そでを通し、こざっぱりと身支度を整えると、彼の中のスイッチが入った。もうアンダーソンに好よい様に弄もてあそばれた魔族の少年の面影はない──今の彼は一日の中で一、二を争う過酷な時間帯バトル・フイールド、朝に身を投じんとする、誇り高き騎士執事アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールが、そこにいた。

「勝負は八時──アンダーソンの指定した刻限までに、一切を滞りなくあつらえてみせるです」

『出来あいのお惣そう菜ざいにした』──その言葉を、アーティは聞き漏らしてはいなかった。寝不足を感じさせない足取りでリビングに向かうと、昨日は気づかなかったものの、長椅子の上に大きな紙袋が三つ置いてある。そこに置かれたものの、一連のゴタゴタのせいで見事に忘れ去られた紙袋を見て、「あー……こういうのが積もり積もって汚宅が誕生するわけですね……」とアーティは納得した。

　手早くカーテンを束ねて窓を開け、空気を入れ替える。陽と風香の丘を巡る風が、若草の匂においを運んで部屋を爽さわやかに充みたす。それにほんのり満足しながら、アーティは人差し指でちょちょいと浮遊呪文を放つと、三つの紙袋と共にリビングからキッチンへ移動した。

　アーティの手により清浄に生まれ変わったキッチンは、月涙の葉ルナズテイア・ドロツプの清せい冽れつな香をまだ残し、新しい主人を迎え入れる。アーティは開け放ってからまた人差し指をひょいと振って、調理台の上に紙袋を下ろした。

　そしてその中身を手て際ぎわよく検分していく。箱の中に入った色とりどりの野菜のサラダ。上等な竹の皮に包まれた獣肉の燻くん製せい品ひん。魔界のものより色味の明るいパンが複数と、酒と思おぼしきものの入った瓶。その他にも砂糖菓子の類たぐいや見たこともない果物など、料理人としてのアーティの好奇心を存分に刺激する品物が、次から次へと紙袋の中から現れた。すべてを出し切ると、調理台の上は物の置き場がないような有あり様さまだった。

「……これ全部一人で食べようとしたですか、あの女ヒト……」

　明らかに一回の食事量をオーバーしている。というか、胃の容量など勘定に入れず、好きなものを好きなだけ買い込みました☆　と、そういう感覚が透けて見える。

「そりゃあ台所があんな惨状になるわけです……」

　はあ、とアーティはため息を吐つく。だがそれで気持ちを切り替え、朝食に並べる物・並べない物を矢継ぎ早に判断した。アンダーソンの好き嫌いなど彼の知ったところではないので、単純に鮮度の衰えが早そうなものだけを見繕っていく。

　その分別を終えると、アーティは昨日整頓した棚の空きスペースで、あまり高温にならないような場所を選び、朝食には出さないものをしまっていった。大まかな区別をつけて配置するだけで、本格的な保存はこの後じっくり考えることとする。

　そうなると、調理台の上には箱に入ったサラダと燻くん製せい肉にく、パンが三つに果物がいくつか、それとアーティの手のひら大の缶だけになった。

「ふーむ、これがロイヤル・クロス・ティというヤツでしょうか……」

　先ほど紙袋から取り出す際、このあまり重さのない缶から、細かな茶葉の擦こすれる音がしたのである。左手でしっかりと缶の胴を握りながら、右手で上部の蓋ふたに力を入れると、存外すんなりとれた。中身を確認すると、乾燥した茶葉と思おぼしきものが、上品な音を立てる。

　アーティは缶を傾け、手のひらに少しばかり中身を受ける。魔界でよく飲まれるレム茶よりも少しばかり大きく、色が濃い。

「着香茶でしょうか……葉も大きいみたいですし、よく開かせる必要がありますね」

　アーティは戸棚に並べておいたやかんと、胴の丸いティーポットを持ってきた。流しにある蛇口に恐る恐る手を伸ばし、キュッと捻ひねる。すると勢いよく水が出て、慌ててまた閉じた。

「浴室の〝しゃわぁ〟というののときも思いましたけど、一体どういう原理なんでしょう……便利なことは間違いないですが……」

　魔界では見たこともないこの〝水道〟という設備を、アーティは改めて奇妙に思った。昨晩アンダーソンに無理やり設備案内をされていなければ、こういう用途のものだとは思いつかなかっただろう。魔界では共用の井戸から水を汲くんでくるのが一般的で、裕福な魔貴族なら水流呪文に長たけた者を召し抱える。だが人間界ではこの蛇口というのを捻ひねるだけで、いつでも誰でも水に触れることができるのだという。

「魔法が使えないと、色々考えるもんですねぇ……」

　と、感嘆めいたため息を吐つきながら、恐々と蛇口を捻ひねり、やかんに水を入れる。

　そして流し台の右隣に備えつけの、発火熱台フユーレンジなるものの上にやかんを置いた。アンダーソン曰いわく、その側面についているつまみを回すだけで火が点つき、しかも加減を調節できるのだという。火炎呪文を用いることなしに、である。

「でもさすがにこっちはウソですよねー、なんにもないところに火がつくなんて……」

　ふふっ、と笑いながら、つまみを右に捩ねじると、「何がウソなものか！」と言わんばかりの勢いで、やかんの底を舐なめ尽つさんと火が湧わき起おこる。

「わわわっ！　ご、ごめんなさい！」

　誰に対してかわからないまま謝り、慌ててつまみを元に戻そうとする。が、それに合わせて火が小さくなるのに気がつく。恐る恐るつまみを右に捩ねじり、水を沸かすのに丁度いい火加減になった。

「……人間の文明、アナドリガタシ、です……！」

　祖父のマネをしてちょっと渋く決めたつもりのアーティだったが、さっきリビングで見た時計のことを思い出し、そそくさと朝食の準備に取り掛かった。さっきリビングに入った時点で、時計の針は五を指していた。アンダーソンを起こすまでのリミットは三時間、いやここまで来るのに多少の手間をとったので、残り二時間というところになるだろう。

　気を引き締めて、アーティは活動を再開した。やかんに入れた水が沸騰するまでの間に、リビングに戻って昨日やり残した掃除を済ませて、テーブルの上も綺き麗れいに拭ふき清きよめる。本当は毎日摘みたての花を添えて食卓を彩いろどるのがアーティのこだわりだったが、今日のところは仕方がないと諦あきらめた。換気も十分に済んでいたので窓を閉めると、朝に相応ふさわしく清すが々すがしい空間が整っていた。

　上々な仕上がりに足取りを弾ませながらキッチンに戻ると、やかんがカタカタと音を立てている。アーティが流しの前に立つ頃にはピィーッと甲高い声を上げたので、すかさず浮遊呪文で持ち上げ、発火熱台フユーレンジの側面にあるつまみを捻ひねって火を消した。持ち上げたままのやかんを指の一振りで傾けて、ティーポットに少しばかり熱湯を流す。その湯がポットを十分温めたことを確認すると、流しに注いで空にした。そこに、用意してあったティースプーンでまずはこんもり一杯分、缶の中から茶葉をすくってポットに入れた。

（見たところ、レム茶葉とそう多くは変わらないです。熱すぎてもダメ、かといって温ぬるすぎてもダメ……茶葉が開くのに、丁度いい温度を──）

　アーティはやかんの蓋ふたをとると、そこから立ち上る湯気に指を当てた。炙あぶられるように熱い。

（レム茶葉なら、これより少し温ぬるいくらい……）

　こうして試行錯誤を繰り返すこと二回、アーティは見事ロイヤル・クロス・ティの最適な抽出時間・温度を探り当て、極上の仕上がりの一杯を完成させた。

「ふぅむ、人間の作るお茶もなかなか……爽さわやかな香りとしつこすぎない渋み、確かに朝にはもってこいです」

　その一杯を味わい終えてから、アーティは流しにカップを置いた。どれだけ丁寧に淹いれたお茶だとしても、時間を置けば風味は劣化するのを彼は心得ている。アンダーソンに出すものは、彼女を起こす直前に改めて淹いれることにして、残りの食卓の準備に取り掛かる。

　アーティは棚に置かずにいたお惣そう菜ざいの数々を、白い陶器のお皿に盛りつけ始めた。大きな塊のパンは一切れずつそっと切り分け、他のものとのバランスを見て配置する。人間界の果物を見るのは初めてだったが、慎重にナイフの刃を進め、美しく見えるよう整えながら切きり揃そろえた。箱に入ったサラダは丁寧に皿に盛り付け、色鮮やかなそれぞれの野菜が埋もれないように調整する。

　こうして設しつらえられた皿たちは、一見すると買ってきたものを並べただけにはとても思えないほど上品で、かつ優しく食欲を誘発する。

「まぁ、買ってきたものならこんなもんです」

　主に供すための朝食を、毎朝創意を凝らして調理していた彼には、出来合いのお惣そう菜ざいを並べるだけ、というのがやはり少し不満で、口を尖とがらした。

　だが、彼にそんな表情をさせる原因は、それだけではない。

「……確実に、ヤれる方法……」

　ぽつりとそう呟つぶやくと、アーティはズボンのポケットに手を入れ、中身を取り出した。

　その手のひらに握られているのは小さなガラスの小瓶で──中には琥こ珀はく色いろの液体がひと匙さじ分ぶんほど入っている。

「これを、使えば……」

　アーティの喉のどが、ゴクリと鳴る。そこには普段ののほほんとした陽気さはもはや消きえ失うせていた。

　瓶の中身は、毒薬だ。

　竜の咀嚼ドラゴン・チユーズという名の、魔界では有名な毒である。不可侵の火山が排出する煤ばい煙えんに含まれる毒素を高純度に抽出し、火山の地下から流れ来る湧ゆう水すいに溶かしたものだ。竜が食い散らすかのように食道を焼やけ爛ただれさせ、それが周囲の内臓にも波及し、最終的に絶命せしめる。分量にして、たったのひと口で。

　これはアーティが人間界に向かうことが決まったとき、祖父にも主にも内緒で手に入れたものだった。人間界のことに関して巷ちまたの風説しか知らなかった彼は、人間に捕まって捕虜になることがこの上なく恐ろしかった。魔族として、そして主に認められた一人前の騎士執事としてそのような辱はずかしめを受けるくらいなら、いっそ──という思いが、毒薬へと手を伸ばさせたのだ。

　だが今彼の頭には、それを自分に使う以外の選択肢が点滅していた。

「これを……アンダーソンに……！」

　決意をするように呟つぶやいて、アーティは唇をかみしめた。

　そう、今が──アンダーソンが自分を見下し油断しきっている今こそが、最高のチャンスなのだ。向こうは自分がこんな手段に出るなんて毛頭思ってないだろう。その油断こそが、無力なアーティが付け込むべき唯一無二の勝機だった。竜の咀嚼ドラゴン・チユーズが魔族だけでなく人間にも有効であることは、この長い戦争の歴史の中で何度も実証されている（そのいずれもが、人間の捕虜に対する拷問の事例であることを思い出し、アーティは少し嘔え吐ずく）。

　震える指をそっと動かして、瓶の口にはめてあるコルクを外した。劇薬であるが、刺激臭の類たぐいはなく、むしろほぼ無味無臭である。不可侵の火山の湧ゆう水すいには溶かし込んだものの臭いを消し込む特性があり、飲み物にでも混ぜてしまえばもうわからない。

（これを入れたお茶を飲ませれば、確実に…………お茶を──飲ませれば……？）

　定めたばかりの決意が、揺らぐ。勿もち論ろん、毒薬を盛る、という行為自体、平和主義のアーティには堪えがたいものだった。だが、それ以上に──

（利用するですか？　人間を殺すために──〝食卓〟を）

　そのことに、強烈な拒否感が働く。

〝食卓〟──それはアーティが貴く感じるすべてのものの象徴だった。

　真心を込めて拵こしらえた食事や飲み物が並び、清潔に、美しく整ったテーブルを囲み、大切な人たちと温かなひと時を過ごす──そんなささやかなシークエンスこそ、騎士執事として自分が護まもるべきものであると、彼は固く信じている。そう、かつて否いや応おうなく横暴に、奪われてしまったあのときから、ずっと。

　だが今、その〝食卓〟を台無しにしようとしているのは──他の誰でもない、その彼自身なのだ。

（で、でも……ご主人様の命を遂行するには、僕には、これしか……！）

　ぶるぶると震えながら小瓶を摘つまむ指先を、彼は何とか動かした。その手の下には、カップがある。あとほんの少し傾ければ、小瓶の口から毒薬が滴したたり、カップの底に流れ込む。

　勿もち論ろん、そうしようとした。なのに──どうしてもそれ以上、手が動かない。

（これを飲ませさえすれば、アンダーソンは……）

　何も知らないアンダーソンが、テーブルについてアーティの淹いれたロイヤル・クロス・ティを口に含むその光景が、まざまざと浮かんでくる。

　最初にひと口、嚥えん下げした彼女はくぐもった悲鳴を上げ、テーブルの上に半身を倒れこませる──そして二度と、動かない。白いテーブルクロスの上に、血の赤が見る見るうちに広がっていく──




　カン！




　と、キッチンに固い音が響いた。それは、アーティが小瓶を──カップのすぐ脇に、叩たたきつけるようにして置いた音だった。

「僕は……僕は、大バカです……」

　どうしても、できなかった。

　騎士執事としての師であるセルヴァンが知れば、甘いどころか主人に対する背反行為と見なされ最悪切り捨てられても仕方がない──アーティはそれも理解している。でも、それでも、できない。

　自分の手で〝食卓〟を汚すなら、祖父の手にかかって死んだ方がマシだった。

　それはかつて〝食卓〟を奪われ、奇跡的にも再び手にすることができた彼の、どうしても手放せない矜きよう持じだった。

　とはいえ、この勝機を逃してアンダーソンを抹殺する方策というのも、これといって思い浮かんでは来ない。自分の無能加減がいっそ清すが々すがしく、苦笑いが浮かんでくる。

「……どうにか、するです。してみせるです！」

「そう、その意気ですわ」

　すぐ耳元から声がして──そしてその声が誰のものだか瞬時に判断して──アーティは悲鳴すら上げることができなかった。

　ギギギ、という擬音のしそうな動作で、アーティは恐る恐る振り返る。後ろを向ききらないうちに、声の主の方が彼の顔を覗のぞき込こんできた。

　にっこり微笑ほほえむアンナ＝Ｌ・アンダーソンが、そこにいた。

「おはようございます。よく眠れまして？」

　アンダーソンはアーティのすぐ後ろに立ち、両腕を調理台に突っ張らせ、少しばかり上半身を前にのめらせた。小柄なアーティはすっぽりと覆われるような形になる。

　小窓から射さす朝日に照らされたアンダーソンの姿は、寝入ったときのだらしないそれと違い、既に整えられていた。白いシャツの上に上質な生地で仕立てられたのがわかる上下揃そろいの背広服。耳にはアーティが以前写真で見た、小ぶりな銀ぎん環かんの飾りが清さやかな光を反射している。

「お、おはようござい……あぁっ！」

　ハッとして、アーティは小瓶に目をやった。が、時すでに遅し。いつの間にやらアーティの指に摘つままれていたはずのそれは、アンダーソンの手によって高々と掲げられている。

「ええ、お止やめになったのは賢明な判断でしてよ？」

「な、なんのことだか……」

「あら、毒を盛ろうとしてらしたでしょう？」

　彼女の碧へき眼がんにすべてを見通した者特有の含み笑いが滲にじむ。

　なぜそれを！　という叫びが出るのを何とか押おし留とどめたアーティは、下手くそな口笛を吹いてごまかそうとする。が、それが却かえってＹＥＳだと白状しているものだとは、全くもって気づいていない。

　そんな彼を見下しているのか慈いつくしんでいるのか、よくわからない曖あい昧まいな笑いを浮かべたまま、小瓶を持つのとは反対の手で、アンダーソンは肩に落ちた黒髪を優美に払った。

「まぁ、別に構いはしないんですけれど……こうしたものは少々食傷気味ですので」

「……へ？」

　彼女の言葉のその意味を測りかねたアーティが、間抜けな声を上げて振り返る。

　それと同時にアンダーソンが──小瓶の中身を、ぐいっと飲み干した。

「な、な、な、な、な～～～～～～～～～！」

　これまで堪えていた分をすべてひっくるめた絶叫が、アーティの口から飛び出た。

　あまりにも恐ろしい所業が目の前で唐突にサラッとなされ、腰砕けになってしまう。そしてすぐ、アンダーソンが吐血して崩れ落ちる光景がその脳裏をよぎり、彼は情けなく縮こまった。

　が、聞こえてきたのは

「あら、竜の咀嚼ドラゴン・チユーズですか……愛くるしいお顔に反して結構えげつないチョイスですのね」

　という、アンダーソンのあっけらかんとしたレビューだった。

　アーティが慌てて顔を上げると、そこには薄い唇を手の甲で拭ぬぐうアンダーソンの、全く健在なる姿があった。

「……えっと、自分用にって思ってたんで……」

　全く展開についていけないアーティの脳みそは、とりあえず直前の発言に対する回答を提示した。それにアンダーソンも頷うなずく。

「ああ、なるほど」

「じゃなくて！　なんで無事ですか貴女あなた!!」

　ようやく状況を認識したアーティは、半ば逆ギレしながら叫んだ。至極まっとうなこの問いに対するアンダーソンの回答は、

「淑女たる者、解げ毒どく呪じゆ文もんのひとつやふたつ嗜たしなんでおりませんと、ね？」

　総毛立つほど艶あでやかな、絶対勝者の笑みだった。
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（もう考えるのを止やめましょう……あれ人間じゃないです。化け物です）

　アーティは必死にそう、自分に言い聞かせていた。

　結局、あの朝の騒動後、アンダーソンの抹殺云うん々ぬんどころの騒ぎではなくなってしまった。猛毒を飲み干してケロリとしているアンダーソンを前に理性を保てるアーティではなく、彼女が家を出るまで給きゆう仕じをする仕掛け人形のような有あり様さまだった。アンダーソンはアーティのしつらえた食卓を前にキャッキャとはしゃいで感嘆していたが、アーティの耳にはまるで入らなかった。

　解げ毒どく呪じゆ文もんは淑女の嗜たしなみ──そんな言葉で片付けたアンナ＝Ｌ・アンダーソン。それが魔族にとってどれだけの脅威であるか。

　魔法とは、すなわちこの世に流れる魔力を操る術である。その魔力とは大きく分類すると、火・水・風・木・動・静に分かたれる。が、魔法の徒である魔族でもっぱら重視されるのは神話にもある四大元素──火・水・風・木──であり、動・静の魔法は使い手も少なく、また大きく影響を及ぼす呪文もあまりないため、ほとんど無価値も同然とされている。また、四大元素を操る魔族の中にも優劣があり、それが魔界の階級社会の根幹を形成している。

　だがたとえどんなに優れた魔族であっても、限度はある。世を流る転てんする力を操るということはつまり、その理ことわりに沿う現象を引き起こす、ということに過ぎない。魔法は、自然の原理を逸脱することは決してないのだった。

　従って魔法は、死んだ肉体を生き返らせることはない。惨むごたらしい傷を瞬時に癒いやすこともない。生物に備わる自然治癒力を高めるような、複合属性の治癒呪文は存在する。だがそれも、疲弊した兵をまた即座に戦場に送り込めるような、都合のいい代物ではない。

　解げ毒どく呪じゆ文もんも、同様である。毒物を構成する各元素の魔力に働きかけて分解し、可能な限り毒性を薄める、というのが解げ毒どく呪じゆ文もんの基本であるが、その分解工程は対象になる毒物ごとに異なるし、何より完全な除去を約束するものではない。

　そのため魔界では、治癒・解げ毒どくを得手とする魔族一門は、階級の中でも特に高い座に位置している。魔界を統すべる王──魔王のみに傅かしずく純血種エリートがほとんどであった。

（回復呪文の名家白光倖の徒ホワイウイツトだって、あんな早く、確実に解げ毒どくはできないでしょうね……）

　今朝、竜の咀嚼ドラゴン・チユーズをゴクンと飲んだ後、アーティの準備した食事を綺き麗れいに全部平らげ、「もう他にありませんの？」と二回ほどお代わりを要求し、晴れやかに出かけて行ったアンダーソンの姿は、アーティにはもはやトラウマであった。あの笑顔を見ていると、魔界の常識どころかこの世のあらゆる理ことわりがアンダーソンには通用しないような気がしてくる。

「ああ、さすがに首から上を切り離すか胸部を貫通されれば、動かなくなると思いますわ。やったことないので保証は致しかねますけれども」

　シレッと言ってのけた、それも彼女の弁である。そして、

「あと、こんなにおいしいロイヤル・クロス・ティを頂いたのは初めてですわ。職場にも持って行きたいので携帯用のポットにつめてくださる？」

　物騒なことをのたまったのと同じ口調で日常的な感想と要望を出してくるので、逆にますます戦せん慄りつしたアーティである。

　そんな彼をさておき彼女は、必要な準備を済ませるとさっさと家を出て行った。

「では頑張って、わたくしを殺してくださいましね」──お出かけの挨あい拶さつ代がわりにそう言った彼女の言葉が、アーティの腑ふ抜ぬけた闘志に火をつけた。

「ええ、やってやるです──やってやるですとも！」

　きちんと朝食の片付けを済ませて洗濯物を干し、昨日出しっぱなしにしていたぬいぐるみを取り込み、一通りの掃除を済ませると、アーティは魔界から持ってきた鞄かばんから一冊の本をとり出した。

『１日でできる！　簡単確実マジカル♪トラップ～私はこれで勇者一行を陥おとしいれた～』（以下、『マジ♪トラ』）──三〇年前に人間界から侵攻してきた大たい樹じゆ君くん国こくの精鋭団（魔界での通称を、皮肉を込めて〝勇者〟）に対し、数々の戦果を挙げた魔族軍現総司令官、クノッソス・キューベレイが衝撃の文壇デビューを果たした、自叙伝である。

「ふふふ……これであのにっくきアンダーソンをぎゃふんと言わせてやるのです……！」

　アーティは本書の大半に綴つづられたキューベレイの半生をすっとばし、巻末にある〝図解　簡単確実マジカル♪トラップ　～至高の百選～〟の項を手繰った。その中でも、既に予習してあった〝ｃａｓｅ 44／どうしよう！　勇者が城にやってきた！〟を開き、今一度手順を確認する。

　一通りおさらいし終えたアーティは決意と共に書籍を閉じ、鞄かばんにしまい込み、そのまま内ポケットを探った。

　そして二枚の呪符ルーン・カツトを取り出す。人間界行きが決まったとき、祖父・セルヴァンが持たせてくれたものである。呪符ルーン・カツトは魔力保持性の高い紙片に呪詞ルーンを刻み魔力を流し込むことで、魔法の使えない者であってもその使用を可能とする魔法道具である。その性能は実際のところピンキリではあるが、セルヴァンが未熟で、それでも愛いとしいこの孫に持たせたのは最高級の呪符ルーン・カツトであった。

　そのありがたみを嚙かみしめることなく、アーティは呪符ルーン・カツトを玄関の扉の枠にぺたぺた貼りつける。

　自分をすっぽり覆い尽くすほどのアンダーソンの長身を頭の中に思い描いて、ヒールの上に鎮座する足首の位置に呪符ルーン・カツトの高さが合うことをしっかりと確認する。あとはアンダーソンが扉を開けた瞬間に呪符ルーン・カツトを発動させれば、第一の罠わなは完了である。

　続いて、アーティは次の工程に取り掛かる。祖父に軟弱者と罵ののしられてばかりだった彼の、かつてないほど勇猛果敢な横顔を、暮れかけた夕日の橙だいだいが窓から射さして照らしている。

　家の中に響くザックザックという音に、少し早い夜鳴きカラスの鳴き声がアホーアホーと響きあう。
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　そして、陽と風香の丘の向こうにまたとっぷり日が暮れた。

　アーティは『マジ♪トラ』に記されていた工程をすべて完了し、最終確認を済ませると、外に出て洗濯物を取り込んだ。任務遂行のためのトラップを張りつつそこは騎士執事、家事をおろそかにすることはできない。

　大樹の枝に渡した紐ひもに掛けてあった洗濯物を、浮遊呪文を使って手元に舞いこませる。小さな彼の両腕いっぱいに、アンダーソンの衣類が飛び込んできた。が、その一番上に乗った小さな黒い布地のそれを見て、首を直角に逸そらす。

（ゆ、油断した……いえ！　僕は、見てません！　なぁんにも見ていないのです！）

　そう、それはアンダーソンのアンダーウェア（下）……率直に言って、パンツであった。洗うときはセルヴァン直伝の心頭滅却法で何とか乗り切ったアーティだったが、不意打ちで目まの当たりにしてしまうとどうしても慌ててしまう。洗濯物でいっぱいになっている両手を巧うまいこと動かして、他の衣類の下にパンツを隠してから、なぜだかバクバク言いっぱなしの心臓を抑えて部屋に入っていく。

　最速で洗濯物を畳み終え（特に下着類は極力触れる時間を短縮しようと苦心した）、きちんと整頓されたクローゼットに仕舞い込む。そしてアーティは深呼吸して息を整え、そそくさと居間へ向かう。

　彼は窓まど際ぎわを陣取ると、息をひそめて外を眺めた。家の灯あかりは消してある。星と月の微かすかな光が、窓辺に佇たたずむアーティの幼い体たい軀くをぼんやりと浮かび上がらせている。その喉のどがこくりと鳴り、目が緊張に瞬まばたいた。

「……帰ってきたです……！」

　夜風にさざめく丘の向こうから、歩いてくる影がある。

　大量の紙袋を両手で軽々と抱えた、アンナ＝Ｌ・アンダーソンである。

「ふふふ……やっぱり油断してるのです。それが命取りなのです……！」

　必死の作業でやややつれた顔に、アーティは不敵な笑みを走らせる。

　日中、首尾よく本で学習したすべての工程を完了させたアーティは、気を良くして応用編までトライした。その成果が試されるときが遂ついに訪れたのだ。

「さあ来い、早く来るですアンダーソン……！」

　何も知らないアンダーソンは、涼しい顔をして向かってくる。

　近づいてくると、その薄い唇が微かすかに動いているのがわかる。どうやら上機嫌で、鼻歌でも口ずさんでいるらしい。

　アンダーソンは玄関の前に立つと、

「ただ今戻りましたわ。アーティ、開けてくださいますこと？」

　と、声を張り上げた。

（いざ……！　作戦開始です！）

　アーティは窓辺のカーテンに隠れながら、左手で捻ひねるような動作をする。すると回転呪文がドアノブにかかり、扉がひとりでに開いていく。

「あら、真っ暗じゃありませんの」

　そう言いながら入ってくるアンダーソンの第一歩を、アーティは待ちわびていた。

（発ゴ動ー！）

　アーティの思念が、仕掛けられていた呪符ルーン・カツトの呪文を解除する。

　するとアンダーソンの足首の高さに、超強度の雷撃系結界が展開された。あまりにも局地的に張られたその結界は目に見えるほどの魔力を迸ほとばしらせ、アンダーソンの足首を捉とらえようとする──

「アーティ、おりませんの？」

　瞬間、彼女は軽やかに、タン、と地を蹴けった。

（なんと──────────────！）

　カーテンに包くるまって隠れているアーティは、必死に絶叫をかみ殺した。

　その間にも、アンダーソンはまるで重さがないように、ふわりと絨じゆう毯たんに着地した。

　アーティが床を抜き地面を掘って絨じゆう毯たんで隠した落とし穴の、きっかり一歩、向こう側に。

（これまた─────────────！）

　ここまで軽々と突破され、アーティは開いた口が塞ふさがらない。それでも、最後の一手を忘れてはいなかった。穴には落ちなかったものの、今のアンダーソンの位置は天井に貼った呪符ルーン・カツトの射程範囲に、十分入っている。

（い、いっけええええええええええええ！）

　破れかぶれになりながら、アーティは念を飛ばす。

　解除された天井の呪符ルーン・カツトは、しゃらら……と鈴のような音を立てながら、瞬またたく間まに複数の氷柱を結実させる。いずれもがその先端を尖とがらし、凄すさまじい加速を見せて、落下し──

「どこに行ったのかしら」

　アンダーソンが両腕の荷物をものともせず、右足で大きく上じよう段だん蹴げりを放った。

　あまりにも優美なその蹴けりは、先ほどの跳躍と相まって舞のようにすら思われる──そう、その蹴けりの描いた弧に沿って、氷柱がことごとく蒸発したのでなければ。

　ぷすぷすぷす……というのは、蒸発した氷の残ざん滓しが湯気とともに立てた音と、アーティの思考回路がショートした音だった。

　罠わながひとつも通用しない事態をまるで予測していなかった未熟者の騎士執事は、カーテンの中で硬直し、一歩も動けない。その間にもアンダーソンは数々の紙袋を乱雑にソファの上に置く。長い黒髪をさらさらと揺らしながら、迷うことなき足取りは窓辺へと向かい、

「あら、こんなところでかくれんぼですの？」

　あっさりと、カーテンを開けてアーティに微笑ほほえみかけた。
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「んー美お味いしい！　さすが料理の腕は一流ですのね！」

　そのことさら強調された〝は〟で、ようやくアーティの自我は正気に戻った。

　渾こん身しん（少なくとも本人にとっては）のトラップをいとも容易たやすく打ち破られ呆ぼう然ぜん自じ失しつとしているアーティに、

「わたくしお腹なかが空すきましたの。シャワーを浴びている間にお夕食の支度、調いますこと？　宣言通り、張り切ってあれこれ買ってまいりましたのよ」

　というアンダーソンの言葉に抗あらがうだけの気力はなかった。すっかり意気消沈した灰色の意識の中でも、そこは騎士執事。これまで培つちかってきた料理スキルは本人のやる気に拘かかわらず発揮され、瞬またたく間まに食卓が彩いろどられていった。

　出す皿を次から次へと空にしていくアンダーソンが、満足して放った賛辞とも嫌味ともつくその言葉に、それでも騎士執事としての誇りが、アーティの顔にひきつった笑みを浮かべさせた。

「……お褒めにあずかり、コーエーです」

　案の定、湯上がりのアンダーソンは下半身に下着以外を着用していない。口の端にパンくずをつけたまま椅子の背にだらしなくもたれ掛かって、食べた食べたーと言わんばかりにお腹なかをポンポン叩たたいている。いい歳としした、仮にも淑女レデイと呼ばれ慄おののかれる者の有あり様さまとはとても思えない。

（……こんなのに負けるなんてッ！）

　今更になって悔しさがこみあげてくるアーティである。

　それでも、一連のトラップを回避したアンダーソンの所作は、極めて華麗としか言いようがなかった。無駄な動きひとつなく、最小限の反応でことごとく潰つぶしていく──まるで、初めからどんな罠わながあるのか、わかっていたかのように。仕掛けた本人でなければ、思わず拍手でもしていただろうと内心アーティは唸うなる。

（それとも、僕の仕掛けた罠わながよっぽどオソマツだったんでしょうか……）

　つい数刻前までイキイキとトラップ設置に勤いそしんでいた高揚感が、急激に萎しぼむ。もとより荒事の苦手な自分ではあるが、ここまでセンスがなかったとは……。

　負のオーラをまき散らしながら盛大に落胆するアーティを余よ所そに、吞のん気きなアンダーソンのあくびが上がる。

「ふぁ……あ、ではわたくし、そろそろ寝ますわ。明日は特に何もないので、九時に起こしてくださいまし」

「……はい。よいお眠りを、ミス・アンダーソン」

　食い散らかされた食器をまとめて、台所に持って行こうとするアーティのその手を、お行儀悪く伸ばされたアンダーソンの右足が、パシ、といたずらにはたく。

「あら、何をおっしゃってますの？」

「……は？」

　思わず皿から離したアーティのその手を、器用にアンダーソンの足の指が絡からめ取とる。細く長く形の整ったその指と、惑わすような艶つやを放つ小さな爪つめに、アーティはなぜか頰ほおに熱が乗るのを感じた。

「貴方あなたも一緒ですわよね？」

「…………は？」

　束つかの間ま呆ほうけていたアーティの頭が、氷の塊でぶん殴られたように現実に引き戻される。

「いや、ぬいぐるみは今日もうとりこんでありますけれども」

「貴方あなたも一緒ですわよね？」

「僕はどこか適当に、夜風にでも当たりつつ」

「あ・な・た・も・いっ・しょ、ですわよね？」

　アンダーソンの顔には笑顔こそ貼りついているものの、その黒髪がどこからか聞こえてくるコオォ……という音と共にゆっくりと広がっていく。続いてすぐさま、パチッ、パチッ、というスパーク音。昨夜辛かろうじて免まぬがれた筈はずの【電でん流りゆう炸さく裂れつ[image: やじるし]黒コゲ[image: やじるし]即絶命】という図式が、今再びアーティの脳内に点灯する。

「はい！　はいッ！　一緒ですとも！　一緒にお供しますですとも！」

　半ば泣き声交じりのアーティの叫びに、アンダーソンはきゅう、と口角を吊つり上あげた。
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　かくしてまた、夜が更ふける。

　ビクビクしながら台所の片付けを許可してもらったアーティは、類を見ないほど手早い作業で夕飯の片付けを終え、アンダーソンの寝室に向かった。

　開け放たれていた扉からその部屋の中を見て、アーティは思わず足を止める。

　寝台の上で片かた膝ひざを立て、その上に肘ひじをついたアンダーソンは、ぼんやりと窓から見える三日月を眺めていた。

　長い睫まつげの影が落ちる碧へき眼がんは心なしか潤み、薄い唇がほんの少し緩んでいる。艶あでやかな黒髪と、上半身に羽織る一枚きりのシャツが、彼女を護まもる唯一の砦とりでのように見えて、どうしてだろう──危うげに映る。

　月光の銀に映し出されたその光景は、主の屋や敷しきに飾られているどの一流の絵画より、彼の心を打った。

（……あんな、めちゃくちゃで、おっかない女ヒトですのに……）

　数々の恐ろしい通り名と共に、魔族の仇きゆう敵てきとして一身に憎ぞう悪おを受けるアンダーソン。

　圧倒的な力量差に物を言わせ、格下のアーティをいいように弄もてあそぶアンダーソン。

　そしてひとりきり、どこかはかなげに物思いに耽ふけるアンダーソン。

　──アーティは彼女に出会って、まだたったの二日だ。その短い間に色々見えた彼女の一面はどれも、同じ線では結びつかない。

（彼女は──……いったい、なんなんでしょう……）

　自分でも由来のわからないその疑問に、アーティは無意識にため息を吐ついた。

　それに気づいたアンダーソンがゆっくり彼の方に顔を向け、あの意地の悪い微笑ほほえみを浮かべた。

「覗のぞき見みなんて、いけない趣味をお持ちですのね」

「の、覗のぞきなんて、僕はそんなことしないです！」

「あら、噓うそをおっしゃいますの？　そんな悪い魔族さんには──」

　アンダーソンは軽やかに寝台から降りるとほんの三歩でアーティの前までやってきて、これまた軽々と彼の身体を抱きかかえ、

「一晩中ぎゅーっと抱きしめの刑が相当ですわ♪」

「昨日と何も変わってないじゃないですかソレ───！」

　アーティの抗議も空むなしく、昨晩と同じようにアンダーソンはベッドイン。そのまま彼女の「おやすみなさぁい」で一日の幕は閉じられた。

（前言撤回なのです！　アンダーソンなんて魔族をバカにしていじわるするのがすきなだけです！　絶対やっつけなければならないのです！）

　決意を新たにするアーティの闘志に、窓の外の夜鳴きカラスがアホーアホーと鳴き声をかぶせる。そしてすぐさま、アンダーソンの寝息が聞こえてくる。
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[image: ３．アーティとシチューと一番のケーキ]
















　アーティが妙な成り行きでアンダーソンの家に住むようになってから、幾日も経たった。

　大たい樹じゆ君くん国こくでは芽め吹ぶきヶが刻ときの三ヶ月目を迎え、にわかに湿気と熱を帯びてきた気候に、人々は浮足立ってきた。もうじき飛沫しぶきヶが刻ときがやってくる。大たい樹じゆ君くん国こくの一年の中でもっとも暑く、活気に溢あふれた季節がやってくる。君国民は勿もち論ろん動物も草花も、すべてのいのちが一層鮮やかに活動するこの季節に合わせて、近年では王室主催の大規模な行事も拡充した。その賑にぎわいを一目見んと、或あるいはこの商機を逃すまいと、人間界中から大たい樹じゆ君くん国こくに人が押し寄せるその熱気が、徐々に沸き立ちつつある。

　が、陽と風香の丘ではまた逆方向の熱気が巻き起こっていた。

「はぁ～っ！」

　いまいち締まらない掛け声が、明るいお日様の下に響いてすぐ消える。

　掛け声の主は、魔界からやってきた魔族の少年、アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールだった。その掛け声とともに放たれた氷結呪文の氷柱が、トストストス、と、やや迫力に欠ける音を立てて、大樹に刺さる。

「むぅ、どうしてもスピードが上がらないんですよね……」

　刺さりの甘い氷柱がいくつかポロポロ大樹の胴体から落下していくのを見ながら、アーティは唇を尖とがらせた。

　最初にアンダーソンへと仕掛けた罠わなが大失敗に終わったその後、アーティは家事の合間を縫って攻撃系呪文の訓練に勤いそしんでいた。本当のところ拒否感は拭ぬぐいきれていないが、祖父から渡された大事な呪符ルーン・カツトをこれ以上無駄に消費するわけにもいかず、しぶしぶの決断であった。

　祖父・セルヴァンが見れば孫の進歩に涙しそうな光景ではあるものの、大した成果は上がっていない。魔界にいた頃祖父との修行をのらりくらりとかわしてきたときの重厚感満載のツケを、アーティは涙しながら払っていた。

「一番進歩のある氷結呪文でもこれですから……他の呪文なんてまだまだ実戦に使えそうにありませんねぇ」

　自分のふがいなさに肩を落としながら、アーティは耳を覆うようにして渦巻く角をカリカリと爪つめで搔かいた。だがその目の端に映る空の色に気づき、慌てて背筋を伸ばす。丘から眺める大たい樹じゆ君くん国こくの首都ロバスト・ルーツ。その最さい奥おうに構える君主の居城の、なお向こうの空の果てには、もう橙だいだいが滲にじんでいる。

「いけない、もうこんな時間ですか……！　急いでお夕飯の準備を……！」

　アーティはあたふたと、大樹に干していた洗濯物を両腕に収め、パタパタと家へと走って行く。平素アンダーソンが帰ってくる時刻を考えれば、夕食の準備の時間を差し引いても早い時間だったが、それにはわけがあった。

　下手な鉄砲数撃ちゃ当たる──アーティは『マジ♪トラ』の実践を、今なお続けているのだ。
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（ふっふっふ……今日はなかなか自信作ですよ！　ひょっとしたらひょっとするかもです！）

　飛沫しぶきヶが刻ときの到来が迫る中、遅い時間になってもまだ辺りはほんのりと明るさを宿していた。

　カーテンに隠れるのこそ止やめたものの、アンダーソンの帰りを窓辺で今か今かと待ち構えるのがアーティの日課になっていた。『マジ♪トラ』の教えを忠実に守り、建物に入ってきた瞬間に一番の隙すきがあるとして、毎日そのタイミングに合わせて発動するトラップをせっせとこさえるのである。それでも、それらが皆突破されるのを見越して既に前菜が食卓に用意されているのが何とも嘆かわしい。

　この日は、氷結呪文と隆りゆう土ど呪じゆ文もんの合わせ技だった。アーティの力量ではまだ氷柱を殺傷可能な速度で飛ばし、対象を貫通させることはできない。ただ、一秒で局地的に氷を発生させるレベルにまでは、何とか達することができた。

　扉から入ってすぐの床には、既に遅延指定を掛けた氷結呪文を仕込んである。アンダーソンが一歩足を踏み入れた途端指定が解除され、その足を即座に凍りつかせるのだ。そして、以前のように蒸発されるより早く、隆りゆう土ど呪じゆ文もんを発動。以前落とし穴にするためアーティが掘って掘って掘りぬいたあの土が隆起し、アンダーソンの全身を強固に拘束するという作戦だった。

（もしかして僕、今やトラップマスターとしてキューベレイに並ぶんじゃないでしょうか……）

　祖父が聞いたらバカモン！　と怒鳴られそうな自己陶酔に浸りながら、アーティはそわそわとアンダーソンの帰りを待つ。

　すると、果たして彼女の影が、丘の稜りよう線せんの向こうに現れた。

（来た来たー！　……あれ？　でもなんかいつもより歩くスピード速くないです？）

　ほけーっとアーティが首を傾かしげる間にも、アンダーソンの影はズンズンと家に近づいてくる。いつも抱えているはずの過剰な紙袋も、今日は見当たらない。

（わっ、もう着くです！）

　明らかに様子の違うアンダーソンに慌てたが、次の瞬間に、バン！　と乱暴な音が立つ。アンダーソンが力任せにドアを開け、その勢いで壁にぶち当たったのだった。

（……？　いったいどういうことでしょう……？）

　そうアーティが疑問に思った瞬間、アンダーソンが室内に一歩、踏み入れた。

　それは普段の優雅な彼女の振る舞いからすれば、あまりにも迂う闊かつな足運びだった。勢いをとどめず二歩目を踏み出すアンダーソンの細い足首を、パキパキパキ！　と音を立て、氷結呪文が固め取る。

（こ、これは……！）

　歓喜に逸はやりそうになる頭を必死で鎮しずめ、アーティは隆りゆう土ど呪じゆ文もんを放った。床から板材を、そして絨じゆう毯たんを突き破り、土の奔流が立ち上る。アンダーソンは抵抗する素振りすら見せず、その身体を土の乱流に吞のませるがままにしていた。

　いつもアーティを弄もてあそぶアンダーソンの艶つややかな姿態は、今や堅けん牢ろうな土の檻おりに絡からめ取とられ、その自由を奪われている。その俯うつむいた顔だけが、かろうじて丸々露出していた。

「……やった……！」

　その光景を前にして、ようやくアーティは言葉を漏らした。

　一度漏れた感情はとどまらず、彼をスキップさせてアンダーソンの前まで躍り出させる。

「やったです！　ついに成功なのです！　やっと魔界に帰れるのです！」

　騎士執事としての誇りもどこかに放り投げ、無邪気にぴょんぴょん跳ねるアーティは全く年齢相応の子どもだった。

「やーいやーい、ざまみろなのです！　僕のことバカにしてばっかだからこんなことになるのです！」

　勝利宣言の代わりにアンダーソンを指差しながらそういうアーティの耳には、まるで聞こえていなかった。

　じゅうぅ……と足元の氷が溶け、サラサラサラ……と土が風化して崩れていく、その音が。

「……子どもやからて大目にみとれば……」

「……え？」

　ぽつり、とこぼれた彼女の絶対零度のその声に、有頂天のアーティも流石さすがに固まった。そしてようやく気づく。自らが仕掛けた罠わなが、崩壊する寸前であることに。

「えぇ加減にせんかいボケえええええええええええええええええええええええええ!!」

　その怒号と共に、アンダーソンを拘束する土と氷の戒めが、盛大に爆発し、ふっとんだ。

「な──────────────────────────!?」

　上う手まく行ったとばかり思っていたアーティは、めちゃくちゃに、しかもあっさりと崩されてしまった自分のトラップに、ただただ口を開けるばかりである。そのぽかんとしている彼の襟元へ、もうもうと立ち上る土つち埃ぼこりの向こうから腕が勢い良く伸びてきて、力任せに引っ張り上げる──それは無論目の前にいる、解き放たれたアンダーソンである。

「み、ミス・アンダーソン……？」

　目をぱちくりさせて、アーティは目の前のその顔を見た。

　そしてすぐ、バッと目をそむけた。

（怖い……怖い怖い怖い～～～～～～～～～～！）

　これまでアーティの見てきたアンダーソンの表情は、売るほどに有り余る余裕を滲にじませた笑顔ばかりだった。

　そんなものの一切が、きれいさっぱり取り払われている。

　死の雨を呼ぶ碧眼アイス・ブルー──その二つ名通り、今の彼女の目を見た者はなべて、その眼光から降り注ぐ幾筋もの殺意に突き刺され、それだけで精神を蹂じゆう躙りんされる──その意味を、今アーティは頭でなく心で理解した。

　更には、彼女のこめかみに浮かぶ青筋。血の気に赤く色づく頰ほお。殺気にざわめく黒髪デツドリー・ブラツク。その全身から放たれるプレッシャーは、それだけでアーティの心臓を止めてしまいそうな代物だった。

　そう、彼はこの家に来て初めて、本気で怒っているアンダーソンにご対面したのだった。

「大体なァ……！」

「ヒッ！」

　アンダーソンは力任せに襟首を摑つかむ手を引き寄せて、アーティに自らの顔面を突きつける。彼女は腰をかがめているが、二人の身長差は結構なものなので、アーティはつま先立ちになってしまう。結果として、肉食動物が草食動物を追い込んだような構図になっている。

　その肉食動物──アンナ＝Ｌ・アンダーソンは、獲物の喉のど笛ぶえに嚙かみつくような勢いでがなり立てる。

「自分ワンパすぎんねん！　毎回毎回毎回毎回似たようなトラップばっかけしかけられるこっちの身にもなってみ?!　いい加減飽きるわ!!」

「あ、飽きる……！」

　ついさっきまで罠わなの出来に有頂天になっていたアーティの幼い自尊心は、普段とは違う荒々しい物言いにより放たれたアンダーソンの言葉の刃に、ものの見事に粉砕された。その衝撃の大きさに口をわななかせている彼になど無論構うことなしに、彼女の糾弾は止まらない。

「ウチわざわざヒント提示したったろぉが！　首バッサァ搔かっ捌さばくか心臓ズドーンやれゆうて！　それくらいせんと死なんて!!」

「ばっさぁ……?!　ずどーん……[image: ぎもんふかんたんふ]」

　そう言われれば確かに、そんなことをアンダーソンが言っていた気はする。が、それ以上にその擬音からもたらされたスプラッター映像が大々的にアーティの脳裏を支配し、それどころではなくなった。頭をぶんぶん振って、何とかその赤一色な光景から逃れようとする。

「そっそっそんなおっかないことできません！」

「はァ？」

　アンダーソンは鼻で笑う。

「魔界の騎士執事サンもえらい質が下がったモンやのォ！　こんなアマちゃん送り込んでくるんやからのォ！　ハッ、こないなもん甘すぎて、食後のデザートにもなりゃせんわ!!」

　嘲ちよう弄ろう交まじりのその挑発は、アーティの最後の理性まで崩落させた。

　騎士執事として、ご主人様のために──身体中に沁しみ渡わたっていたはずの矜きよう持じもあっけなく否定され、燃え尽きたようにうなだれる。

「ほれ、何とかゆうたらどないやねん？　んん？」

　アンダーソンはがっくり俯うつむくアーティに、容赦なく追い打ちをかける。ピタリと止まっていた彼の身体が震え始め、

「………………す」

　と、何か小さく呟つぶやいた。

「ん？」

　アンダーソンが怪け訝げんそうに眉をひそめてその耳を寄せようとした、そのとき。




「ぼくだって、すきでこんなところにきてるわけじゃないです────────────うわあああああああああああああああん！」




　彼女の怒声よりなお大きい、アーティの泣き声が炸さく裂れつした。

「……あ」

　それでようやく冷静さを取り戻したアンダーソンはアーティの襟首を摑つかんでいた手を離し、いっけない☆　というように口元に当てた。アンダーソンから解放されたアーティはすぐさましゃがみこむ。

「えっぐっ、ぼく、うう、ぼく、ぐずっ、やなんです!!　しぬとかぁ！　ころすとかぁ！　やなんですぅー!!　でもっ、ひっく……ごしゅじんさまがやれってぇ……いうからあああ！　うわああああああん！」

　これまで溜たまりに溜たまったフラストレーションをはばかることなくぶちまけた。両手を角の後ろに隠れている耳にしっかりあてがい、ふたつの瞼まぶたはがっちり閉じ、更にサイレンのごとくわんわんわんわん泣き続けることで、外部からの刺激を完全にシャットアウトしている。

「え、えーと……これは……」

　今更ながらに自分のしでかしたことが単なる弱いものイジメだったことを悟ったアンダーソンは、とにかく平素の口調に戻して話をしようとする。

「アーティ、その……言い過ぎたのは認めますわ？　ですから、その、話を……」

「わああああああん！　もういやですうううう！　魔界に帰るうううううう！」
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　全く聞く耳持たないアーティを前に、さすがのアンダーソンも成す術すべがない。

　なんとかしてコミュニケーションを図ろうとする彼女のその背中に、

「あーあ、泣かしちゃったぁ」

　と、のどかな声がかかる。

　アンダーソンが振り返ると、玄関先に立つひとりの女性がいた。

　女性は悪戯いたずらっぽく目を閉じて、両手の人差し指を指揮者のように振るいながら歌った。

「なーかしたーなーかしたー♪　アーンナーがーなーかしたー♪」

「せ、セルシア……」

　アンダーソンに名前を呼ばれた女性──セルシアは、両手を腰に当てどこか迫力に欠ける怒り顔を作って見せた。

「アンナ、ダメじゃない。こんな小さな子をいじめちゃ……もう孤児院出てから何年も経たつんだから、いつまでもそんなじゃいけないわ。もっとおねえさんにならないと」

「そ、それは今関係ないでしょう！」

「わああああああん！」

「いやいや、大アリよ？　だいたいあなたはいつも、食べっぱなしの脱ぎっぱなしの散らかしっぱなしで、いつまで経たっても昔のままで」

「それはもっと関係ないでしょう!!」

「わああああああああああああああああん！」

　セルシアの乱入でややしっちゃかめっちゃかになってきた状況だが、貝のごとく縮こまり一切をシャットダウンしたアーティの関知するところではなかった。泣き声は一層酷ひどくなり、とても会話ができる環境にない。

「うーん、折角評判のお夕飯をごちそうになりに来たのに……仕方ないわねぇ」

　切迫感に乏しい声でそう言うと、セルシアは何気なく家の中に入り、アーティの傍そばによると慣れた様子でしゃがみこんで、その頭を撫なでた。

　セルシアの手のひらの、そのぬくもりに気づいたアーティが、少しばかり泣き声を緩める。そのタイミングがわかっていたかのように、セルシアは唇を開いた。





きんのわのもと　すべてはおなじ

きんのわのもと　すべてのいのち

ゆきてとどまり

とどまりてゆく

きんのわのもと　すべてはおなじ






　セルシアが優しく紡つむぐそれは、人間界に古くから伝わる子守歌だった。

　素朴な、でも温かみのあるその歌は、胸に違和なく染しみ込こむ透明な声で奏かなでられる。それは塞ふさがれているはずのアーティの耳にまで届き、泣き声は徐々に小さくなっていく。遂ついに洟はなをすする音ばかりになった頃、セルシアは自然な動作でしゃがみこんだ彼の身体を抱き上げた。

　決して大きくはないセルシアの身体は、それでもしっかりとアーティを抱え、緩やかなリズムで揺れる。その間にも、子守歌は紡つむがれている。





ぎんのわのもと　すべてはおなじ

ぎんのわのもと　すべてのいのち

てのひらのうえ

ゆらりゆらゆら

ぎんのわのもと　すべてはかなし






　セルシアがひとつ息を吸い込み、三節目を歌おうとしたそのとき、安らかな寝息が彼女とアンダーソンの耳に届いた。抱き上げられて揺られるうちに、泣き疲れたアーティは眠ってしまっていた。

　そっと長椅子の上に彼を横たえると、セルシアはくるりとアンダーソンに振り返り、ぐっと親指を突き立てる。

「一丁上がり☆」

「相変わらず、お見事ですこと」

　アンダーソンは苦笑を浮かべながら、簡潔に手を叩たたいた。

　足音を立てないように長椅子から離れると、セルシアは前菜の並ぶ食卓を横目で眺めながら、アンダーソンの前に立った。

　そして──先ほどまでよりか幾分真剣に、いたわるような顔をする。

「あんまり大きな声だから、外まで聞こえていたわよ？　随分な八つ当たりね。あの子には何の関係もないことなのに」

「……承知しています。未熟ですわ、まだまだ」

　アンダーソンは、アーティには決して見せたことのないバツの悪そうな表情で、彼の寝顔を見やった。そして指を額に当て、長いため息を吐つく。疲労感のあるその横顔に、それでもセルシアはやや厳しい口調でたしなめた。

「仕方がないことだわ、アンナ。あの人は一人で往ゆく──そういう人でしょう？」

「でも、あまりに無謀すぎる──！　せめて、わたくしも同行できれば……」

「それじゃあ」

　その次の言葉を、セルシアは吞のみ込こもうとした。唇を、きつく嚙かむ──本当はその言葉を出したくない本心が、そこににじみ出ていた。しかし彼女には、それ以上にアンダーソンを押おし留とどめる力のある言葉がどうしても浮かばない。だからその鳶とび色いろの瞳ひとみを伏せて、やっとのことで口にした。

「あの人がいない商會ギルドを──この国を、誰が護まもるの？」

「…………」

「王室の聖騎士団は、今は迂う闊かつに動けない──それを一番よく知っているのはあの人と、あなたよね。そしてそのためにきっと──あの人は、ただひとりで往ゆくことに決めた」

「……承知して、います」

　少しばかり肩を震わせて、アンダーソンは辛かろうじてそう言った。

　だが一度きつく目を閉じて、ゆっくりとまぶたを押し上げたとき、彼女には既に動揺はなかった。

　その長い黒髪を翻ひるがえし、踵きびすを返して玄関へと向かう。

「セルシア、少しばかり留守を預かっていただけるかしら」

「ええ、勿もち論ろん」

　にっこりと笑って、セルシアは手を振った。その口の端に、意地悪な笑みが少しばかり浮かび上がる。

「それにしてもあなたのあんな乱暴な言葉使い、随分久しぶりに聞いたわ。あの子によっぽど気を許しているのかしら？」

　アンダーソンは返事をせず、そのまま扉を閉めて、出て行った。

　乱雑に閉められた扉は大きな音を立て、長椅子で眠っているアーティがビクっと震える。




　　　　◇◆◇




　長いことその夢を見ることはなかった。

　ただ一面、あかい。暴力的な影ばかりが翻ひるがえり、そこかしこがひたすらにあかく、あつい。魔界の夜を護まもる清浄なる銀の月光も、届かない。

　そのあかい夢の中で、彼は今よりなおのこと幼い。その彼を庇かばうため、手を引き、結界呪文を展開して炎の海を駆けていく母。幼い彼は母を見上げる。父を亡なくしたばかりで泣き叫びたいはずの彼女が食いしばる口元と、それでも滴したたり落おちる涙とを。

『人間が攻めてくる』──。

　魔界の外れにあるひっそりとしたこの集落に突如降りかかった凶報を、夜警の番に当たっていた父らが触れて回るのと、火が放たれるのは、ほぼ同じ頃合いだった。瞬またたく間まに火の手はちっぽけな村を吞のみ込こんだ。魔界の階級社会でも下層に属する者たちが、ささやかな生活を営むその場は、めくるめくあかに蹂じゆう躙りんされて、消失しようとしている──。

　村の奥にある彼の家に駆けつけたとき、既に父は傷を負っていた。返り血も浴びていた。既に村に入り込み略奪を開始していた人間どもと刃を交えながら、それでも愛いとしい妻と子のいる家に、何とか辿たどりつき──それも束つかの間まだった。戸口で、「逃げろ！」と叫んだのと、父が背を貫かれるのは同時だった。

「おとうさん！」

　母に抱き留められながら、彼は叫んだ。暴れる彼を無理やり連れて、母は裏口から出ようとする。それでも父のもとへと飛び出そうとする彼を見て──父は笑った。

　次の瞬間、父が事切れる直前に放った雷撃呪文が、来襲者の全身を穿うがつ。倒れ込む父の身体の向こうで、稲妻に黒く焼かれたその者の正体を、彼は見た。

　人間たちの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ、魔族だった。

（なんで──？）

　途方もない虚脱感が、彼を襲った。

　父の死を無駄にすまいと一心不乱に駆けていく、母のその手の熱さがなければ動けずにいただろう。村の、よく見知った魔族たちが上げる狂騒の断末魔も、どうしてだろう、耳に遠い。

　ふと、彼は視線を逸そらした。来襲者どもが、好き勝手に破壊を繰り広げている。そのいずれもが、写真で見たことのある人間の甲かつ冑ちゆうを纏まとっている。だが、放心し、無駄な力みのない彼の脳内に、その違和感は自然と浮かんできた。

　人間にはないはずの角や尾が、甲かつ冑ちゆうの間から飛び出している。

　突然の襲撃に逃げ惑い、一方的に嬲なぶられるばかりの住民は、誰も気がつかない。その事実は、脱力していた彼の身体を骨の髄から震え上がらせた。同胞が同胞を虐殺している──その内実が、偽装されている。

　吐き気がこみあげてどうしようもなくなりそうになった、そのとき。母の足が止まった。よそ見をしていた彼はそのまま母の背中にぶつかる。はっとして見やると母の足は崩れ落ち──胸が何本もの鋭い氷柱で、滅め茶ちや苦く茶ちやに穿うがたれていた。

「おかあさん！　……おかあさん！」

　彼はひ弱な腕で母の身体を抱き起こして叫びながら、目を離していた自分を悔やんだ。緑の両眼から、大粒の涙が零こぼれ落おちる。それを母の右手が、いつもするより弱々しく──けれども、確実な意志を込めて、払った。

「泣くんじゃありません、アーティ……あなたには立派な騎士執事の血が流れているのだから……」

「ごめんなさい、ぼく、ぼく……！」

　血の赤く流れる口の端を、母は気丈に持ち上げてみせる。今にも閉じようとする瞼まぶたを押し上げる。一秒でも長く、最愛の我が子の顔を見ていられるように。

「……あなたのことがだいすきよ、アーティ……何かを傷つけるのを怖がる、優しいところも……」

「おかあさん、やです、いっちゃやです！」

　彼は、どうにもならないことを泣なき喚わめくことで否定しようとした。そんな彼を慈いつくしむように母は右手を伸ばし、その頭を撫なでる。

「いつまでも、その優しさを持っていてほしいけれど──でも……」

　続く言葉は、声にならなかった。戦慄わななくようにして動かしたその唇が閉じると、生気の絶えた右腕がだらりと地に垂れる。その手を握って、彼は呆ぼう然ぜんとした。母の指は、握り返してはくれなかった。

　下げ卑びた高笑いに、彼は頭を上げた。少し離れたところに立っている来襲者が、何かくだらない雑言を彼に投げかけている。だがその意味するところを彼は認識できない。脳を焼くほどの熱で迸ほとばしる血がその頭に渦巻いて、彼生来の温和な気質すらをも凌りよう駕がして、ただひとつのことしか考えられない。

（あいつが……村を──おとうさんを──おかあさんを──……！）

　次の瞬間、彼は走り出していた。恐怖はなかった。ただなんとしても目の前の敵を倒さなければ──その一心だった。

　だが力量差は歴然だった。来襲者が右手をかざすと、彼の足元が見る間に氷結し、その自由を奪う。彼がそれを逃れようともがいている間にも、来襲者は悠々と近づき、彼の首を片手で摑つかんだ。じりじりと力のこもるその指は彼の気道を圧迫し、次第に意識がもうろうとする。来襲者が粘っこい声で、上玉、だの、売れる、だのと口にしている。そしてまた、卑俗な哄こう笑しようが鳴り響いて──

　ぴたりと、止まった。

　来襲者の身体が、ぐらりと横に傾く。同時に気道も離され、彼はせわしなく息を吸い込んだ。

　肺を満たす空気が、冷たさを孕はらんでいることに気がつく。霞かすむ視線を逸そらせば、燃え盛っていた炎がすべて氷に覆い尽くされ──彼の村を吞のみ込こんだあのあかは、もうどこにも見当たらない。

　前方から、ざっ、と足音がした。酸欠の状態から急激に解き放たれ、くらくらする頭を彼は必死に持ち上げた。

　誰か、ここから去ろうとする影がある。

　戻ってきた月光の銀がおぼろに照らすばかりのその影を、脱力しきった彼はうまいこと認識できない。白く消し飛ぶ寸前の意識をなんとか奮い起こして、彼は叫んだ。

「待って……！　あなたは、いったい──」

　影が振り返った。

　その眼めが反射する清さやかな碧あおい光を辛かろうじて捉とらえて、彼は意識を失った。
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　何かが自分の頰ほおを拭ぬぐう優しい感触を覚えて、アーティは目を覚ました。

「おかあさん……？」

　もういないはずの存在を、夢うつつの彼は口にした。それを聞いた目の前の人物は、微笑ほほえみながら返事をした。

「ごめんなさいね、セルシアです」

　のほほんとしたその声に、アーティは何の疑問も持たず「そうですか……」と流し、瞳ひとみを閉じてもう一眠り──している場合でないことに気づき、長椅子から跳ね起きた。

「な、な、なんですか貴女あなたは!!」

　バッと両腕で全身をガードするアーティを見てもやはり吞のん気きに、女性は首を傾かしげた。

「あらあら、落ち着いてちょうだい。食べたりなんかしないから、ね？」

　ただニコニコと緊張感に欠ける微笑ほほえみを浮かべるばかりのこの女性に、アーティのガードもゆるくなる。そして彼女のその名に、何か聞き覚えがあることに思い至った。

「……ひょっとして、ミス・アンダーソンのお知り合い……？」

「まぁ、アンナったら何にも話してないの？　もう、相変わらずなんだから」

　ぷっくりと頰ほおを膨らませるセルシアは、いまいち年齢のわからない人物だった。小柄で童顔ながら、簡単なことでは動じないような胆きもの太さが漂っている。亜あ麻ま色いろの髪を肩ほどまで伸ばし、カチューシャ代わりの薄紅色のリボンで前髪を押さえるようにしている。耳の後ろを通らせ、項うなじのところで蝶ちよう々ちよう結むすびにしたそのリボンが肩から垂れて、セルシアが立ち上がるとふんわり揺れた。鳶とび色いろの瞳ひとみを閉じて、いたずらっぽくお辞儀をする。

「はじめまして、セルシア・アンダーソンです。自称、アンナのお姉さん。ロバスト・ルーツの看護院に勤めているわ。セルシアって呼んでね、アーティくん」

「じ、自称……？　本当のお姉さんじゃ、ないんですか？」

　妙な自己紹介に、アーティの警戒はさらに緩まる。セルシアは笑っている。

「〝アンダーソン〟というのはね、この国──大たい樹じゆ君くん国こくが設立した王立孤児院で、事情があって名前がわからなかったり、そもそもなかったりする子どもに授けられる姓なの」

「こじいん……？」

「ああ、魔界にはないのかしら？　いろんな理由で、親がいなくなってしまった子どもを育てる場所のことよ。わたしもアンナも、そこの出身」

　親がいなくなってしまった──その言葉は、アーティに今し方見た夢を強烈に思い起こさせた。斃たおれた父の末期の笑みが、聞き取れなかった母の言葉が、茨いばらのごとく彼の胸を締め付ける。

　そんな思いをしたのは自分だけでなく、人間界の子どもたちにもいるのだと、アーティはそのとき初めて知った。

　そんな彼の複雑な心境を知ってか知らずか、セルシアは一ひと際きわ明るい声を出す。

「アンナがね、アーティくんのお料理がおいしいおいしいって自慢してくるもんだからつい押しかけて来ちゃったの。でもふたりともお取込み中で、なんだかタイミングが悪かったわね」

「おとりこみちゅう……」

　その言葉に、アーティは眠ってしまう直前の出来事を思い出した。あまりにも白熱しすぎて正直なところはっきり憶おぼえてはいないのだが、一人前の騎士執事としてはあり得ないお子様な振る舞いをしてしまった感覚だけはがっちりあって、「あああああああ！」と赤面してバタバタと暴れた。そして騒動の発ほつ端たんとなった当人がいないことにようやく気がつく。

「あの、ミス・アンダーソンは……？」

「アンナはちょっと出かけるって。もう帰ってくるんじゃないかしら」

　何の気なくそう言うセルシアを、アーティは不思議に思った。ということは、今この家にいるのは彼とセルシアだけである。あからさまに『プロの傭よう兵へいです☆』みたいなオーラを醸かもし出だしているアンダーソンとはまるで違い、セルシアはどこからどうみても普通の人間だった。佇たたずまいからして戦闘とは無縁のようだし、勿もち論ろん魔法も使えないだろう。

「ええっと、セルシアさんは、僕が……魔族が、怖くないんですか……？」

「どうして？」

「どうしてって……その、だって……」

　魔族と人間は有史以来殺し合うしかない関係だ。ここしばらくの間に大々的な衝突こそなかったものの、これまでに和わ睦ぼくが図られたことは一度もないし、突発的な争いは今なお起こる。個々人で程度の差はあれど、魔界では人間憎しの気運がずっと続いている。それは人間界でも同じだろうと、アーティは漠然と考えていた。

　それなのに、アンナ＝Ｌ・アンダーソンのように単騎にて魔族に対抗しうるだけの力を持っているならともかく、セルシアのような一般市民が得え体たいのしれない自分のような魔族に、こんなにも打ち解けた風に話してくる、などというのは、にわかには理解しがたいことだった。

　そういうようなことを上う手まく説明できずに口をもごもごさせているアーティを余よ所そに、セルシアは明日の朝の天気でも考えるように言った。

「んー、まぁアンナから聞いていたしねぇ」

「え？」

「『魔界から刺客がやってきたけど、正直お話にならないレベルだからほっぽってる』って」

　あっけらかんと放たれたセルシアの言葉がアーティの心に突き刺さり、９９９のダメージ！

　そのダメージからなんとか立ち上がろうとするアーティに、

「わたしも実際に会って、なるほどこりゃムリだなーって思ったし」

　セルシアの言葉が追い打ちをかけて９９９のダメージ！

　カーンカーンカーンとゴングが試合終了を告げる音を空耳で聞きながら、アーティは長椅子に突っ伏してむせび泣いた。自分に戦闘能力が皆無であるのは弁わきまえているが、ここまで容赦なく一刀両断されると、なけなしの男のプライドが血ち飛沫しぶきをあげるのだった。

　そんなことは全く意に介さないセルシアは、くるりと辺りを見回して感心を表すようにひとつ頷うなずいた。

「それにしても、この家本当に綺き麗れいになったわねぇ……やっぱり誰かが住みこんでやらないとこうにはならないわね」

「えっ、セルシアさん……このお家うちが以前どんなだったか、ご存知なんですか？」

　目をぱちくりさせるアーティを見て、セルシアは苦笑を浮かべた。

「ええ。わたしも時々はやってきて片付けるようにしてたんだけど、やっぱり限度があってね。アンナったら、昔からあれこれ買いこむ癖が抜けない上に、掃除も整理整頓もろくにできないんだから」

　むしろ年々どんどん酷ひどくなってるのよね、とセルシアは頰ほおに手をやりため息を吐つく。人間界にやってきて早々あの汚宅の惨状を見せつけられたアーティとしても、乾いた笑いを浮かべざるを得なかった。

　セルシアはふと、テーブルの方へと歩み寄った。その上にはアーティが準備した食事の数々が広がっている。彼女は鳶とび色いろの双そう眸ぼうの奥に、その光景を焼き付けようとするかのようにしみじみと眺め、ぽつりと呟つぶやく。

「でも、だからあなたなのかなって……わたしは思うんだけどね」

「え？」

　よく聞き取れなかったアーティが目を瞬しばたかせていると、セルシアは何事もなかったように振り返って、朗らかに微笑ほほえんだ。

「なんだか今日はバタバタしたから、日を改めてまた来るわ。そのときは美お味いしいごちそう楽しみにしてるからね、アーティくん♥」

「は、はい！」

　自分の得意分野に期待をかけられて、反射的にアーティは直立する。そんな幼い彼に微笑ほほえんで手を振り、セルシアは去って行った。

（……不思議な人間だったのです）

　アンダーソン以外の人間に初めて遭遇したアーティは、ホッとしている自分に気がついた。セルシアは悪い人間ではなさそうだったが、それでも張りつめていた気持ちがひとりになってようやくほぐれたのだった。

　しかしそこで、家の中がシン、と静まり返っているのに気づき、急に落ち着かない気持ちになった。

（どうしましょう……アンダーソンがもう少しで帰ってきてしまいます……）

　正直なところ、逃げだしたい気持ちでいっぱいなアーティだった。やることなすことすべて失敗に終わり、ターゲットに好よい様にこき使われた挙句に罵ば倒とうされる……踏んだり蹴けったりにもほどがある。今からでも、自分には不相応な任務だと言って主君に許しを乞こいたかった。

　だがそれを妨げるのは、アーティの骨の髄まで染しみ込こんだ騎士執事としての誇りと──もうひとつ。

（……あーもう！）

　彼は髪を両手でぐしゃぐしゃかき乱してから、やぶれかぶれ、というような足取りで台所へ向かった。




　　　　◇◆◇




「……ただいま、戻りましたわ」

　自分の家にも拘かかわらずどこか遠慮するような様子で、アンダーソンが帰ってきた。

　一歩中に踏み入れた、そのときになって気づく。先ほどアーティが隆りゆう土ど呪じゆ文もんで掘り返した土も、騒動で汚された室内も、綺き麗れいに後片付けされていた。

　いつも山のように抱える紙袋の代わりに持った小さな白い箱を、アンダーソンは食卓の上に置いた。そこにはアーティが用意した前菜が、少ししおれたような色味を帯びて並んでいる。それを見て彼女は目を伏せて、眉間に右手の指を添えた。

　その彼女の背に、廊下に通じる扉から、

「……おかえりなさいませ、ミス・アンダーソン」

　と、やや憮ぶ然ぜんとした声が掛かった。

　鍋を手にした、アーティであった。

「アーティ、その……」

　アンダーソンがそう言いかけた途端、きゅるる、という音が遮った。紛まがうことなき、彼女の腹の虫だった。

　少し頰ほおを赤らめながら、お腹なかに手を当てたところで遅かった。アーティは騎士執事の嗜たしなみとして聞かなかったことにして、すたすた歩いて鍋をテーブルの上に乗せる。

　アンダーソンのお腹なかが空気を読まず鳴ってしまったのも無理はない。鍋の中からは、香ばしいのにどこか甘く、優しい匂においが漂って、如い何かにも食欲をそそるのだった。

「……魔界の乳白星の実デユー・ミルクラウンで作ったシチューです。すぐ作ったもので、まだ味がなじんでないかもしれませんが」

　アンダーソンの方を見ることなく、アーティはそう言った。乳白星の実デユー・ミルクラウンはビー玉くらいの大きさで、乾燥させたものをすり潰つぶしてシチューや飲み物に入れる。心をほっとさせるような甘みとまろやかさを含んでおり、アーティはこれを使った料理を作るのも、食べるのも、だいすきだった。

　だが今持ち合わせているのは、魔界ハーブの詰め合わせの中に忍ばせていた三粒きり。いつ魔界に帰れるともしれない状況の中で、彼は使うのを慎重になっていた。

　その貴重な三粒の内のひとつをつい今しがた、彼は半ば自や棄けになりながらすり潰つぶした。それを厚めの燻くん製せい肉にくと共に、別件で仕込んでいた無味の野菜スープに投入し、軽く火を通した。そして今、シチュー鍋ごと持ってきたのである。

　アーティは既に運んでいた木のスープ皿を手に持ち、もう一方の手で鍋の中身をゆるりとかき混ぜた。何も言わない彼に間が持たなくなったのか、アンダーソンも席に腰かける。それとほぼ同時に、アーティが皿を彼女の前に差し出した。

　アンダーソンがちらりと見やると、アーティはやっぱり目を伏せたまま、手だけで促した。アンダーソンはスプーンを手に取って、皿の中にそっと沈める。

　乳白色でまろみを帯びたそのシチューをひと口舌にのせると、アンダーソンは少しばかり目を見開いて、動きを止めた。自然とその喉のどがこくりと鳴って、彼女はスプーンを持つ手をゆっくり下げる。

　伏し目がちに様子を窺うかがっていたアーティも、奇妙なアンダーソンの様子に思わず顔を上げてしまう。そして今度は彼の方が、動くことを忘れてしまった。

　アンダーソンは笑っていた。

　淑女然と気取った様子も、アーティをバカにするときのような嘲ちよう弄ろうも、どこにもない。彼が彼女と出で逢あった、あの最初の一瞬。見ているこちらが嬉うれしくて泣きたくなるような、素朴で、しみじみとした微笑ほほえみを、浮かべていた。

「……おいしい」

　アンダーソンのその一言で、アーティは自分がまたもや彼女に見み惚ほれていたことに気づき、はっとした。なぜか火ほ照てった頭をパタパタと振って冷まして、んん、と咳せき払ばらいをする。

「こういうときは、おいしいご飯に限りますから」
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「こういうとき……とは？」

「……ヤなことがあったんでしょう？　そういうときです」

　先ほどの、嵐のような出来事を思い出す。確かに、豹ひよう変へんしたようなアンダーソンの暴言にアーティはめった打ちにされた。だが眠りから覚めて冷静になってみると、どうにも不自然なのである。

　アーティの不格好な罠わなに愛あい想そが尽きて、というのであれば、そもそもあんな不用心に引っかかるだろうか？　いつものように華麗に回避してから、彼をほっぽり出せば済む話だ。

　別の、なにか途方もないことに頭を痛くしていたところにアーティの仕掛けた罠わながひょっこり現れて、反射的に当たり散らした──どちらかというと、そんな感じだった。

　でも、だからといってアーティには何の関係もないことだ。むしろ当たり散らされた被害者ですらある。それでも彼はどうしても、ある考えが頭から離れなかった。

　まるで彼女は泣いて縋すがることができないから、代わりに怒鳴っているみたいだ、と。

　そうして気づけば、大事に温存していた乳白星の実デユー・ミルクラウンをゴリゴリすり潰つぶして、シチューを作ってしまっていた。

（……殺さなきゃいけない相手に、僕はいったい何をやっているんでしょう……）

　つくづく、自分の甘さが嫌になる。祖父なら相打ち覚悟でアンダーソンの抹殺を果たそうとするだろうに、孫の自分は罵ば倒とうされた挙句にシチューを拵こしらえている──同じ騎士執事の一族だというのに、あんまりの落差であった。

（……っていうかやっぱり、おじい様が来ればよかったんじゃないですかこれ……！）

　自分へのふがいなさが、一周回って主人への抗議に昇華した。アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール、遅咲きの反抗期到来である。

　ふつふつと内面を燃えたぎらせているアーティの耳に、くすくす、と笑い声が響いた。

　声の主は当然、アンダーソンだった。見てみると、いつものように気品に満ちた淑女の笑みがそこにあった。だが心なしか、その眦まなじりに気安さが滲にじんでいるような気もする。

　スプーンを置いたアンダーソンの右手が、アーティを向かいのテーブルにつくよう促す。少し戸惑ったものの、アーティはしずしずと従って着席した。

　するとアンダーソンが突然、頭を下げた。

「不ぶ躾しつけでしたわ。お察しの通り、あなたとは何も関係のないことで苛いら立だっておりました。無礼をお許し頂ける？」

「……あ、頭を上げてくださいミス・アンダーソン！」

　急に謝られたアーティは面食らって、慌てふためく。が、微動だにしない彼女をどうにかしようとアーティはろくに考えないまま言葉を続けた。

「えっと、あの、オアイコなのです！　僕も子どものようなみっともないマネをしでかしましたし……！」

「子どものようなって……」

　その一節に反応して、アンダーソンは頭を上げた。『いや、どう考えても子どもやん』──アーティを見る眼まな差ざしが、そう言っている。

「子どもじゃないのです！　今年で三歳なのです！」

「さんさっ……！」

　サァっと、アンダーソンの顔面から血の気が失うせる。だがすぐに我を取り戻し、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「あ、ああ……そうですわよね、魔族は人間の三倍は速く歳としを取ると言われていますから……」

　その言葉で、アーティは彼女の狼ろう狽ばいっぷりに納得した。彼も風説でしか知らないが、人間と魔族では心身の成熟するスピードが異なるのだという。その分魔族の方が短命で平均寿命は五〇前後だが、例外もあり、アーティの祖父・セルヴァンのようにその平均を大きく凌りよう駕がする者もいる。

　アンダーソンはいったん落ち着きかけたものの、指を折り折り数えると、また顔を引きつらせた。

「ってそれでも人間換算で九歳かいな……！　何考えとんねんあのアホ……！」

「あ、あのミス・アンダーソン……また出ちゃってますよー」

　アーティのツッコミにハッとしたアンダーソンが、咳せき払ばらいをして淑しとやかに髪を払った。

　それがあまりにも奇妙で、間の抜けたやり取りだったので、

「……ぷっ」

「……ふふっ」

　ふたりは顔を見合わせて、思わず噴き出した。

　くすくす、と柔らかい笑い声が食卓に躍る。また敵と馴なれ合あって、という騎士執事としての戒めがアーティの心に響いたが、どうしてかその声は小さく溶けてすぐ消えた。

　そんな彼をアンダーソンが、目を細めて見つめていた。

「あなたは、不思議ね」

「はい？」

「憎くはないのかしら？　同胞の仇かたきである、魔族殺しのアンダーソンわたくしが」

　その一言で、アーティの笑いは止やんだ。

　カリカリと小さく角を搔かいたあと、彼はひと息おいて、

「……僕には、よくわからないのです」

　そう言った。

「戦争は、きらいです。だいっきらいです。みんな死にます。かなしいものばかりが残ります。そんなことが、もうずっと続いてる──それは人間のせいだと、魔界では言っています。みんなそう思っています。だけど僕には……そうは、思えないのです」

　アーティの脳裏には、あのあかい夢でみた惨劇が、今も残酷なほど鮮やかに焼き付いている。

　あの後、祖父に無事保護された彼が聞かされた話によると、やはり事件は人間による凶行だとして魔界全土に告げられたという。来襲者が捕まらなかったうえに現場に残されていたのは人間界製の武器や防具ばかりで、それが決定打となった。

　だがアーティは知っていた。来襲者の正体は、魔族であったことを。それを必死に祖父に伝えたが、首を振るばかりだった。『今はただ、堪えておくれ』──謹厳な祖父が苦渋に満ちた表情で言ったその一言で、アーティは引き下がらざるを得なかった。

　それでも、あのあかくあつい夜、幼い彼の幸福な生活を焼き尽くした真実を、忘れることはできなかった。

「この戦争を続けているのは、人間と──僕ら魔族も、おんなじです」

　来襲者どもは、人間であることを偽装した──そこには間違いなく、この乱世に乗じて隠れおおせようという意図が働いていた。多くの魔族を苦しめ、悲しませる戦争を、奴やつらは利用したのだった。

　他にもそういう魔族がいることを、アーティは祖父と共に主に仕えるようになって目まの当たりにした。主に拝謁しようと訪ねてくる上流魔貴族の誰もが口々に、魔族の栄光と繁栄のために勝利することを誓う。だけどそのいずれもが、本気で戦争を終わらせようと思ってなどいないことをアーティは肌で感じた。

　力を示威することに陶酔を感じる者、物資を左右することで莫ばく大だいな富を得る者、軍閥での己が地位に固執する者──つまりは、戦争を欲ほつする者ども。

　ああ、人間のせいだけじゃない。魔族のせいというわけでもない。

　こういう奴やつらがいるからだ。

　だから戦争は、終わらないんだ。

「──僕はどっちもきらいです」

　沸騰するかのような血潮に巡るその想おもいをどうにか抑え込んで、アーティは静かに、だが決然と、そう言った。

「こんなかなしいだけの戦争を続けようとするヤツらは、人間でも魔族でもおんなじ……だいっきらいです」

　言い終えて、彼はひとつ長く息を吐いた。

　そして目の前のアンダーソンを見つめた。

　数々の戦場を切り伏せてきたはずの彼女の碧へき眼がんは、今でも少し恐ろしい。

　なのに──決して嫌けん悪おの情を感じないのを、アーティは自分でも不思議に思った。

「それなら、一層頑張っていただかないと」

「え？」

　ふわりと優しくその碧あおが滲にじんで、




「頑張って、わたくしを殺してくださいまし」




　彼女はそう言った。

　その真意をアーティが問う前に、アンダーソンがテーブルに置いていた箱を中央に寄せて、上うわ蓋ぶたを丁寧に取り外す。

　その中身を見た途端、アーティの頭からすべての疑問符が吹き飛んだ。

「わぁ……！　これって……！」

「ロバスト・ルーツで一番美お味いしい菓子店のケーキですわ」

　柔らかに照りを放つ純白のクリームを纏まとったスポンジ上に、色とりどりの果実がサイコロ状に切って盛られている。その周囲を縁取るクリームの波の上に、星のような形をした小さな砂糖菓子が可愛かわいらしくちりばめられていた。

「ちょっとひとっ走りして買ってきましたの」

「……え？　なに？　走って……え？」

　サラッと言うアンダーソンだが、アーティは考える。ここからロバスト・ルーツまでは結構な距離があるような……あれ、もしかして僕そんな長い間気を失ってた？　でもそれにしては時計がまだ八時を指してますよ？　あれ？

　瞬間的にパニックに陥ったアーティだったが、目の前にずい、っと差し出されたそれに我に返る。それはアンダーソンが手にしたフォークで、その上にはケーキが一口分、橙だいだい色いろの果実と一緒に乗っている。ちらりと下を見やれば、美しい調和を保っていたはずのケーキがちょうど一口分、乱雑に抉えぐり取とられている。

「お詫わびにどうぞ、召し上がれ」

「あ、でも僕、自分で食べられますし……」

　さすがにいい歳としして（と自分では思っている）食べさせてもらうなんて恥ずかしい……なんてアーティの思いは知ったこっちゃなく、アンダーソンは、

「め・し・あ・が・れ？」

　と脅迫めいた微笑ほほえみで、何なら口の中に突っ込んできそうな勢いでフォークをずずいと突きつけてくる。

　慌てて頷うなずき、アーティはぱくっとケーキを口にした。

　そして次の瞬間には目をぱっちりさせ、二、三度瞬まばたいた後喉のどが鳴り、蕩とろけたような顔になる。

「おいしいです」

　それを見たアンダーソンもまた、微笑ほほえんだ。




　　　　◇◆◇




　結局その日はアンダーソンとふたり、食卓を囲んで準備していた夕食やら残りのケーキやらを食べつくしたアーティであった。

　ささやかな宴うたげが終わると、アンダーソンはシャワーを浴びに部屋を出た。アーティは手早く後片付けを済ませ、台所の勝手口から外に出る。陽と風香の丘の遠く向こうに既に日は落ち、ロバスト・ルーツを華やがせる人家の灯あかりが美しい。夜風が涼やかに頰ほおを撫なでたのにつられて、彼は天を仰いだ。それよりもなお美しいものが、そこにあった。

　今日は半月。不可侵の火山が吐き出す煤ばい煙えんに遮られることのない月光は、魔界で見るよりも明るく、清々としていた。それでも、煤ばい煙えんの向こうに揺らめくようにして輝くあの銀色が却かえって懐なつかしくなり、アーティは切なさに胸を押さえずにはいられなかった。

　アーティは油断すればこぼれそうになる涙を堪え、ベストのポケットから月蝕銀ルナ・ミスリルの懐中時計を取り出した。自分を支える唯一の柱を、ぎゅっと両手で包み、胸に当てる。

「ご主人様は言ったのです、僕にしかできないって……だから、頑張らないと……！」

　何度も自分に言い聞かせたその言葉が、今は違って響く。その違和感の正体に考えを巡らせると、先刻のアンダーソンの顔が浮かんできた。




　──頑張って、わたくしを殺してくださいまし。




　彼女がそういうふうに言うのを、これまでにも耳にしたことはあった。そのたび、『できるはずないけど』という嘲ちよう笑しようなのだとアーティは思っていた。

　だが今日の彼女は穏やかに笑っているばかりで。

（……なんなんでしょうか。あの人は、いったい──）

　判然としない心持ちに沈むアーティの耳に、バサバサ、と鳥の飛来する音が聞こえた。頭を上げれば軒先に、いつもアーティをバカにするような鳴き声を上げる夜鳴きカラスがとまっている。

　クリクリした黒い瞳をこっちに向けているのを見ていると、彼はまたバカにされるのかと無性にムカムカしてきた。先手必勝、逆に八つ当たりしてやることにする。

「あっち行けです！　今の僕はおこらせるとこわぁいですよ！」

『元気そうだな、アーティフェルド』

「！！！！！！！！？」

　精一杯の意地悪をしたつもりのカラスが人語を発して、思わずアーティは尻しり餅もちをつく。はずみで落としてしまった懐中時計を慌てて手の中に収める、その間の抜けたアーティにカラスの声が振り注ぐ。

『その様子なら心配は要らぬな。セルヴァンにも伝えておこう』

「そ、そ、そのお声は……」アーティはごくりと喉のどを鳴らす。「ご主人、様……？」

　どうやって……という愚問を、アーティは辛かろうじて吞のみ込こんだ。

　銀の輪瞬またたく夜の世界は、彼の主人──唯一の君の支配する世界。月光を浴びた無防備な動物の魂ならば、同調し、操ることなど容易であった。

　懐なつかしい声に、抑えていた涙がついに目尻を滑り落ちた。そこには安あん堵どの情もあったが、それ以上に、主人の期待に応こたえることのできない自分の不ふ甲が斐いなさを恥じる思いの方が、強かった。姿勢を改め、片かた膝ひざをつき頭こうべを垂れる。

「申し訳ございません、ご主人様……未いまだお役目を果たせてないのです。折角騎士執事として、一人前と認めて頂きましたのに……！」

『あ、それは別に構わん』

　真剣なアーティの謝罪を、主人はさっくり許した。さすがのアーティもガクッとズッコケる。

『すぐに成なし遂おおせるとは思うておらぬ。じっくり時間をかけるがよい』

「は、はぁ……」

　ズッコケて地面と激突し擦すり剝むけた鼻をさすりながら、アーティは立ち上がった。前からフランクというか適当というか、そういうところがある主人なのはわかっていたが、こうもあっさりＯＫされるとこれまで深刻に悩んでいた自分をどうしてくれるんだと問い詰めたくなる。

　依より代しろがカラスであるのもいけない。クックッ、と小刻みに首を動かしながらこっちを見てくるカラスを見ていると、温厚なアーティの中にも、こう、理不尽な憤いきどおりが芽生えてくるのだった。

　勿もち論ろんそんなことを知る由よしもない主人は、少しばかり声の音を低くして、訊たずねた。

『時に──お前はどう思う』

「ふぇ？　何をです？」

『アンナ＝Ｌ・アンダーソンを見て、どう思う？』

　どうして主人が、そんなことを聞いてくるのか──あまりにも簡潔な問いのその意味を、アーティは考えようとした。が、すぐに止やめた。どのみち、大したことを答えられないのに変わりはなかったからだ。なのでアーティは正直に、

「……わかりません」

　と、半分投げやりに答えた。

「おっかない人だと思います。なのに時々さみしそうだったり、やさしく笑ったりします。かと思ったら意味不明なことで怒ったりします。よくわかんない人です」

『…………』

「そういえば、さっきもびっくりしました。帰ってくるなり早々にわんわん怒鳴ったのですけど、魔界の貧ス民ラ街ムことばによく似た喋しやべり方になったのです。人間界にもあんなことばがあるんですねぇ」

『…………』

「……ご主人様？」

　黙り込んでしまった主人に、つい余計なことまで喋しやべってしまったかとアーティは狼狽うろたえる。

　だが間髪を入れず、ガチャ、と勝手口が開いたので、驚いて小さく悲鳴を漏らし飛び上がる。

「アーティ、誰と喋しやべっているのです？」

「み、ミス・アンダーソン……！　え、えっと、その……！」狼狽うろたえ方がさらにヒートアップするアーティだったが、湯上がり姿のアンダーソンを見て、「……外に出るなら下、穿きましょうよ……」

　相も変わらず、アンダーソンは帰宅して着替えると下着にシャツを羽織るだけという超軽装で、今も夜風に白く長い両脚を晒さらしているのだった。淑女としてどうなんだそれは……と何度か苦言を呈したアーティだったが、「下半身が圧迫されるのって、嫌なんですの」と理由にならない理屈で一いつ蹴しゆうされて終わるだけだった。

　やはり今回も同様でまるでアーティの言葉など問題にもせず、

「わたくしは誰と喋しやべっているのか、問うたはずです」

　と、ニッコリ。

　どうしてもごまかしきれないのを悟ったアーティは強硬手段に出ることにした。目だけでカラスに憑ひよう依いしている主人に申し訳なさ気に挨あい拶さつをする。

「あーっと、僕もおふろいただこうかなー！　今日はたくさん汗かいちゃいましたからーっと！」

　ぴゅっぴゅ～♪　と下手くそな口笛を吹きながら、アンダーソンの脇を全力ですり抜け家に入っていった。ぱたぱたと、アンダーソンの後ろで足音が小さくなっていく。彼女はそれをしばらく聞いていたが、スリッパをはいた足で外に出て、軒先を見上げた。

「何をしに来ましたの」

『…………』

　アンダーソンの碧へき眼がんが、鋭い眼光でカラスを真まっ直すぐ射い貫ぬいた。

　カラスはクックッ、と首を動かし、それでもアンダーソンの視線を受け止めた。だが、何も言わない。焦じれたように口を開いたのは、アンダーソンだった。

「あんな子どもを使って……いったい何を考えているのです？　本当に、呆あきれてものも──」

『お前は──』

　カラスの口から漏れ出るその言葉を、突風に大きくざわめく大樹の葉の音が、搔かき消けした。

　丘に突如吹き荒れた風は、アンダーソンの長い黒髪を宙に乱雑に舞わせた。湯上がりの髪が孕はらんだ水滴が月光の銀にきらきらと輝く。

　彼女が顔を庇かばうようにかざした手のひらを下げると、辺り一面に宵闇の静けさが戻ってきた。軒先のカラスは小さく喉のどを鳴らして、いつものようにバカにするような鳴き声を上げるタイミングを、今か今かと待ち構えていた。

　アンダーソンは、ため息を吐つく。その苛いら立だちを堪えるように、右耳にした銀ぎん環かんのピアスにそっと触れた。

「……ったくホンマ、毎度毎度──はっきり言えや、ボケ」

　ぽつりと漏れたその本音はしかし、どこか剣けん吞のんさに欠けていた。

　家の中からシャワーノズルを御しかねて、奮闘するアーティの声が聞こえてくる。
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　ふたりでケーキを食べて仲直りしてから二週間。

　アーティはすっかりアンダーソン宅での生活リズムにも慣れ、そのことに危機感すら覚えなくていけないなーと思いつつも、日々充実した時間を過ごしていた。

　アンダーソンのライフスタイルを端的に表すなら、〝大量と大雑把〟である。

　まずは食事。アーティの料理に味を占めたアンダーソンは、初期の頃とは比べ物にならないほどの量を要求しだした。毎日朝晩一〇人前は軽く平らげる。晩は食後のデザートがないとすぐ機嫌を悪くする（具体的な例を挙げると椅子をはずみで破壊する）。

　自然、彼女が買いこんでくる食材も凄すさまじい量になるのだが、山盛り抱えて帰宅したその買い物袋の内訳をみると、全然関係ない本だの衣類だの雑貨だのがおよそ二、三割紛れている。最初のうちこそ「仕事にでも使うんですかねぇ」と考えていたアーティだが、それらは大して使われる形跡もなく居間の隅に堆たい積せきしていく。つまり買っただけで満足しているのである。すごい勢いで版はん図とを広げていくこの無駄遣いグッズ帝国との攻防が、目下アーティの主な頭痛の種である。

　限られた収納スペースと協力しながら何とかこの悪鬼たちと闘うアーティに襲い来るのは、衣類の山である。朝、出かける際にコーディネイトが上う手まく決まるまで彼女は服を着ては脱ぎ、着ては脱ぎ、を繰り返す。彼から見ると、出勤着として利用しているスーツとシャツはいずれも大差ないように思えるが、彼女の中では確固とした違いがあるらしく、毎朝盛大なファッションショーが開かれた形跡が見て取れる。そして無論、それを片付けるのはアーティだ。だが、お片付けなんてまだいい方で、問題は洗濯物である。なぜなら下着類は優しく手洗いしなければならないので、毎日のようにアーティは四苦八苦して奮闘するのである。おかげで、ややこしい仕事がある日には彼女はいつもより華美な下着類を身につける傾向がある等の、何の役に立つのかわからないデータが蓄積して、少年は日々自じ己こ嫌けん悪おに見舞われている。

　と、慌ただしく毎日を過ごしながらも、アーティはなぜか魔界にいたときより張り合いを感じている自分に苦笑する。主人である唯一の君には祖父・セルヴァンを始め多くの召使いがいたし、なによりこんなズボラな生活をしてはいなかったので、アーティの負う仕事の比率が単純に増えたという話ではあった。が、どうもそれだけが理由ではないような気がして……かといってそれがなんなのかわかりもせず、どこか悶もん々もんとした気持ちを抱いていたある日のこと。

「ごちそうさまでしたぁ」

　その晩も、アンダーソンの満足げな声が食卓に上った。

　テーブルの上には二重三重に積まれた大皿の数々。そのいずれに大盛りで載っていた料理は、きれいさっぱりなくなっている。

　アーティは毎度のことながら、一種の格闘試合でもないかと思われるようなアンダーソンの食事風景を呆ぼう然ぜんと眺めていたが、ハッと我に返ってぺこりと頭こうべを垂れた。

「食後にあまいものを用意していましたが……もう入りませんよね」

　彼はちらりと、白いシャツの下で少しばかりふっくらとしているアンダーソンの腹部に目をやった。どう考えてもあの中に今供した食事の全量が入っているとは思えない。もしかしたら新種の魔法でもお腹なかの中に仕込んでいるのかもしれない……などとバカげたことを考えていると、

「勿もち論ろん、頂きますわ」

　と二つ返事が返ってきたので、アーティは新種魔法の存在を確信した。

　浮遊呪文で空き皿を浮かべながら台所に戻ったアーティは、棚の隅の、あまり日の当たらないところに置いてあった箱を流し台に移した。

　表面に氷結呪文の呪詞ルーンが刻み込まれた上うわ蓋ぶたを恐る恐る取り外すと、中から冷気が白くけぶって溢あふれ出だした。箱そのものの大きさの割に中の容積は少ない。白く光沢のある布が張られた内部のその中心に、ガラスの器が鎮座していた。

　アーティが器をそっと取り出すと、その指の先から十分な冷たさが伝わってくる。

「ふぅむ……この冷蔵箱アイスケツトなるもの、なかなかやりよるです」

　もらい物だ、と言ってアンダーソンがこの冷蔵箱アイスケツトを持って帰ってきたのが二日前。内蔵する蒼あお魔ま石せきの力で内部を保冷するのだという。半信半疑で使ってみたアーティは、人間界の技術の確かさに思わず唸うなった。昼間に作って器に盛っていたお手製氷菓子は、溶けずに涼やかなフォルムを保っていた。

（しゃわぁに発火熱台フユーレンジ、冷蔵箱アイスケツト……悔しいですけど、人間の発明は便利です）

　盆に器とスプーンを添えて運びながら、アーティは考えた。魔界にも食料を保冷するための氷ひ室むろは存在するが、呪文をかけ続ける必要があるので常駐の術士が必要になる。そのため、大きな飲食店か、魔貴族の邸宅くらいにしかない。一方、アンダーソンの言うところによると普及こそここ数年だそうだが、冷蔵箱アイスケツトは一般の家庭にも置いてあるようなものらしい。一番大きなものでもアーティの背丈半分くらいの箱だそうだが、より大きな冷蔵庫アイシエツドの開発も進められているのだとか。

　そんな話を聞いていると、アーティは自分が人間界のことについて、ほぼ何も知らなかったことを思い知らされるのだった。アンダーソンが買ってくる食材にしても、魔界のものと似ているものもあれば、扱い方が全く未知なものもある。そんなわけで、ここのところ気がつけばアーティは人間界の生活のことについて考えているのである。

（……いやいやいやいや！　魔界の方がいいに決まってるのですけどね！　純粋な好奇心というヤツでですね!!）

　と、心の中で弁解しながら居間に戻ったアーティを、アンダーソンが目を輝かせて出迎えた。正確には、アーティの手にした盆の上のデザートを、だが。

「それは……」

「クレム・ソルベ、です。魔界の氷菓子です」

　カタリ、とアンダーソンの前にガラスの器を置きながら、アーティが言う。

　器の中には、薄く黄味がかったクレム・ソルベが盛りつけられている。魔界の標準的な家畜であるめろ牛の乳と砂糖、それに魔界ハーブの芳蔓の種ピツプ・ヴアニユを冷やしながらよく混ぜ合わせ、さらに氷ひ室むろでねかして作られる氷菓子だ。口の中に入れるとまろやかに蕩とろける甘みが大人気である。人間界のまろヤギの乳も風味こそ違うものの、めろ牛のそれと似た性質であることに気がついたアーティが、思い出してふと作ってみたのだった。

　結果は大成功。アンダーソンはひと匙さじ口に入れた途端、スプーンを咥くわえたまま足をバタバタさせて大層ご満悦である。既にシャワーを済ませ着替え終わっている彼女の両脚は、例のごとく下着以外に何も身につけてはいなかったが、もはやアーティは何にも感じなくなっていた。慣れって怖いな、と彼が思っていると、アンダーソンはあっという間にクレム・ソルベを平らげてしまった。そして当たり前のように空の器を突き出してくるので、

「もうありませんよ」

　とサラッと言うと、アンダーソンが年とし甲が斐いもなく唇を突き出してぶぅたれる。

「なぜですの！　こんなおいしいのに！」

「仕方ないです、あの冷蔵箱アイスケツトの大きさじゃどれだけ作ったって保存しておけないのです。そんなもったいないことできないのです。それにこれ、結構作るのに手間がかかるんですよ？」

「いいじゃありませんか、あなた今時間なら売るほど有り余ってますでしょう？」

　アンダーソンがサクッと放ったカウンターがアーティの心にブスブス刺さる。

　そうなのだ。アンダーソンが本性をむき出しにしてひと騒動あったあの日以来、アーティは罠わなを張るのを禁じられていた。「まぁ、言葉は過ぎましたけれども実際あんなトラップいくら作ったところでわたくし死にませんので、時間の無駄遣いはお止やめになっては？」と本人的にはオブラートに包んだつもりのアンダーソンの一言が完全なるトドメとなって、アーティは『マジ♪トラ』を大樹の根本の奥深くに埋めた。

　だがそうなると、今度は別の問題が起きた。要するに──罠わなを張る時間が無くなった分、とてつもなく暇なのだった。

　久しぶりにあの悪夢を見たせいもあってか、攻撃呪文の特訓もなかなか成果が出ない。そうなると魔界にいた頃と同じようになし崩し的にサボるようになり、家の中の仕事にあれこれ精を出してしまうアーティだった。

　洗濯や掃除で潰つぶせる時間には限度があるので、もっぱら料理ばかりに傾いてしまう。ここ最近は、人間界の食材の研究がアーティのマイ・ブームだ。主人の言葉もあり、一刻も早い任務の達成を、とはやる気持ちは落ち着いてきていた。

　が、こんなふうに抹殺対象から面と向かって暇人扱いされて、さすがのアーティもこのままでいいのだろうか……と自問自答してしまう。

　アーティをそんな葛藤に追いやったアンダーソンはどこ吹く風で、お行儀悪く器の端をスプーンで叩たたいている。

「んー、仕方ありませんわねぇ。じゃあ、明日の夕食には必ず出してくださいましね？」

「……あのですね、ホントにこれ作るの難しいんですからね？　慎重に温度調整しながら混ぜないとほどよい口どけにならないから、相当神経使いますし」

「か・な・ら・ず、出してくださいましね？」

　アンダーソンが、ニッコリ笑って念押ししてくる。その顔を出されると、自分に拒否権がないことをアーティはとっくの昔に悟っていた。

「……かしこまりました、ミス・アンダーソン」

　苦笑交じりにアーティが頷うなずくと、アンダーソンは尊大に胸を反らした。

「では、そんなイイコのアーティフェルドくんにご褒ほう美びをあげましょう」

「ほぇ？」

　唐突な話の転換にアーティがキョトンとすると、アンダーソンは悪戯いたずらっぽくウインクして見せる。

「ロバスト・ルーツへの日帰り旅行、次のお休みにいかがかしら？」

「あの街に？」

　いつも丘の上から眺めるだけの、人間の街。人間界の中でもっとも力を持つという大たい樹じゆ君くん国こくの首都、ロバスト・ルーツ。人間界に興味を持ち始めたアーティが気にならないと言えば噓うそだった。むしろアンダーソンが買って帰ってくる紙袋を見るたびに、どんなお店が並んでいるのか実際その目で見たくてたまらなかったのだ。

　アンダーソンのニヤニヤした視線に、アーティは嬉うれしさがダダ漏れになっていたのに気づいて慌てて大人ぶって咳せき払ばらいした。

「で、でも僕は魔族ですよ？　人間たちのいるところになんて遊びにいったりなんかしたら、どうなることか……」

「変装すれば問題ないでしょう。貴方あなたちっちゃいし、角くらいしか魔族らしいところありませんし」

「むぅ……確かにそうですが……」

「で、行きますの？　行きませんの？」

　アーティの脳内で、祖父・セルヴァンが「バカもん！　任務中に浮かれおって！」と雷を落とすイメージが鮮明に浮かび上がる。が、次の瞬間この前の主の「あ、別に構わん」という軽いことこの上ない許しの言葉が怒号を打ち消し、

「い、行きます！　行くのです！」

　なぜか勢いよく挙手しながら、そう答えていた。




　　　　◇◆◇




「行きません!!　ぜぇったい行かないのです─────────────！」

　待ちに待った休息日の朝。陽と風香の丘にその絶叫は響いて、すぐ消えた。

　絶叫の主であるアーティは逃げ出そうとして早々にアンダーソンに組み敷かれ、今の床の上でもがいている。が、倍近い身長のアンダーソンが彼のお尻に跨またがっているため、抜け出せるはずもなかった。

「あら、どうして？　貴方あなたあんなに楽しみにしていたじゃありませんの」

「それはそうですが……こんなことになるなんて、聞いてなかったのです！」

「ま、人聞きの悪い。変装する必要があることは申し上げていたでしょう？」

「あんなもん着なけりゃダメなら、はじめっから行くなんて言わないのです!!」

　アーティは身を捩よじりながら、テーブルの上を指差した。

　そこには先ほどアンダーソンがアーティに着るよう指示した、本日の変装セット一式が広げられている。

　それは何の変哲もない、大たい樹じゆ君くん国こく民みんの標準的な装よそおいだった。清潔感ある丸襟の白ブラウスに紐ひも長なが靴ぐつ、そしてレース刺し繡しゆうの施された長つばのずきんに、スカート──

「……あの、念のため聞くんですけど、人間界では男性も女性と同じ服を着用するんですか？」

「そういう嗜し好こうをお持ちの方も、中には」

「やっぱりじゃないですかああああ！　行きません！　ぜぇったい行かないです────！」

　アーティはようやく理解した。アンダーソンが純粋に自分のことを思って、街に行こうなんて言い出すはずなどなかったのだ。これは手の込んだ新手の嫌がらせなのだ。

（ご主人様……アンダーソンは嫌なヤツです！　今ならはっきりと言えるのです!!）

　あぐあぐと涙を流しながらなおも足あ搔がき続けるアーティを、アンダーソンはこともなげに体重を前のめりにかけることで易やす々やすと制する。

「仕方ないじゃありませんか。あなたのその角、ずきんでも被かぶらないことには隠せないんですもの。ずきんを被かぶってるんなら、女の子の格好をしている方が怪しまれないでしょう？」

「なので、諦あきらめます！　今日も一日おうちで大人しくお料理しています！」

「全く……折角セルシアと一緒に選びましたのに」

　はぁ、とアンダーソンがため息を吐つく。それでようやくわかってくれたか──と思ったアーティはまだまだ甘い。

「素直じゃないのは、体に毒でしてよ？」

　耳元で囁ささやくようなアンダーソンの声がした。彼女の吐息にアーティの身体が甘く震える、その一瞬。

　お尻の上に鎮座していた重みがふっと消えたかと思うと、両脇をいきなり摑つかまれ、アーティは強制的に起立させられている。

「なっ?!」

　と慌てたのも、なお遅い。

　邪悪な微笑ほほえみを湛たたえたアンダーソンが彼の前に膝ひざ立だちで構えていて、目にも見えない速さでその両手が動く。

「まぁ、下着はそのままで構わないでしょう」

　と、彼女が呟つぶやいて初めてアーティは気づく。

　アンダーシャツと下着以外の何も、自分が身につけていない、その事実に──！

「きゃあああ！」

　アーティは叫んで、思わず両手で胴体を隠そうとする。が、その前に、

「あら、角だけでなくて尻尾しつぽも生えてますのね」

「ひゃう！」

　アーティの背中側を覗のぞき込こんだアンダーソンは、彼の尾びてい骨こつ辺りにある下着の切れ目から飛び出ているそれに目ざとく気づく。

　ふかふかとした、短い尾である。

　何の逡しゆん巡じゆんもなく、アンダーソンの指が尾を握る。その細長い五本の指が尻尾しつぽの柔らかい毛を弄もてあそぶように撫なで、時折揉もむようにしごくと、アーティは足腰が立たなくなってへたり込む。

「だ、だめ、ミス・アンダーソン、しっぽ、やめ……！」

「何この、もふもふのふわふわ……今まで知らないでいたことが悔やまれますわ」

「ふわっ、あっ……らめって……いってるのにぃ……！」

　五分間くらい尻尾しつぽをもふもふと弄もてあそばれ、全身に力の入らなくなったアーティがへなへなと床に倒れ込む。弄いじり倒たおしてようやく飽きたアンダーソンは尻尾しつぽからぱっと手を離した。

「大丈夫、スカートならこの尻尾しつぽも見えませんわ」

　もうどーにでもしてくれ、というアーティの思いは言葉にならなかった。







　陽と風香の丘の麓ふもとには、小さな村落がある。

　木この葉は村むらという素朴な名前の通り、村自体に特別な産業はない。村民たちは自身の糧かてと、ロバスト・ルーツに供給する作物を、毎日の野の良ら仕し事ごとで作るばかりである。だが、決して欲を張らない木この葉は村むらの人々の丁寧な作業は味にしっかり反映されていて、都では根強い愛好者も多い。

　そういうこともあって、南から丘をぐるりと巡りながら首都へと向かう定期馬車も通る村である。朝に二回と夜に一回。この村から、半分以上を貨物が占める馬車に揺られること三〇分で、ロバスト・ルーツに到着する。

　馬車の運行は休日も変わりない。この日も、ベテラン御者であるブノワは定刻通りに木この葉は村むらに到着し、キセルからぷかぷかと紫煙を噴き出しながら出発時刻を待っていた。ここ数日、飛沫しぶきヶが刻ときの祭典に先だって首都入りする商人たちが、みっちり入った重たい馬車を引いてばかりいた。その第一波もなんとか収まり、今日は港で積んだ荷を載せるばかりである。だが、また数日のうちに忙しくなることを、ここ数年の動きからブノワは重々承知していた。いや、年々この時期に首都へ押し寄せる人の数は増えているから、去年より一層忙しくなることだろう。ブノワの所属する物流商會ギルドでもこの季節には臨時便を出して対応しているが、間に合わなくなるかもしれない。

　近頃老いを感じるようになってきたブノワには厳しい状況だが、むしろそれをありがたく思わずにはいられなかった。先代君主・狂王の時代まで続いた過酷な圧政に喘あえいだ過去のことを考えれば、現在の大たい樹じゆ君くん国こくの繁栄は、奇跡の再生にも等しい。

　ブノワが晴天を仰ぐと、そこには太陽が力強く、すべてのいのちを優しく照らすように金の輪を瞬またたかせていた。

「今日もまた我らが貴婦人ノートル・ダムのご加護が有らんことを、っと」

　ブノワはそう呟つぶやきながら、チョッキのポケットに入れていた古びた懐中時計を取り出す。針は丁度出発時間を指していたが、彼はのんびりと時計をしまって、もう一服する。

　まだ慌てる時間じゃない。彼女はいつも決まって、一〇分は遅れてくるのだから。

　キセルが十分な煙を出さなくなった頃、葉を足そうかと思っていたブノワの視界の端に、ようやく彼女は現れた。

「お待たせしてごめなさいね、ミスター・ブノワ」

「はっは、なぁにいつものことじゃないか」

　ブノワが鷹おう揚ように笑い返すと、彼女──アンナ＝Ｌ・アンダーソンも涼やかな笑みを浮かべた。キセルをしまい、脇に置いていた手綱を握り直したところで、ブノワはアンダーソンの隣に見慣れぬ小さな影があるのに気づく。

「なんだい、お連れさんかい？」

「あ、ぅ……その……」
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　連れの少女は俯うつむいていて、頭を覆うつばの長いずきんのため表情がブノワからは見えなかった。アンダーソンが一歩前に出ると、少女はスカートを翻ひるがえしてその陰に隠れてしまう。

「紹介しますわ、アーシア・アンダーソンです。南の方の孤児院の出でして、今回の祭典に合わせて都に出てきましたの。縁あって、暫しばらくわたくしの家に滞在することになりましてね。また馬車に乗ることもあるでしょうから、その際には面倒を見てやってくださいな」

　アンダーソンはザッと説明し終わると、後ろに隠れていたアーシアを引っ張り出して、ブノワに向き合わせる。

「ほら、ご挨あい拶さつなさい」

「あ……その……」アーシアはおずおずと顔を上げる。「あ、アーシアです。よろしくなのです」

　またすぐペコリと頭を下げてしまうアーシアのことを特に不審に思うこともなく、ブノワは吞のん気きにかぶっていた帽子を片手で上げて挨あい拶さつを返す。

「よろしくね、お嬢ちゃん。ブノワだ、この時間の便はだいたい儂わしが馬を引いとる。どうぞごひいきに」

　さぁ、乗った乗ったと二人を幌ほろの中に促して、ブノワは御者台に座り直した。慣れた手つきで手綱を鳴らすと、馬が高くいなないて、ロバスト・ルーツへの道を走り始める。







「……よくあんなデタラメがぺらぺらと出てくるもんですね」

　荷台の幌ほろの中、簡易に据え付けられた座椅子に腰かけながら、小声でアーシア……ことアーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールはそう言った。

　アーティはいまや上から下まで見み紛まがうことなき完かん璧ぺきな少女であった。セルシアとアンダーソンが選んだという装よそおいは、専用に誂あつらえたのかと疑うほど彼の身体にフィットしている。きちんと揃そろえた膝ひざの上にふたつの拳こぶしを添えて屈辱に肩を震わせる様など、可か憐れんな乙女に他ならない。

　恨めしげなアーティの言葉などまるで気にすることなく、アンダーソンは明らかに楽しんでいる表情である。

「あら、貴方あなたが何の気兼ねもなく街で動けるようにと、真心からの配慮で考案しましたのに」

「……お気遣い、イタミイリます。っていうか、アーシアってなんなんですか、アーシアって」

「この国で、女子に名前をつけるときの一般的な形式ですわ。エルシア、とか、フィーシア、とかね。一種のおまじないみたいなものです」

「へぇ……そう言われれば、セルシアさんにもついてますものね、シアって」

　考えながら何気なく頭を上げたアーティは、慌ててまた俯うつむいた。角が見えないように巧妙にセットされている長つばずきんだが、顎あごを上げ過ぎると隙すき間まから見える可能性もあるので気をつけるようにと、家を出る前に言われたばかりだ。

　魔界にはそのような風習がないので、今聞いた話はアーティに興味深く響いた。氏族意識の根強い魔界の階級社会では、両親の名を子に与えることが多く、アーティにも祖父と父の誇り高き名が受け継がれている。また、何より他氏族との差別化を図るため、できるだけ重複しない名が望まれるのだ。

　そういう事情をアーティが口にすると、アンダーソンは興味なさそうに幌ほろの出入り口へ目をやりながら答えた。

「まぁ、こちらでも事情は大して変わりませんわ。貴族なんかだと特にそう、ご先祖様から受け継いだご大層な名前をチャラチャラと振りかざす輩やからがやたらと目につきますわね。〝シア〟をつける、というのは、一般君国民の間に多い気がします」

「へぇー。それはなんか理由でもあるんですか？」

　アーティが訊たずねると、アンダーソンはなぜか顔をしかめた。

　どことなく、拗すねた子どものような表情で呟つぶやくように言う。

「さぁ……あやかりたいんじゃありませんこと？　世界一高慢なあの女に」

　おや、とアーティが珍しく思うのも束つかの間ま、アンダーソンが腰を上げた。

「着きますわよ」

　彼女がそう言ってきっかり三秒後に、一ひと際きわ高い鞭むちの音と馬の鳴き声がして、馬車は停とまった。

　さっさと降りてしまうアンダーソンを追うと、幌ほろの出口のところにブノワが立っていて、にこやかに手を差し出してくれる。歯がゆい思いをしながらその手を取り、アーティも馬車から降りた。

　足を下ろしたその道が、今までとは違うことにアーティは気づく。茶色の煉れん瓦ががきれいに、等間隔に並ぶ歩道が、足元からずっと向こうまで続いていて──

「うわぁ……！」

　その先に巨大な石造りのアーチから成る門が、そびえ立っている。

　更に奥へと目をやると、無限にと思われるほど道が伸び、家々が並んでいた。

「ようこそ、大たい樹じゆ君くん国こくが首都ロバスト・ルーツへ」

　からかうようなアンダーソンのその声に、好奇心を露あらわにしていたことに気づいたアーティは咳せき払ばらいし、顔を引き締めた。




　　　　◇◆◇




「少し街を見ていきましょうか」

　そう言うとアンダーソンは、門をくぐった向こうにまっすぐ続く、大きな通りの街道を歩き始めた。慣れた調子で煉れん瓦がをヒールで叩たたく彼女の後ろを、見失わないようにアーティもしっかり続く。

　通りはその両端に、瀟しよう洒しやな造りの建物を構えていて、その前を休日に寛くつろぐように人々が行き来している。その中に自分もいるのだ、と思うと気分が高揚して、アーティはずきんの中でピコピコ上下する耳を慌てて押さえた。アンダーソンがそんな彼の心内を見透かしたように、わざとらしく真ま面じ目めぶった口調で言う。

「ロバスト・ルーツはその中にも南北で一つの境があります。この街の三分の一を占める北の王室居住区と、南の一般居住区。その境に走る塀の真ん中にあるのが、金きん環かんの広場」

　アンダーソンは、通りのずっと先を指差した。金きん環かんの広場はこの通りの端にあるということだろう。

「広場から南の一般居住区には、この通りを含めて三つの市場通りが外壁に向かって真っすぐ伸びています。区切られた区画が東から順に、住民街、商人街、工匠街、学徒街と割り振られていますわ。まぁ厳密な割り当てではなく、その区の特色として、というぐらいの意味合いですけれども」

「へぇ……僕らが今向かっているのは、どこなんですか？」

「住民街です。セルシアが今日の勤務は昼前までだと言っていましたから、それから会う約束をしています。まだ時間がありますから、多少寄り道していっても大丈夫ですわ」

　言われて、アーティはセルシアがロバスト・ルーツの看護院に勤めていると言っていたことに気がつく。休息日も働かなくてはいけないとは、なかなかにハードである。

　アンダーソンが急に立ち止まったので慌ててアーティもそれに倣ならうと、彼女はさっと右手を上げた。すると、ほどなくその傍かたわらに天てん蓋がいのない小さな馬車が停とまった。御者も馬も車体も、丘から連れてきてくれたブノワの荷馬車とは違い、洒落しやれた趣おもむきである。アンダーソンに促されアーティは座席に上がった。すぐ彼女が続き、馬車が動き出す。ぱから、ぱから、と蹄ひづめが煉れん瓦がを叩たたく音はのどかで、ゆるやかに景色が流れていく。その様子に感嘆しているアーティに、アンダーソンは微笑ほほえんだ。

「門から金きん環かんの広場まで、徒歩だと大分時間がかかりますので。街の中を大きく移動するときは、こうして辻つじ馬ば車しやを使うこともありますのよ」

「へぇ……！」

　通りの中央はそのために割り当てられているらしく、アーティは自分たちの隣を大小様々な馬車が通り過ぎていくのを、目移りしながら眺めた。時々、街道の向こう側に店先で食事やデザートを楽しむ人々が見えて、羨うらやましくなる。そろそろ昼も近く、お腹なかが空すいてきた頃だ。が、誇り高き騎士執事としてそんなことを言うわけにもいかず、我慢して別の話題に切り替える。

「それにしても、わりと新しい感じがする街ですね。なんとなく、古くからある街なのかと思ってました」

「あら、いいところに気がつきますのね」アンダーソンが感心したように言う。「ロバスト・ルーツの歴史自体はそれなりに古いのですが、今の形に落ち着いたのはここ二〇年くらいのことですわ。三〇年前の区画整理以降のことですわね」

「区画整理……？　前は、こうじゃなかったってことですか？」

　アンダーソンはその黒髪を風に靡なびかせながら、どこか遠くを見るような眼まな差ざしで返した。

「以前はここら一帯──いえ、ロバスト・ルーツの面積の大半は、王侯貴族の領地だったと聞いています。それを三分の一にまで圧縮し、一般君国民の流入を促して経済の活性化を図ったのが王室主導の区画整理。結果は、まぁご覧のとおり上々、というところですわ」

「さ、三分の一に……?!　貴族の領地を……?!」

　アーティは頭がくらくらしてきた。

　人間界では事情が違うのかもしれないが、魔界の絶対的な階級社会を考えるとそんなことは到底不可能だった。魔界では上流魔貴族の諸侯が俸給として恩領を拝し、統治している。それを中流以下の魔族に開放するなど、プライドと階級意識の高い魔貴族は考えもしないだろう。

「……魔界ではとてもできないことです」

「そうでしょうね。でも、この国でも区画整理に反発はありましたし、無事に事が運んだわけではありませんわ。今でも、領地を没収されて爵位を強制返還させられた貴族が復ふく讐しゆうを企てている、なんて話も耳にしますし、現王室に対する評価は賛否が割れていますわね」

「ぼ、没収……？　強制返還……」

　突如生々しい単語が出てきて背筋をぞっとさせる。

「なんか……それだけ聞いてるとやりたい放題ですね、この国の王様って」

　なーんて、と、冗談めかして感想を伝えるアーティだったが、彼女からリアクションが返ってこないので、ちらりとその横顔を見上げた。

　だがそのときのアンダーソンは、はっきりとしたその意志を窺うかがわせる平素の表情をすべて打うち遣やって、ひどく茫ぼう洋ようとした、捉とらえどころのない眼まな差ざしで、ただ遠くを見ていた。

「……ええ、本当に。まったく、何を考えているのでしょうね」

　薄い唇が零こぼした言葉はあまりにもしずかで、それが自分への返事だと気づくのにアーティは少しばかり時間を要した。だが、それについてなんとコメントしたらいいのかもわからずまごついていると、

「ああ、あちらをご覧になって」

　と、彼女が前方を指差した。

　その声色はいつも通りだったので胸をなで下ろしつつ、アーティは彼女が指差す先に視点を移す。すると、通りの端が見え、その手前にひときわ高い建物が聳そびえ立たっていた。煉れん瓦が造づくりで塔に似た建物はその先端に鐘しよう楼ろうを戴いただき、目を凝らすとそこに時計盤を見つけた。

「あれは天てん茎けいの時計台」アンダーソンが言う。「君主の居城を除き、この街で一番高い建物ですわ。そして──わたくしの所属する総合技能商會グラン・ギルド・分かつ手の本部でもあります」

「えっ!?　こんな立派なのがお仕事場なんですかっ！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げてしまったアーティに、アンダーソンは首を傾かしげる。

「あら、そんなに意外でして？」

「あ、うーん、いや、なんというか……」

　しどろもどろになりながら、アーティは内心呟つぶやいた。

（貴女あなた、本当にちゃんと働いてたんですねー……なぁんて）

　家での怠けようを見ていると街でちゃんと仕事をしているのか、実は密ひそかに疑問に思っていたアーティである。彼女が傭よう兵へいだ、ということは骨身にしみて実感していたが、平時のときには何をしているのか見当もつかない。だがこうして立派な職場があるというのだから、勤労しているのは確かなのだろう……と、そんな感想を抱いたのであるが、勿もち論ろん口が裂けても言えないのでもごもご言葉を濁すばかりだ。

　が、

「何を考えておいでか、ちゃあんとわかっておりましてよ？」

　と、彼女はそう言ってアーティの両ほっぺを左右から抓つまんできた。白く長いその指が、もにもにと彼の柔らかなほっぺを弄もてあそぶ。

「ふええ、ごめ、なさいぃぃ」

「まぁ、よろしいでしょう」

　そう言ってから未練なく彼女は手を離した。いたずらな笑みを浮かべていることからも、大して本気でなかったことが窺うかがえる……というか、ほっぺを触る口実にされたような気がしてならないアーティだった。満足したのか、少し機嫌をよくした風にアンダーソンは時計台を見上げた。

「晴れた日に、あの鐘しよう楼ろうから街を見渡すと最高に気持ちがいいんですのよ。いつか機会がありましたら、招待して差し上げますわ」

「ホントですかっ？」

　鐘しよう楼ろうからの景色を想像しただけで、アーティはたまらなく好奇心が湧わき立たつのを感じた。いつも丘から遠く眺めるだけだったこの街を、あんな絶好の場所で見渡せる──いったいどんな生活の風景が広がっているのか、考えただけで心が浮き立つ。

「じゃあ、そのときは特製のサンドイッチでも作りましょうかね」

　と、勢いでそんなことを口にしてハタと気がついた。彼女にしてみれば単なる社交辞令にこんなにも喜んでみせるなど、幼稚の極み。騎士執事ならここはスマートに返すべきところであった……というかそもそも敵を相手にそんな浮ついたことを、と肩を落とす。しかしアンダーソンは、

「それは、楽しみですこと」

　からかうでも、戸惑うでもなく、しみじみとそう言った。

　驚いてアーティが見上げると、彼女のその横顔は一緒にケーキを食べたあの日のように、とても穏やかだった。彼は何か言うのも忘れて、それに見入った。胸が、何かあたたかなもので満たされていく。

　ほどなく、馬車が時計台の傍そばを往ゆき過すぎようとしたところで、アンダーソンは御者に進行方向を指示し、右手に折れた。それからしばらく進んだところで停とまり、ふたりは街道に降りる。

「少し寄り道が過ぎましたわね、急ぎましょう」

　歩き出した彼女についてアーティが入っていったのは路地裏で、先ほどまでより格段に道は狭せばまり、日も差さず、どことなく陰気である。背の高い木組みの建物が立ち並んでおり、見上げれば向かい合った窓どうしで紐ひもを渡し、洗濯物が下げられている。その細い道を、アンダーソンは慣れた足取りで進んでいった。それについて行くのが精いっぱいで、アーティは途中から周囲を見渡す余裕もなくなった。

　やがて路地裏を抜けると、眩まぶしい光に思わず顔を上げた。

　目の前に煉れん瓦がの家が一軒建っている。

　三階建てのその家はどこか煤すすけた印象があったが、花壇に植えられた草花はきちんと手入れがされていて、見る者に心地よさを与える。中央に両開きの扉があって、その上に小さな看板があった。

　王立孤児院・木漏れ日の家──そう書いてある。

　アンダーソンは、その壁の補修をしている老ろう爺やに歩み寄って声をかけた。

「こんにちは、ミスター・トム。セルシアはもう来ていますか？」

「これはミス・アンダーソン、ごきげんよう。ああ、中にいるよ」

　トムじいさんは手を止めて向きなおると、アンダーソンの後ろにいるアーティに気づいて人のよさそうな微笑ほほえみを投げかける。

「やぁ、君が例の娘さんだね。儂わしはここにたまに手伝いしに来ているトムってもんだ。どうぞよろしく」

「あ、はい、よろしくお願いします」

　アーティがペコリと頭を下げるのを見て頷うなずき返かえすと、トムじいさんは自分の仕事に戻った。さて、とアンダーソンが言う。

「それでは、先に入ってセルシアとお話でもしていてくださいな……なんなら、昼食を先に摂とって頂いても結構ですわ」

　彼女は踵きびすを返し、来た道を戻っていく。

「え？　ミス・アンダーソン、どこに行くのですか？」

「つい、お土産みやげを買ってくるのを忘れてしまいました」肩越しに少し振り返って、彼女は答える。「市場通りに行ってまいります。……セルシアにはそう言ってくださいまし」

「えっ！　それなら僕も一緒に──！」

　アーティがそう返したときには、遅かった。アンダーソンは振り返ることなく長い黒髪を揺らして、右の角に入っていった。

（もー……それならさっき、どこかのお店に寄ればよかったのにー）

　トムじいさんの手前声には出さなかったもの、華やかな店の数々を見て密ひそかに憧れていたアーティは、拗すねてぷっくり頰ほおを膨らませた。しばらくそうしていたものの、他に選択肢もなく、しぶしぶ孤児院の戸を叩たたき、中に入った。

「お、お邪魔します……」

　というアーティの小さな挨あい拶さつは、おんぼろ扉が立てた必要以上にうるさい軋きしみに搔かき消けされた。

　中に入ると、すぐ玄関だった。向かって右手に上へ通じる階段と、扉が左右の壁に一つずつ。そして奥の間に通じる戸のない出入り口が、真正面にあった。そこから、ひょいっと軽快に顔を出す人物は、

「あらあらあら！　アーティくんじゃない！」

　他ならぬ、セルシア・アンダーソンだ。

　セルシアはエプロンで手を拭ぬぐいながら、玄関先で直立しているアーティのところまでトタトタと駆け寄った。見知った人物の登場に少しばかり胸をなでおろすアーティだったが、彼女が遠慮なく浴びせてくる爛らん々らんとした目に再び身を固くする。案の定、次の瞬間にはセルシアが、ペタペタ身体を触って、鳶とび色いろの瞳ひとみに無数のハートをちりばめながら賛辞を投げかける。

「いけないいけない、今はアーシアちゃんよねぇ。ああっ、それにしてもよく似合ってるわぁ！　ここを出ていったばかりの娘のお古が残ってたから、どうかと思って繕い直したんだけど……ぴったりねぇ。可愛かわいいわよ、アーシアちゃん！」

「…………ありがとうございます」

　アーティはなんとか礼を口にできた自分を褒めてあげたくなった。アーティは主人から一人前と認めてもらったばかりの魔族男児である。こういう褒め方をされては光栄どころか、屈辱であった。

　勿もち論ろんそんなアーティの心境などお構いなくスカートの裾すそを摘つまんでパタパタさせていたセルシアは、彼に付き添っているはずの影がないことにようやく気がついた。

「あら、アンナは？」

「お土産みやげを買い忘れたそうなのです。先にご飯を食べているように、と」

　アーティがむくれながらそう言うと、はしゃぐばかりだったセルシアは急に口を噤つぐんだ。その変わりように、おや、と思ってアーティが見上げると、彼女はどこか悲しげな顔をして下唇を嚙かんでいる。

「相変わらず、噓うそをつくのが下手な娘……はぁ、どうせ先生ドクターのところでしょうね──」

「セルシアさん……？」

　苦々しく呟つぶやくセルシアに、アーティは思わず声を掛けた──そのとき、ドタドタドタ！　と、雪な崩だれ落おちるような足音が、階段から降ってきた。

「ママ・セルシア！　腹減ったー！」

「あたしもお腹なかペコペコ！　ごはんまだー？」

「ちょっとふたりとも、お客さんがくるんだからもっと静かに！」

　屈託ない大声でめいめい騒いでいるのは、階段から降りてきた三人の子どもたちだった。

　男の子がふたりと、女の子がひとり。いずれもアーティより少し背が高い。人間でいうなら一〇歳前後の年齢だろう。いかにもパワー有り余る、という感じの男の子と女の子、そのブレーキ役がもう一人の男の子。随分わかりやすいなぁ、とアーティは思った。

「残念、もうお見えになってるのよ！」

　陽気な調子を取り戻したセルシアが、パンと手を打った。

「ほらみんな、自己紹介なさい？」

　セルシアに言われると、少年少女はアーティの前にやってきて横に一応の整列をして見せた。

「俺、イグネット！　よろしくな」

「あたし、ウェンディ。女の子が来るの、嬉うれしいわ」

「僕はブレイズです、はじめまして」

　彼らは口々に名乗って、アーティに手を差し向けてきた。

「えぇっと、アーティ……い、いえ！　アーシア、です！　よろしく……」

　おずおずとその手を順に取りながら、アーティは彼らの見せる笑顔がはつらつとしていることに気づいた。

　孤児院とは、様々な事情で親のいない子を育てるところ──セルシアは以前、そう説明した。だから目の前の彼らも、それぞれの理由で、ここにいるのだろう。だが三人の笑顔を見ていると、その悲しみの影がまるで想像できないのだった。

　その悲しみは、癒えたのではないはずだ。今でもあのあかい悪夢に苛さいなまれるアーティはそれを何より理解している。

（それでも、こんな笑顔をまだ持っていられるのは……きっとここが、すごくいいところだからなんでしょうね）

　純粋に、そう思った。木漏れ日の家──看板に書いてあったその名のように、ぬくもりの漂う家。ここに来たばかりのアーティも、なんだかそれをおすそ分けしてもらったような気持ちになる。

「ねぇねぇ、ママ・アンナは？　お客さんと来るんじゃなかったの？」

　そう言って不満そうにセルシアの裾すそを引っ張ったのは、ウェンディだった。イグネットとブレイズも気づいて、セルシアの方を見る──二人のその顔が、ぎょっと青ざめた。

「ママ・アンナ？　ママ・アンナはねぇ……うふふ！」

　そう言うセルシアに、裾すそを摑つかんでいたウェンディもパッと離してブレイズの後ろに隠れた。一体どうしたことかとアーティも見てみると、なんのことはない、セルシアはただ笑っているだけだった。ただそれだけ──そのはずなのに。

（あ、あれ……何でしょう……ミス・アンダーソンよりも酷ひどい圧迫感ぷれつしやあを感じるです……）

　ぶるりとアーティが体を震わせると、セルシアが再び、パン！　と手を打った。

「さぁみんな、お出かけの準備をしましょうね！　ママ・アンナは遅れるけど今日は全部ごちそうしてくれるって言ってるから、市場通りで食べ歩き祭を開催しましょう。何でもかんでも食べ放題よー！　さあ帽子と外がい套とう、とってらっしゃい！」

　セルシアが高らかにそう言うと、青くなっていた三人は猫のように目を光らせて、キャイキャイはしゃぎながら階段を駆け上っていった。妙なことになっている事態に気づき、恐る恐るアーティはセルシアに声を掛ける。

「あ、あのう……ミス・アンダーソンは、ごちそうする、とかは特に言ってなかったのです、けれ、ども……」

　セルシアは清すが々すがしいまでの笑顔を、くりっとアーティに向けた。

「アーティくんは、何が食べたい？」

（あ、これは、怒ってる、顔ですね……）

　事情はよくわからないが、アーティはそれ以上、何も言わなかった。




　　　　◇◆◇




「どいたどいたー！　疾風便が通るよー！」

「薄氷いかの塩漬けはどうだい？　碧へき琉りゆう列れつ島とうから到着したばかり、売切れごめんだよ！」

「金ソのレ環ユパアンン、焼き上がりましたー！　三色ジャムが付くリリィ・セットがお得だよ！　さぁ買った買ったー！」

　アーティがセルシアたちに連れられてやってくると、すぐに賑にぎやかな声が聞こえてきた。

　その大通りは煉れん瓦がが緑色になっていて、無数の人々が往来している。人で埋まったその道も両側には出店が並んでいて、客を呼び寄せようとそれぞれ声を張り上げていた。アーティはスカートの中で尻尾しつぽがパタパタ揺れているのに気づき、慌てて押さえ込んだ。

「これが市場通りのひとつよ」セルシアが説明してくれる。「中でも、街の人がみんな買い物に出てくるから、一番活気がある通りね」

「へぇ……！」

　驚嘆に目を瞬まばたかせているアーティの隣を、競うようにイグネットとウェンディが駆けていく。そしてある露店の前で立ち止まり、イグネットが先に声を張り上げた。

「おじさぁん！　朝焼け軍鶏しやものモモ焼き、ちょうだい！」

「あ、あたしは三本！」

「ウェンディ、マネすんなよ！　……俺は五本だっ！」

「マネしてないもん！　あたしやっぱり七本！」

　露店の軒先でやかましくケンカを始めるふたりに、おじさんも串を焼きながら苦笑いしている。そんな二人の背後へと、セルシアが歩み寄る。

「こぉら、イグネット！　ウェンディ！　張り合ってないでちゃんと食べきれる量になさい！」

「「……はぁーい！」」

　ふたりは頰ほおを膨らませながらも、しぶしぶ引き下がる。そして大人しく、おじさんから串を一本ずつ受け取った。

　その様子をアーティは苦笑いしながら見ている。ふと視線を逸そらすと、ブレイズが真剣な顔で別の露店の看板とにらめっこしていた。どれを頼むか、決めかねているらしい。

　ぼーっと見ているばかりのアーティのもとに、セルシアがやってくる。

「ほら、アーシアちゃんもすきなものを選ばないと！」

「す、すみません。つい圧倒されてしまって……」

　アーティの背が小さいことを差し引いても、市場通りの広大な眺めは圧巻だった。

　ここに来る道すがら、ここが住民街と商人街の境にある通りだとセルシアから聞いていた。今いる辺りは丁度通りの真ん中辺りだそうだが、あんなに強大に思えた外壁もどこか遠く見える。アンダーソンが説明した金きん環かんの広場は、やはりここからでも見えない。

　その広い通りを、無数の人が行き交っている。ある者は慌ただしく駆けながら、またある者は連れと談笑してゆるやかに。浮かべる表情も多種多様だが、みな共通して活力に溢あふれた顔をしている。一日一日を懸命に生きているのが、ありありと伝わってくるのだ。

　そして極めつけは、立ち並ぶ店、露店の多さである。

「どれを選ぶか迷ってしまうです」

　呼び込みの声、肉の焼ける音、香ばしい匂においがしたかと思えば、別の方向から甘い香りも漂ってくる──初めてやってきたばかりのアーティには、とても選びかねてしまうのだった。

「そうねぇ、アーシアちゃん初めてだものねぇ……それなら！」

　アーティの手を引き、セルシアがある露店の前に連れて行く。

　その露店は蔦つたと葉のモチーフで飾られていた。『都名物　エバーグリーン・サンド』と、小さな看板に書いてある。五〇がらみのおばさんが、呼び込みを止やめて二人に向きなおった。

「いらっしゃい、セルシアちゃん！　おや、そっちの娘は見かけないねぇ」

「こんにちは！　祭典にあわせて南から、初めて都に出てきたのよ。おばさん、ひとつ渡してあげて」

　セルシアがそう言うと、おばさんはニカっとアーティに笑いかけた。

「そうかい、ロバスト・ルーツは初めてかい！　それならぜひコレを食べないとねぇ、うちのは特に絶品だよ！」

　そう言っておばさんは、露店の台の上にある木のカゴに被かぶせていた布を取り外した。

　中には手のひらほどの葉の形をした平たいパイが、整然と並んでいる。おばさんはそこから二枚取り出した。パイの片面がきらきらと光を放っているように見えてアーティが目を凝らすと、どうも細かい砂糖が一面にまぶされているようだった。

　珍しげなアーティの視線に気づいたおばさんが、話しかけてくる。

「エバーグリーン・サンドって言ってねぇ、昔からこの都にある名物菓子なのさ。もっとも、以前は貴族サマしか口にできなかったけど、区画整理からこっち、庶民にも開放されてねぇ。今じゃあっちこっちに店ができてるよ」

　まぁ、うちのが一番だけどね！　そう言いながらおばさんは、手て際ぎわよくパイの砂糖のまぶされていない面にバターを塗っていく。その上にまっしろなクリームと、色とりどりのドライ・フルーツを載せ、二枚のパイを重ね合わせた。そして紙ナプキンに丁寧に包んでから、腰をかがめてアーティに手渡した。

「はい、どうぞお嬢さん」

「あ、ありがとうございます！」

　完全に女子として見られている自分に複雑な心境になりながら、アーティは胸がドキドキするのを止められなかった。

　魔族である自分が、こうして人間界で交流をする──そのことに対する罪悪感もある。だがそれ以上に、こうして知らない場所で、知らない人や物に触れる──そうした体験に、温かく心が躍るのであった。故郷を焼かれて以来、主人の許もとから離れることなく過ごしていたアーティにとって、それは未知の体験だった。一刻も早い任務の遂行を、という焦燥感から解放された今だからこそ、素直に味わえる喜びである。

　おばさんが手渡してくれたエバーグリーン・サンドは手のひらの中で、どこか温かく感じられた。アーティはキュッと握りしめながら、

「あ、お代は総合技能商會グラン・ギルドにつけておいてくださいな。アンナ＝Ｌ・アンダーソン宛で」

　サラッとそう言うセルシアに、一瞬で血の気が引いた。

　おばさんは慣れっこなのか、クスクス笑って手を振る。

「毎度あり！　ふたりに、我らが貴婦人ノートル・ダムのご加護が有りますように！」

　セルシアも微笑ほほえんで手を振り返し、露店を後にする。サンドを落とさないようにしっかり握って、アーティもそれを追いかける。

　セルシアは通りの人ごみを上う手まく抜けて、向かいの店の壁に背をもたせ掛けた。そこからは、相変わらず些さ細さいなことでケンカするイグネットとウェンディ、そして折角手にした料理を食べられずに仲裁に回るブレイズの姿もよく見えた。

　セルシアも、困ったわねぇ、というように苦笑している。そんな彼女を見上げながら、アーティは気になったことを質問した。

「あの、セルシアさん。さっきのおばさんのアレはなんなんです？　ノートル・ダムとかいう……」

　セルシアは顔をアーティに向けると、心の中で大事なものを思い浮かべるようにそっと言う。

「あれは、決まり文句のようなものね。この街で……ううん、この国で、もっとも偉大なあの方の溢あふれるようなお力に、少しでも与あずかれますようにっていうお祈りよ」

「もっとも偉大な……？」

　アーティがそう返すと、セルシアは空を仰いだ。

　白い雲を浮かばせる、真っ青な天。そこに燦さん然ぜんと輝くのは力強い太陽。

　すべてのいのちに冠する金の環わ──それをじっと見つめて、セルシアは言った。

「リリエンシア・ドゥ・ラ・ソレユァン・シュラブル──大たい樹じゆ君くん国こく現国王陛下。わたしたちの最愛なる貴婦人よ」

　それを聞いて、アーティは驚いた。人間界の最大勢力である大たい樹じゆ君くん国こく──それを統治しているのが女性だったとは、思いもよらなかったのだ。そして庶民の間でその名を挨あい拶さつの代わりに呼ばれるほど、慕われているということも。

　そんな驚いているアーティを見て、セルシアは微笑ほほえむ。

「今度はわたしの番ね。ねぇ、魔界ってどんな感じなのかしら？」

「魔界の様子……ですか？」

「ええ、ずっとどんなところなんだろうって気になっていたのよね。魔王ただひとりで広大な国を統一しているって聞いたことがあるけど、そうなの？」

「ええっと、そうですね……魔界には国というものはないんですけど、んーっと……」

　アーティは何と説明したらいいものか、悩んでしまった。自分にとっては当たり前のことだから、〝魔界〟というものがどういうものなのか、深く考えたことがなかったのだ。うんうん頭を唸うならせて、ようやく言葉を捻ひねり出だす。

「魔界は、その全部が魔王様のものである、と言いますか……魔王様の存在が偉大過ぎて、他に並ぶ者がいないという感じ、ですかねぇ。有力な魔貴族は自分の土地を持っていますが、それもあくまで魔王様から貸与されたもので、人間界の〝国〟とはまた違うんです」

「なるほど、絶対王政のようなものかしら。それに誰も抗あらがったりはしないの？」

「ええっ?!　怖いこと仰おつしやいますね！」

　アーティがビックリ仰天して見せると、セルシアはこちらも目をぱちくりとさせた。

「大たい樹じゆ君くん国こくでも似たような統治をしていた時期はあったけれど、結局反乱にあって長くは続かなかったのよ。魔界ではそうじゃないのね」

「ないない！　全然ないです！　ありえません、魔王様に刃向かうなんて……！」

　ぶるり、とアーティは震えた。無論、魔界に於おいても魔王の意に反する存在が皆無とは言えない。秩序を乱す犯罪者や、魔王の命令なく人間界に特攻するラミエスバッハのような過激派もいる。だがそれでも決して、魔王による絶対的な統治が揺らぐことはない──すべての魔族は、魔王に逆らえぬ致命的な理由をその半身に刻んでいるのだ。と、そこまで考えてアーティは気づく。

（あ……そっか、もしかして人間にはこういった事情がないのかもしれないですね）

　だが、この魔族特有の性質をどうやってセルシアに話したものか……と再びアーティが頭を悩ませた丁度そのとき、

「誰かー！　泥棒よ、捕まえてー！」

　悲痛な女性の叫び声が、通りの右手から聞こえてきた。行き交う人々が足を止め、どよめきたつ。

　その原因である目出し帽を被かぶった職人風の男が、小脇に袋を抱えて人ごみを突き飛ばしながら全速力でこちらへ走ってきた。

「逃がすか！」「おしおきなんだから！」

　威勢のいい声を張り上げてその進路にはだかったのは、イグネットとウェンディである。お遊びくらいにしか考えていないのがよく窺うかがえる二人を見て、セルシアがサッと青ざめ走り出した。

（あ……っ！　あの泥棒、ナイフ持っています──！）

　アーティにも、泥棒が盗品に隠すようにして右手に持つ、ナイフの柄つかが見えた。イグネットとウェンディはまるで気づいていない。二人を背後から引っ張って止めようとするブレイズも。

　アーティは一瞬足に震えを感じたが、それでもセルシアの後を追って走った。どうしようかははっきりと考えていなかった。ただ、なんとかしないと──という思いに急せき立たてられての行動だった。が、

「邪魔だ、どいてな！」

　そう言って、左から駆けてくる誰かと激突し、「きゃう！」と情けなく叫んでアーティはすっ転ぶ。

　そしてアーティは見た。

　自分の手から放り出され宙を舞うエバーグリーン・サンドが地面に落ち、アーティを突き飛ばしたそいつの足に踏み抜かれるのと──




「この街で泥棒なんざ……百億万年早いんだよ!!」




　そいつが、そう高らかに宣言するのを。

　清廉なる白の外がい套とうが、混乱した市場通りに大仰に翻ひるがえる。

　白昼の陽光を受け、濃緑の殉約鎧プレツジ・プレート・メイルが敢然と輝いた。

「ゲェっ！　樹じゆ葉ようの騎士……！」

　立ちはだかり構えを取るそいつの威容に怯ひるみ、泥棒が足を停とめた──その隙すきが、見逃されるわけがない。

　そいつは腰に差していた代行聖剣リリイズ・ハンドを抜き放つ。その刀身が瞬またたかせる裁きの光彩に、泥棒が一歩後ずさるその刹せつ那な、

「オラァッ！」

　とガラの悪い掛け声とともに、代行聖剣リリイズ・ハンドが振り落ろされた。

　ワァ、と周囲が息を吞のむ中、地面に這はったままだったアーティにはよく見えた。そいつの振り落ろしたのは剣の柄つかで──荒々しく、だが的確に、ナイフを持つ泥棒の右手を打ち砕くのを。

「ぎゃあっ！」

　喉のどを潰つぶしたような声で呻うめいて、泥棒はその場に尻しり餅もちをついた。その腕からは盗み取った袋も頼みのナイフも、あっけなく零こぼれ落おちていく。

　ナイフを探して視線を探らせる泥棒の顎あごに、そいつは剣の切っ先を突きつけた。それでようやく、泥棒も観念する。

「さすが王室騎士団！」「よかったよかった！」「へっ、もっと早くきやがれってんだダグリズ！」

　安あん堵どと歓喜の声と拍手が、周囲からドッと湧わき起おこる。そいつ──ダグリズと呼ばれた青年は、剣を構えたまま八重歯を見せて笑い、もう一方の手を得意げに振った。時折投げかけられる軽口には舌を出して応戦しているが、どこか和んだ雰囲気がある。どうやらお決まりのやり取りらしい。

　泥棒被害に遭ったおばさんと共に、警けい邏ら騎き士しがふたり慌てて駆けつけてきた。騎士たちが男を取り押さえるのを見てようやく、ダグリズは代行聖剣リリイズ・ハンドを鞘さやに収めた。

「申し訳ありませんでした、サー・ダグリズ・アンダーソン！　ご助力のほど、感謝です！」

　両手首を縛った泥棒を立たせ、逃げないように確保してから、警けい邏ら騎き士したちは背筋を立たせて敬礼した。そのふたりより若輩であるはずのダグリズは、遠慮などなく唇をひん曲げた。目にかかる長い前髪を、乱暴にかき上げながらぼやく。

「ホントだぜ、俺がたまたま通りかかったからいいけどよー。祭も近いんだから警備しっかりしてくれよな？」

　どう聞いても無礼な若者の言いぐさであったが、警けい邏ら騎き士したちは背筋の緊張を解かないまま「ハイ！」と答え、泥棒を連れてその場を後にした。盗まれた物を取り戻したおばさんも、ダグリズに何度も頭を下げながら去っていく。

　見世物も終わった、と言わんばかりに周囲の人々も野次馬を止やめ、各おの々おのの活動に戻っていく。アーティも、踏みつけられてぐしゃぐしゃになったエバーグリーン・サンドのもとに駆けつけ、その臨終を悼いたんだ。

（ああ、あんなにきれいでおいしそうなお菓子でしたのに……！　仕方がないこととはいえ……ううっ）

　しゃがみこんでうなだれていたアーティだが、わぁん！　と子どもの泣く声がして慌てて振り返った。見れば、頰ほおの片方を赤くし大泣きするイグネットとウェンディの前に、仁王立ちで立っているセルシアがいる。

「うええん！　ママ・セルシアがぶったー！」

「あたしわるくないもん！　イグネットのせいだもん！」

「……何でぶたれたのか判わからない子には、もう一発いきますよ？」

　セルシアは静かにそう言い、厳かにその右手を上げた。そしてウォーミング・アップと言わんばかりに、シュッ、シュッ、と振ってみせる。その眼めにもとまらぬ速さに、遠巻きに見ているアーティすら震えた。

　イグネットとウェンディは瞬時に泣なき止やみ、ブレイズの後ろに素早く隠れる。盾にされたブレイズはよっぽど慣れているのか、悟ったような顔をしている。

　はぁ、とセルシアがため息を吐つき、神速の右手を収めて腰に当てた。

「イグネット、ウェンディ。ダガーが来てくれなかったらあなたたち、大ケガどころか……下手したら死んでいたのよ？　止めに入ってくれたブレイズだって巻き込んでいたかもしれない……そうは考えなかった？」

　イグネットとウェンディはさすがに事の大きさを理解し始めたようで、気まずげに顔を見合わせた。

　そのふたりの頭を、ぽんぽん、と撫なでたのは、ダグリズだった。

「いいじゃんか、もう許してやれよセルシア姉さん」

「ダガー……」

　ダグリズは殉約鎧プレツジ・プレート・メイルに包まれた胸を自慢げに反らす。

「またなんかあっても俺がバーンとカッコよく助けてやっから！」

「はぁ、あなたをそんな命知らずにしてしまったことに、年長者として責任を感じるわ……」

　呆あきれながらそう言うセルシアだったが、頭の中を切り替えてパン、と両手を打った。

「はい、とりあえず今はここまで！　家に帰ったらふたりは反省文ですからね！　……ほら、ダガーにちゃんとお礼を言いなさい」

「ありがとな、ダガー！」「ダガーちゃん、かっこよかった！」

　二人の礼に、ダグリズは八重歯を見せながらニカっと笑った。そしてブレイズの頭を、「お前もよく頑張ったな！」と褒めながらわしゃわしゃと撫なでる。ブレイズも「へへっ」と得意げである。

　そこでふっと視線を逸そらしたダグリズと、アーティのそれが、バチッと合った。

（……うーん、なんでしょう。この感じ……）

　ダグリズを見ていると、アーティは今までに覚えのない感じに落ち着かなくなった。

　それはつまり、〝なーんかこいつのこと、好きになれそうにないわ〟という漠然とした印象なのだが、温和な彼はこれまでにそういう思いを抱いたことがなかったので、いまいち自覚できないのであった。仕方がないこととはいえ突き飛ばされた……のはともかく、折角のエバーグリーン・サンドを台無しにされたこと、また力自慢の横おう柄へいな態度が、アーティにそう思わせてしまうのかもしれない。

「おい、さっきは悪かったな。怪け我が、ねぇか？」

　そんなアーティの思いなど当然知ったことではないダグリズは、そう声を掛けながら歩み寄ってきた。しゃがみこんだままのアーティを、怪け我がしたものだと考えたらしい。

　使い込まれた黒革のグローブをはめた右手が、アーティに向かって差し出された。近くで見ると濃緑の殉約鎧プレツジ・プレート・メイルが、傷だらけであることにアーティは気づく。それだけ実戦を重ねた、ということだろうが、それ以上に扱いが雑なのだろうと思われた。

「……大丈夫です。怪け我が、別にしてませんし」

　自分でもつっけんどんな物言いになったと思いながら、その手を取ることなく、アーティはスカートをはらいながら立ち上がった。寄ってきたセルシアが、ダグリズに言う。

「ああ、その娘はアーシア・アンダーソンちゃんよ。お祭りのため南から出てきたの。アンナのところにしばらくの間滞在する予定よ」

「は？　あいつの？」

　そう聞いたダグリズは、一気に不機嫌そうな顔をする。意志の強さを示すようにくっきりと太い眉が、どこか駄々っ子のようにひそめられた。

「俺、何にも聞いてねーんだけど」

「そう？　特に言う必要ないと思ったんじゃない」

　答えるセルシアの声は、どこか弄もてあそぶように弾んでいる。悶もん々もんとする心を抑えかねて髪をガシガシ搔かき乱みだすダグリズをよそに、セルシアはアーティに向きなおった。

「アーシアちゃん、紹介するわね。こちらはダグリズ・アンダーソン。こんなだけど一応、この国の王室直属聖騎士団・樹じゆ葉ようの騎士の一員よ。わたしとアンナとは、同じ時期に孤児院で一緒だったの。乱暴者だけど、なかよくしてあげてね」

　そう説明されて、ダグリズは髪に突っ込んでいた指を離し、白い外がい套とうで大雑把に拭ぬぐった。気取って咳せき払ばらいしてから、改めてアーティにその手を差し出す。

「ダガーでいいぜ。ま、ゆっくり楽しんでいきな」

　自分の背のおよそ倍のところにあるその笑顔を見て、アーティは毒気が抜ける思いがした。

（まぁ、悪い人間ではなさそうなのです……握手しないというのも礼儀に反しますし……）

　そう考えて、そろりそろりと手を差し出す、その瞬間。

「──？」

　ダグリズが一瞬、鼻を鳴らした。

　快活な笑顔が失うせ、騎士の険しい表情になり、

「おまえ──人間か？」

　その茶色い両眼から殺気が放たれ、アーティを貫いた。

「！！！！！！？？」

　アーティは素早く手をひっこめ、同時にこれまでにない速度で三歩後ずさった。

　だがそれは、ダグリズの中の疑惑を飛躍的に深めることになる。左手が、代行聖剣リリイズ・ハンドの鞘さやに添えられる。

「そのずきん、取って見せろ」

　外がい套とうを揺らしながら一歩、ダグリズがアーティににじり寄った。慌てて、セルシアがふたりの間に割って入る。

「ちょっとダガー、何言ってるのよ！　アーシアちゃん怯おびえちゃってるじゃない」

「俺の鼻が利きくのは、姉さんよく知ってるだろ──勘違いならきちんと謝る」

　ダグリズはセルシアを押しやり、更にアーティとの距離を詰める。その眼光は一層鋭くなり、とうとう右手が代行聖剣リリイズ・ハンドの柄つかを摑つかんだ。

「我らが貴婦人ノートル・ダムより直々に、この国の守護を拝命せし樹じゆ葉ようの騎士として要求する──そのずきんの下を、見せろ」

　先ほどまでの浮ついた様子は、今やダグリズのどこにも見当たらなかった。アーティを威圧するその気迫は、間違いなくいくつもの戦場を生き抜いてきた騎士のそれであった。

　魔界から出て来たばかりのアーティであれば、間違いなくこの重圧感だけで動けなくなってしまったことだろう。勿もち論ろん、今このときもアーティの心は恐怖と混乱でいっぱいだった。いっそのことずきんを脱いでしまいたかったが、そんなことになればあの代行聖剣リリイズ・ハンドに切り捨てられてしまうこともわかっている。だが──それでも。

（あの女ヒトほどでは……ないです！）

　アーティは覚悟を決める。

　ごくりと喉のどを鳴らし──踵きびすを返して、一心不乱に駆け出した。

「待て！　この──……っ?!」

　当然、それを見逃すダグリズではない。が、アーティの耳に追ってくる足音は聞こえなかった。肩越しに目で確かめると、セルシアがダグリズの外がい套とうを引っ張って、身動きを封じている。

「アーティくん！　木漏れ日の家に──!!」

「なんだよ姉さん、離してくれって！　……あーっ！　やめてやめてやめて！　今度コレ破ったら団長に殴り殺されるんだって!!」

　どうやら、セルシアの足止めは成功しているようだ。それどころか、緊迫した空気が一気に弛し緩かんするのを感じるアーティだったが、足を停とめず、全速力で走った。

　彼は必死に頭の中で、元来た道を逆に辿たどる。セルシアが言ったように、ひとまずあの孤児院に戻るのだ。

　見覚えのある角を見つけ、そこから路地に入り込んだ。ダグリズの悲鳴も、さすがにそこまでは届かなかった。




　　　　◇◆◇




（……はい、そんな簡単にいきっこないですよね！　わかってました！）

　死に物狂いの逃走劇からおよそ三〇分後。

　アーティはものの見事に迷子になっていた。

（……あれ？　この標識、さっきも見たような……）

　見上げると煉れん瓦が造づくりの壁に、住所を表示していると思おぼしき鉄板が据え付けられていた。よく目を凝らしてみると、どうにも嫌な予感は的中していた。同じところをグルグルと回っているようだ。

　アーティが迷うのも、無理がなかった。住民街は、区画整理の際同じような様式で一斉に建てられたものだから、どれも似たり寄ったりで、新参者のアーティには区別がつかないのだった。より多くの人が居住できるようにと他の街区より高い建築物ばかりであるのも、背が低い彼を惑わせる要因になっている。

　昼を過ぎて太陽も傾き、建物に囲まれた路地の中には薄暗い影が落ちている。それがアーティの焦あせりに付け込み、より一層不安感を搔かき立たてた。

　なによりも堪こたえるのは、きゅるるぅ……、と情けない音を立てる、すきっ腹である。

　朝食をとってからこっち、何も口にしていないアーティの空腹はほぼ極限に達していた。思い返すも、ダグリズに踏み抜かれたあのエバーグリーン・サンドが偲しのばれる。

（ああ、一体どんな味なのでしょうか……きっとサクサクで……でもクリームが柔らかくて……中のドライ・フルーツが、程よいアクセントになって……）

　とうとう口にできなかったあの都菓子のことを思うと、メラメラとダグリズへの怒りが込み上げてくるのだった。だが強い感情はエネルギーの消費を促す。つまり、なおのこと腹が減るのである。

　またも、きゅるるぅ、と鳴る腹を抱えて、アーティは角を左に曲がった。

　すると、そこは路地の中にあって少し広い空間だった。が、アーティが望む木漏れ日の家のある区画でも、まして行きに通った道でもなかった。近隣の住人が憩いこうために設けられたのか、小さな噴水や、ベンチが据えられている。

　円形をした噴水の縁ふちは腰かけられるようになっていて、今はひとりの男が座っていた。足元に鼠ねずみ色いろの金属でできた四角い鞄かばんを置いて、手帳に何やら書き物をしている。丁寧に撫なでつけられた黒髪に、派手ではないが上品さのある背広。商しよう會かいに勤める人間のような風ふ情ぜいだった。

　アーティは相手が気づく前に、さっさと通り抜けようと思った。だがそろりそろりと忍び足で男の目の前を通り過ぎるそのときに、きゅうるるうるるぅ……、と、盛大に腹の虫が鳴った。

　慌てて腹を押さえるアーティであったが、無論無駄である。ハタ、と気づいて男の方に目をやると、珍しいものでも見るような顔でアーティのことを見ていた。

「ど、どうもー……」

　あまりにも恥ずかしく、そのまま消えてしまいたい……と切に願うアーティに、男は柔らかく微笑ほほえみかける。気まずい苦笑を返したアーティだったが、男はそれを見る前に足元の鞄かばんに手を伸ばしていた。

　男は傍かたわらに鞄かばんを置いて、持ち手の両脇にある留め具を外して開けた。中から手のひらより少し大きいほどの紙の箱を取り出して、そっと開く。そして中身をひとつその手に取り、アーティに差し出した。

「どうぞ、ここのはおいしいですよ」

　耳にすっと馴な染じむ、通りのいい声だった。

　アーティは目をぱちくりさせて男の顔を見てから、差し出されたそれに視線を移す。

　紙ナプキンに丁寧に包まれたそれは、エバーグリーン・サンドだった。

　クリームの甘い香りが風に乗って、アーティの鼻び腔こうをくすぐる。たちまちその刺激は腹に伝わり、きゅるるるるるるッ！　と、これまでで一番アグレッシブな音が出た。

　ふらふらと近寄って受け取ろうとする……のを、すんでのところで我に返った彼はなんとか堪えた。

（し、知らない方にお菓子をもらうのはダメだっておじい様が……！　それに僕は一人前の騎士執事、こんなみっともない姿をこれ以上さらすワケには……！）

　だが、近づいて一層強く香るエバーグリーン・サンドの誘惑は、拒否しがたいものだった。それも先ほど、食べようとしてお預けを食らったのと同じものならなおさらである。何より、空腹状態が続いたアーティの身体が、この上なく糖分を欲しがっていた。

　そういう状況をすべて見抜いているかのように、男は今一度微笑ほほえみかけて、エバーグリーン・サンドを持つ手をアーティの方に伸ばした。それがあまりにも自然で、アーティは遂ついに受け取ってしまう。

（……………………………………おじい様、アーティは今だけちょっと悪い子になります）

　心の中で反省を一秒で終わらせ、アーティは思いっきり手の中の都菓子にかぶりついた。

　サクッ！　という軽やかな音が、響く。しかし適度な歯ごたえを伴う食感が、口の中いっぱいに心地よく広がった。

　続いて、じわぁ、と染しみてくるのは、クリームと、砂糖をまぶされたパイの、決してくどくない甘み。堪たまらなくなって、アーティは夢中でもぐもぐ口を動かす。パイのサクサク感がなくなる頃に、クリームに隠されていたドライ・フルーツの程よい柔らかさが来て、飽きがこない。ひと口を十分に味わい尽くすと、次のひと口、更にひと口、とどんどん食べ進め、あっという間になくなってしまった。

　残った紙ナプキンはきちんと口周りを拭ふいたあと、汚れた面を内にして畳み、ポケットにしまった。とてつもない幸福感が、アーティの身体中に満ちている。今ならダグリズのことだって許してやれそうな気分だった。

「あ、あの、ごちそうさまでした」

　ハッとして、アーティは男に頭を下げた。

　男は噴水の縁ふちに腰かけたまま、アーティが完食するのをあの穏やかな微笑ほほえみで見ていた。

「お役にたてたのなら光栄です」

「でも、折角のお菓子を食べちゃって申し訳ないです……」

　アーティがうなだれると、男は悪戯いたずらっぽくウインクした。

「いえ、お土産みやげにといくつか買ってあったので、問題ありませんよ」

「それじゃあ、お兄さんは外からきたんですか？」

「ええ、仕事でね。もっとも、もう終わってこれから帰るところです。しばらくここに来ることもないでしょう」

　そのおみやげのひとつを頂戴してしまったことをアーティは気にせずにいられなかった。やはりそのときの欲に駆られて行動すると、こういう後ろめたさが付きまとう。何としてでも思いとどまるべきだった──と、アーティが自分の未熟さに肩を落としていると、男はそれも見通しているように、くすりと笑った。そして、

「ああ、本当に気にすることじゃないんです──この世の、あらゆるいのちの欲望を肯定する、それが私の本分ですので」

　と、よくわからないことを言った。

　へ？　とアーティが顔を上げると、男は再び鞄かばんを閉じて手に持ち、立ち上がる。

「どうやら、道に迷っているご様子。この角を左に行ってしばらくすると、大きな通りに出ますよ。詳しくは、そこで店の人にでも訊たずねられてはどうでしょう。私は少し先を急ぐものでね……申し訳ない」

　男はそう言って頭を下げた。アーティは頭をぶんぶん振る。

「いえいえ！　十分です！　ありがとうございます！」

　その懸命な感謝の言葉にもう一度微笑ほほえんで、男はアーティに示したのとは逆の方向に歩み始めた。アーティは慌ててその背に声を掛ける。

「あ、あの、お名前を……！」

　この恩を心に刻むべく、どうしても男の名前を知っておきたかった。だが男は振り返って、遠慮がちに手を振る。

「記憶に留とどめて頂くほどの者ではありませんよ」

「いえ……！　僕にとっては恩人さんなのです！」

　必死にそう言うアーティにほだされたのか、男は苦笑しながら、

「それでは……イエス・マン、とでも」

　そう答えて、今度こそ去って行った。




　　　　◇◆◇




　男に言われた通りに歩いて行くと、アーティはようやく狭い路地を出ることができた。とはいっても、単に元いた市場通りに戻ってきただけの話ではあったが。

（それにしても、不思議な人でした……）

　ほっと気が緩んだところで、先ほどの男が浮かべていた穏やかな微笑ほほえみが脳裏に浮かんだ。イエス・マン、とは奇妙な響きの名前だと感じたが、ひょっとしたら〝シア〟のように何か由来があることなのかもしれない。

（また後で聞いてみましょう……といっても、無事に帰れたらですけど）

　ダグリズや警けい邏ら騎き士しに出くわさないようにこっそりと通りに出てきたアーティは、とにかく誰か道を訊たずねられそうな人間を求めてキョロキョロ視線を動かした。だが、ついさっきまでとはどこか様子が違う。買い物客の数がうんと減り、通りにせり出た露店も慌ただしげに畳まれていた。

「おい嬢ちゃん、そんなボケッとしてねぇで早く帰りな！」

　右肩に木箱を担かついだ商人の男が、アーティの前を走って行きすぎようとしたが、立ち止まってそう言った。

「な、何かあったんですか？」

「祭りのために来ている見世物小屋の檻おりから、猛獣が逃げたらしい！　それも大量にって話だ。今しがた、王室から緊急の外出禁止令が出た──ったく、この忙しいのにシャレにならん！」

　じゃあな、と男はせわしなく去って行った。その背に頭を下げてお辞儀をしたものの、アーティはどうすべきかうろたえてしまう。

（いや、僕も帰りたいのはヤマヤマなんですが……！）

　アーティは何とか道を訊きこうとするが、誰もが焦あせり、苛いら立だちながら撤収作業に勤いそしんでいる。上う手まいこと言いつくろって店の中に入れてもらえばいいのだが、先ほどダグリズに自身の正体を見破られたこともあって、なかなか踏み出せない。

　そうして勇気を振り絞れずに立ち尽くしていたアーティは、とうとう通りにひとり、取り残されてしまった。

（と、ともかくどこか安全なところに……！）

　やっとのことで決心し、近くの店に入れてもらおうと一歩踏み出したアーティの耳に、

「グルルゥ…………」

　と、低い唸うなりが響く。

　恐る恐る肩越しに見やるとそこには──明らかに飢えた目を光らせた狼おおかみが三匹、粘っこい唾だ液えきを滴したたらせ、アーティを凝視していた。少し離れたところにいるが、獣の跳躍をもってすればすぐさま埋まる間だ。

「ひっ……！」

　思わず小さな悲鳴を漏らし、アーティは今見たものをなかったことにしようと全速力で前を向いた。

　が、その先にも待ち構えていたのである──

「てめぇ……やっと見つけたぜ……！」

　息を荒らげ、殺気をむき出しにしてアーティを睨にらみつける、ダグリズが。

「覚悟しやがれ！」
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　言うや否いなや、ダグリズは代行聖剣リリイズ・ハンドを構え、駆け出した。アーティとの距離はみるみる縮む。

　アーティは何も考えられず、言葉にならない叫びをあげてしゃがみこんだ。頭を抱えて身を固くし、刃が自身を真っ二つにする瞬間に耐えようとする。

　しかし、その時はたっぷり一〇秒以上経たっても訪れない。

（……？）

　アーティが頭を上げて振り返ると同時に、

「ぎゃうんッ！」

　と、哀れな狼おおかみの断末魔が聞こえた。

　アーティの目に映ったのは、一匹を悠々と切り伏せたダグリズが身を翻ひるがえし、逆手に持ち替えた代行聖剣リリイズ・ハンドで、

「ぅらぁッ！」

　二匹目の脳天を容赦なく串刺しにするところだった。

　垂直に上がる血ち飛沫しぶきになど怯ひるまず、ダグリズは次の行動に移っている。

　籠こ手てを纏まとった左腕を横に突き出した。それは左方から牙きばをむき出して襲い掛かってきた三匹目の口の中に、わざわざ突っ込んでやるような形となる。鋭い牙きばは殉約鎧プレツジ・プレート・メイルに阻はばまれて、ダグリズの肉にまで届かない。

　銜くわえ込こむ顎あごの力で食らいつく三匹目を、ダグリズは腕を大きく振るい易やす々やすと引ひき剝はがした。そして刹せつ那な浮遊し、自由落下を始めようとした三匹目の無防備な腹に、

「っしゃあ！」

　気き合あい一いつ閃せん、横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを喰くらわせた。

　上下に分かれた三匹目の身体は、ボトボト、と無機質に地に落ちた。

　ここまで、三分と経たっていない。

　黙って見ているより他なかったアーティは、腰から下の力がへなへなと抜け落ちていくのを感じた。安あん堵どと同じぐらいの恐怖が全身を支配している。ぺたん、と彼が尻しり餅もちをつくと同時に、鮮血に濡ぬれた代行聖剣リリイズ・ハンドを握って、ダグリズが歩み寄ってくる。その切っ先から滴したたる赤い雫しずくから目を背けたそのとき、アーティは頭の上に何かが乗るのを感じた。

「あっ！」

　気づいたときには、ダグリズの左手が乱暴にずきんをはぎ取っていた。布の下に押し込められていた柔らかいクセ毛と──魔族である証拠の丸い角に羊と似た耳が、白日のもと晒さらされる。

　ダグリズは鼻をスン、と鳴らし、ずきんを道端に投げ捨てた。

「やっぱりな……この脱走騒動もお前のせいか、クソ魔族！」

「は?!　ち、違います!!　僕は何も──」

　突然の濡ぬれ衣ぎぬに反射的に弁明しようとしたアーティだが、ダグリズに胸倉を摑つかまれて無理やり起こされてしまい、二の句が継げない。返り血に汚れたダグリズの顔が目の前で威圧してくるので、なおのことである。

「この場で始末しちまいてぇところだが……まずは団長のところだ。他は仲間がいないか、目的は何か──洗いざらいゲロってもらうからな」

　あくまでも騒動の犯人と決め付けてくるダグリズに、怯おびえきっていたアーティも流石さすがにカチンときた。胸倉を摑つかまれ息苦しい中、思い切り声を張り上げる。

「だから、僕何もしてないって言って──」

　が、その必死の否定も、

「きゃあああ！」

　という、甲高い悲鳴に搔かき消けされた。

　ダグリズがハッと顔を上げる。表情を満たしていた殺気が驚きよう愕がくにすげ替わる。

「ウェンディ……？　っ、イグネット、ブレイズも──！」

　その言葉に、アーティも慌てて、肩越しに振り返り背後の様子を窺うかがった。

　少し向こうの路地から飛び出してきたばかりの三人が、何かから逃げるようにこちらに駆けてくる。ブレイズが先行し、ともすれば立ち止まりそうなウェンディの手はイグネットが引いて走った。

「……！　ダガー、助けて……っ！」

　見知った聖騎士の姿を見つけ、三人の顔はわずかに安あん堵どしてほころんだ。ダグリズは我を忘れたように、アーティの胸倉を摑つかんでいた手を離して、三人に走り寄る。

「バカ野郎！　お前ら、帰れって言っただろ?!」

　その怒号に三人は身を固くした。だが、それでも決然とイグネットは言った。

「だってアーシアが家にいなかったんだよ！」

「初めて都にきたから、きっと迷ってるんだ……僕らが見つけてあげないと！」

　止め役であるブレイズも、このときばかりは使命感に駆り立てられたらしい。半べそをかいているウェンディもコクコクと力強く頷うなずいた。

　その光景を背にしているアーティは、胸がどうしようもなく熱くなるのを感じていた。その熱がどんどんのぼり、目から涙が垂れそうになる。

　しかし同時に、顔を背けた。再び振り向くのがどうしようもなく怖かった。自分はここだと言えば、三人は安心するだろう──そしてその次の瞬間、憎ぞう悪おするだろう。ずきんが取れた今、ここにいるのは三人が必死になって探してくれたアーシアでなく、人間の宿敵たる魔族のアーティフェルドなのだ。

　だが、結局その逡しゆん巡じゆんは長く続かなかった。

「──?!　これは……！」

　緊迫したダグリズの声に、アーティも顔を上げた。

　ごおお……っ、と低く唸うなる轟ごう音おんと共に、彼らのいる通りの一帯が豪風の渦に、いつの間にか吞のまれている──。

「疾風系の……結界呪文──?!」

　アーティは思わず言葉を漏らした。

　頭上には変わらず、穏やかな晴天が広がっている。にも拘かかわらず、こんな激しい気流が局地的に発生するなどというのは、自然界に満ちる魔力の制御操作による事象──つまり魔法に相違ない。だがここは人間界である。

　ダグリズが再びアーティに向きなおり、代行聖剣リリイズ・ハンドの切っ先を向けた。

「このクソ魔族……！　街中でこんな呪文を……！」

　彼がそう考えるのも、無理はなかった。この場で魔法を行使できるのは、魔族であるアーティだけなのだから。

　轟とどろく暴風は店の看板や樽たる、ベンチなどをことごとく破壊していく。この国の平穏を護まもることが使命の樹じゆ葉ようの騎士である彼には、堪えられない光景なのだろう。さきほどまで辛かろうじて保っていた冷静さも失うせ、この場でアーティを始末することしか考えられなくなっている──それがありありとわかるほど、殺意を、赤茶の双そう眸ぼうに滾たぎらせている。

　だから、違うって言ってるでしょう──そうアーティが抗議するより先に、

「ダガーちゃん、あいつが……！」

　ウェンディの悲痛な声が響いた。左手を懸命に摑つかんでくる彼女の指す方をダグリズは辿たどった。

　三人が出てきた路地から、ずんぐりとした人影が躍り出る。

「せっかくのご馳ち走そうだ……もう逃がさねぇぞ」

　そいつは大きく裂けた口をにたりと開き、そう言った。

　そこから覗のぞく犬歯、頭頂に生えた二山の耳、そして異常に発達した上腕と鋭利な爪つめ。

　二本の足で直立しながら明らかに人ならざる者の姿をした、そいつは──

「常闇の疾駆者ウエアウオルブラグ!?　なんでここに……っ!!」

　その気配に振り返ったアーティは、叫んでいた。魔族の中でも残忍で、暗殺を生なり業わいとする種族だ。とりわけ人間の血肉を最上の馳ち走そうとする、魔ま狼ろうである。

　腐った黄味の色をした瞳ひとみを細めて、魔ま狼ろうは舌なめずりをする。

「んん？　なんだ、羊もいるじゃねぇか……こっちは魔族だが、まぁいい。せせこましい思いをして人間界にやってきたんだ、これぐらいのご褒ほう美びはねぇとなぁ！」

　アーティは、ぶるりと大きく震える身体を押さえつけようとした。常闇の疾駆者ウエアウオルブラグは、生きたまま獲物を喰くらうことで知られている。そのため魔族の中でも最も蔑さげすまれ、疎うとんじられる種族であるが──故に、容赦というものがまるでない。

「狼おおかみ男おとこの旦だん那なよォ──」

　震える身体を押さえるアーティの耳に、

「なんでもいいが、一人忘れちゃいねぇか！」

　ダグリズの啖たん呵かが弾はじけた。

　ハッとアーティが見やったときには、彼はとうに駆けている。先ほどまでアーティに向けていた代行聖剣リリイズ・ハンドを構え、見る間に魔ま狼ろうとの距離を詰めていく。

　獲物を前にしてニヤついていた魔ま狼ろうは、ダグリズのこの速度に敵かなわない。呪文を唱える間もなく上段から打たれる一いつ閃せんを、右腕を上げることで対処しようとする──それは傍はた目めに、酷ひどく間が抜けて見えた。

「ッラぁ！」

　怒号とともに、ダグリズはその切っ先を振り落とす。

　ぶしゅう、と、肘ひじから下を刎はね飛とばされた魔ま狼ろうの腕が、血ち飛沫しぶきを上げる──それにウェンディは目を瞑つぶり、イグネットは歓声を上げ、ブレイズは胸をなでおろし、アーティは──戦せん慄りつした。

（あいつ──笑ってるです……）

　彼の目に飛び込んできたのはなお、にたにたと笑う魔ま狼ろうの姿。

　ダグリズが身を起こして第二撃を構えると同時に、奴やつの残された腕は火炎呪文を放った──血をだくだくと垂れ流す、右腕の傷口めがけて。

「?!」

　さすがのダグリズも、相手のあまりの奇行に後ろに下がった。あくまで臨戦態勢を解かないダグリズに対して魔ま狼ろうは体をぐにゃりぐにゃりと揺らしている。

　燃え盛る傷口を左手でぎゅっと摑つかむと、たちまち炎は消えた。焦げた断面は艶つや消けしの黒、垂れる血の一滴もない。

「おいおい、なんつー止血だよ……！」

　啞あ然ぜんとダグリズが呟つぶやくと、魔ま狼ろうは天を仰ぎ、笑い混じりの咆ほう哮こうを上げた。明らかに、正気ではない──脳を犯されているかのような、ぞっとする雄お叫たけびだった。

　魔ま狼ろうは陶酔に目を光らせながら、誰にともなく言った。

「ああ──本当にあいつはいいやつだァ……あいつのくれた薬のおかげで、何したって痛くねぇし、力は湧わいてくるし……それに」

　そして突如正面を向き、

「こおおおおんなに愉快なんだもんなああああああ！」

　腕を横よこ薙なぎにし、火炎呪文を放った。

　子どもたちは、口々に悲鳴を上げた。アーティも反射的にしゃがみこむ。

　だが周囲に何ら熱を感じないことに気づき、アーティはそっと顔を上げた。

「ぐ……っ！」

　白煙の中ダグリズが、精一杯腕を広げて立っていた。

（まさか、あの呪文を喰くいとめたですか?!）

　人間にそんなことができると思っていなかったアーティは、驚きよう愕がくする。

　彼は知る由よしもなかったが、樹じゆ葉ようの騎士に授けられる代行聖剣リリイズ・ハンドと殉約鎧プレツジ・プレート・メイルにはある防衛機構が仕掛けられている。大たい樹じゆ君くん国こく国王が代々継承する聖剣を模した代行聖剣リリイズ・ハンド、その刀身を成す陽融金ソル・ミスリルが、所持者に流れる生命力──つまり、膨大な魔力の塊──を増幅し、それが殉約鎧プレツジ・プレート・メイルに刻まれた呪詞ルーンを発動させるのだ。

　総統系の相そう殺さい呪じゆ文もん──大たい樹じゆ君くん国こくの王立学院アカデミーが解読した古代魔法のひとつであり、現在人間が持つ最高峰の対魔防護策である。

　しかし、その行使には莫ばく大だいな魔力の消費と複雑極まる術式の構築が必要とされるため、まだ普及はしていない。鍛え抜かれた心身を持ち、魔族との苛か烈れつな闘いを強いられる聖騎士が、実験を兼ねて運用しているにすぎなかった。

　そして今まさに、ダグリズは己が生命力を還元し、魔ま狼ろうの炎を防ぎ切ったのだった。大きく広げられた腕──それは、自身の背後に決して攻撃を通しはしないという、彼の覚悟を示していた。

　だがその腕が、だらりと下がる。続いて膝ひざが折れ、彼は地面に崩れ落ちた。

　手をつき、何とか立ち上がろうとする──だが、その姿は離れたアーティから見てもわかるほど、弱々しかった。

「ああ、いけねぇいけねぇ……ご馳ち走そうを黒こげにしちまうところだった……」

　魔ま狼ろうはニタつきながら、ふらつく足取りでダグリズの脇に立つと、白しろ外がい套とうの上から彼の背を踏みつけた。

「ありがとうよォ、兄ちゃん。じゃあ今から頂いてくるぜェ……ギャッハハ！」

「く……ッ、この、カス野郎……！」

　辛かろうじて呟つぶやかれたダグリズの悪態に、魔ま狼ろうはやはり笑った。そして──ギロリと、飢えた双そう眸ぼうを子どもたちに走らせる。

　ウェンディは怯おびえてしまって、その場にぺたんとへたり込んだ。イグネットがそれを庇かばうように前に立つが、その足は震えている。ブレイズは混乱して、ただただ頭を抱えていた。

（ど、どうしましょう……に、逃げないと……！）

　アーティも、頭ではそうわかっている。だがそう思えば思うほど、足が地面にへばりついて動くことができないのだった。

　魔ま狼ろうはもはや邪魔する者もいなくなった悦よろこびで、弾むような足取りで着実にこちらへ向かってくる。笑いを浮かべた口元にのぞく、鋭い牙きばに、粘っこい唾だ液えきが滴したたっている。その牙きばの餌え食じきになる自身の姿が、アーティの脳裏に克明によぎった。

（こんな……こんなところで、僕は死ぬですか──使命も果たせないまま──）

　そう思ったときに、自然と震えが止まった。

　自分は何のために、ここに来たのか──その問いに答えたのは、なぜか勅命を下した主の声ではなく、




『──わたくしを、殺してくださいまし』




　彼女のその言葉だった。

「そうだ、今度こそ逃げないように……しないとなァ！」

　未いまだ子どもたちと距離を残した魔ま狼ろうは、悪戯いたずらに左手を地に叩たたきつける。

　そこから地の上を氷柱が一直線に、アーティたちめがけて走ってくる。足を凍らせ、身動きを封じる算段だ。

　それを目にしたアーティは、何をすべきかわかっていた。

　走って、悲鳴を上げる三人の前に立ち、そしてかざす──ベストのポケットから取り出した、月蝕銀ルナ・ミスリルの懐中時計を。

　ほぼ同時に、アーティの目前にまで迫った氷柱は、ジャラララ！　と凄せい絶ぜつな衝突音を響かせながら──消失した。

「……あれ？　どこに消えた……?!」

　魔ま狼ろうがそう間抜けに声を上げるのも、無理はなかった。奴やつも──否いな、魔族の誰もが、そのような呪文を見たことはないから、想像のつくはずもない。

　自身が仕掛けた氷結呪文が、あの懐中時計に刻まれた吸収呪文に吞のみ尽つくされてしまったのだ、とは。

　自身の行動が成功したことに、アーティは胸をなでおろした。しかし、魔ま狼ろうが再び左腕を上げたので、その身を固くする。

「うっ……うわああああああ[image: かんたんふ]」

　アーティはがむしゃらに、氷結呪文を繰り出した。堰せき切きった思いが反映されたのか、これまで練習で作り出したものより格段に素早い速度で、四つの氷矢が魔ま狼ろうに迫る。しかし──

「んん？　なんだこりゃァ……」

　嘲あざけるように魔ま狼ろうが左手を一振りすると、目前にまで迫っていた氷矢は突如発火し、すぐさま蒸発して消えた。ぐっとアーティは息を吞のむ。相手は歴戦の傭よう兵へい、常闇の疾駆者ウエアウオルブラグ──戦闘経験はアーティと比べるべくもない。非情の殺し屋にとって彼の必死の抵抗など、蚤のみに刺されるに等しかった。

「まぁなんでもいい、もういっちょ……」

　そう言う魔ま狼ろうに対し、アーティは懐中時計を強く握りしめる。なんとかこの場を切り抜けるための方法を必死に頭の中で模索するが、その糸口すら一向に摑つかめず、ただ焦燥ばかりが募る。

　そんな弱者をいたぶるように、魔ま狼ろうはおぞましい笑いを浮かべながら左手を振り落とそうとする──その頭上へ、

「いいえ、貴方あなたに次はありませんわ」

　断罪が下った。

　その場にいた誰もが見上げる。ただひとりダグリズだけは額を地につけたまま、なぜか悔しそうに、右の拳こぶしで地を殴りつけていた。

　風になびく艶つややかな黒髪デツドリー・ブラツク。

　相手に終しゆう焉えんを告げる碧眼アイス・ブルー。

　逍しよう遥ようするかのような足取りで、そこに現れたのは。




「魔族殺しのデモン・キラーアンダーソン──!?」




　魔ま狼ろうの声にも、さすがにたじろぎが見受けられた。

　アーティは、ぞっとするほど冷ややかな空気が、前方に流れ込んでいくのを感じた。見れば魔ま狼ろうの足元から、白々と煌きらめく氷が発生し、その全身を覆い尽くそうと下から上に立ち上っていく。

「う、動けねぇ……！」

　狂った魔ま狼ろうは左手を足元に向けた。先ほどして見せたように、火炎呪文を放とうとしたのだろう。だが、その腕もとうに凍りついている。それでもなお、魔ま狼ろうは呪文を放った。しかし、

「無駄です」

　首くび刎はねの刃のように彼女の言葉が下りた。

　現れた炎に炙あぶられた氷は、見る間にまた氷結し、魔ま狼ろうの腕に絡からみつく。蒸発した端から凝固するのである。

　だがその速度に反し、アンダーソンの氷結呪文はいまだ魔ま狼ろうの全身を覆うに至っていない。細やかな氷片はじわりじわりと嬲なぶるように湧わき出いでて、ようやくその胴体の辺りにまで差し掛かったところだ。

　全身が徐々に氷漬けにされていく──その様に、目覚めながら悪夢をみているかのような悲ひ愴そうの表情を、魔ま狼ろうは浮かべた。

「懺ざん悔げなさい」

　彼女の静かな声は、厳然と響く。

「おまえが徒いたずらに弄もてあそんだ者たちの恐怖が、心身にとくと刻まれる──その束つかの間まに」

「ぐお……おおおおお、この、クソッたれの、人間があああああ！」

　見苦しい雄お叫たけびを、彼女は眼下に切り伏せた。魔ま狼ろうのもがき足あ搔がく様はしばらく続いたが、やがて氷結が顎あごにまで達すると聞こえなくなる。そして遂ついに頭頂にまで氷に覆い尽くされた魔ま狼ろうは、無様な氷像と化した。

　魔ま狼ろうが完全に動かなくなったとアーティが認識するのに、たっぷり三〇秒を要した。そして分かるや否いなや、脱力しその場にへたり込む。唐突に現れた脅威は、なんとか回避できたのだ──背後にいる三人の子どもたちも同じ気持ちのようで、安あん堵どのため息と泣き声が聞こえてくる。

　速まっていた鼓動がようやく治まった頃、アーティは再び彼女の立っていた建物を見上げた。

　既にそこに姿はない。

　ただ、遠くで闘うような物音が聞こえる──




　　　　◇◆◇




　木漏れ日の家に戻ってきた三人とアーティを出迎えたのは、セルシアのビンタだった。

　有無を言わさぬスピードにアーティが目をぱちくりさせている間に、セルシアの腕が四人を丸ごと抱きしめる。

「お願いだから……こんな無茶はしないでちょうだい……！」

　泣くのを必死になって堪こらえている声だった。そこから彼女の温ぬくもりが伝わってきて、イグネットもブレイズも、鼻声になりながら「ごめんなさい……」と呟つぶやいた。ウェンディに至っては大だい音おん声じようで、言葉にならない謝罪を繰り返している。そしてアーティもスカートの裾すそを握りしめて、謝るのだった。魔族である自分のことを本気で心配し、心を痛めてくれたこの女性に。

　そのとき、彼らの背後で、どさ、と何かが倒れ込む音がした。

　最後の力を振り絞ってここまで子どもたちを護衛してきた、ダグリズだった。

「……！　トムさん、ちょっと来て！」

　奥の方に呼びかけてから、セルシアは闘いに傷ついた聖騎士に駆け寄った。

「ダガー！　ああ、本当にありがとう……！　あなたがいなければこの子たちがどうなっていたか……」

　震えるような彼女の礼に、それでもダグリズは浮かない様子だった。

　苦虫を嚙かみ潰つぶすようにして、呟つぶやく。

「……俺じゃない。結局、あいつがいなきゃどうにもならなかった」

　それを聞くと、セルシアの表情も陰った。おや、とアーティが思っている間に、奥からトムじいさんがやってくる。ダグリズの様子を見ると慌てて駆け寄り、その肩を抱き起こした。セルシアがその反対からダグリズの身体を支え、ひそひそと会話を交わす。隣を通っていくとき、その断片がアーティの耳に入ってきた。

「じゃあ、アンナは今……？」

「大方、残党を叩たたいて回まわってるんだろ──終わるまで戻ってこねぇよ、あいつは……」

　それを聞いて、アーティは改めて認識した。

（僕は……殺すべき相手に助けられてしまったのですね）

　その事実をふがいないと思う気持ちもあったが、それ以上に圧倒されていた。

　大たい樹じゆ君くん国こく王室直属の騎士であるダグリズすら瀕ひん死しに追い込む魔ま狼ろうを相手に、アンダーソンは一方的な勝利を収めた。そこにはアーティを相手にするときのような手加減などは一切なかった。ただ一片の容赦もなく、敵を葬ほうむる──無機質なまでの蹂じゆう躙りん者しや。

　あれこそが、アンナ＝Ｌ・アンダーソン。魔族の仇きゆう敵てきにして──自らが殺すべき相手。

　今更ながらに、とんでもない者と対たい峙じしていることを思い知らされる。しかし、もともとそれはわかっていたはずなのだ。初めて出で逢あったとき彼女の碧へき眼がんは、先ほどと同じように殺意をもってアーティを貫いた。

（なのになんで今頃、それを思い出したのでしょう……）

　アーティは首を傾かしげるが、答はすぐ脳裏に浮かんできた。

　敵対者を射殺さんばかりに見下す彼女のその表情が、すぐに揺らぐ。

　そして風ふ呂ろ上あがりのだらしない格好になって、デザートのお代わりを要求するあの姿にとって代わる。

　なんだか考えるのがバカバカしくなってきて、アーティは思わず噴き出した。

「あ、あの、セルシアさん！」

　気づけば、そう声を張り上げている。

　ダグリズを連れて二階に上がろうとしていた彼女が振り返る。

「あの、お台所……おかりしても……？」

　おずおずとアーティが言うと、セルシアは目を二、三度瞬まばたかせてから、柔らかく笑った。

「ええどうぞ！　食べものも器材も、なんでもご自由に！」

　その返答に頭を下げ、アーティは今いる玄関ホールから奥の部屋に入っていった。

　埃ほこりにまみれた上着は脱いでシャツ一枚になり、壁に掛けてあったエプロンを拝借する。流しで丁寧に手を洗ってから、食材が置いてある棚を探した。そして目当ての物を見つけ、手早く調理台に並べていく。

　まろヤギの乳と朝焼け軍鶏しやものたまご、小麦粉に砂糖、それにバター。

　手のひらの中に火炎呪文を微量に発生させて、バターにかざす。四角張ったその輪郭がとろけてきたら木べらで潰つぶし、滑らかにする。そこに砂糖を入れてよく混ぜ合わせると、鮮やかな黄色になっていく。

　そこに、ときほぐした卵液とまろヤギの乳を少しずつ投入。このとき決して焦あせってはいけない。少量入れて混ぜ、よくなじんだら次を入れる。これを怠ると味にムラができてしまう。

　すべて混ぜ終わったら、ふるいにかけておいた小麦粉の中に入れる。木べらを使って、さっくりと切るように粉と液を混ぜ合わせていく。ボウルを左手でリズムよくまわしながら、ざく、ざく。別々だったふたつのものが、ちょっとずつ合わさって、表面につやが出てくる。

　やがて、ボウルの中に、ひとつにまとまった生地ができ上がる。アーティはそれに布きんをかぶせると、ボウルの下にわずかに氷結呪文を掛けた。

　そうして生地を寝かせている間に、鍋に油を注ぎ込む。発火熱台フユーレンジに掛け加熱、丁度いい温度になるタイミングを見計らう。その間に少し大きめの木のスプーンを二本、戸棚から探して持ってきた。

　油が、小さな泡を立て始めた。少し早いが、アーティはボウルについていた呪文を解除し、ふきんを外す。そして生地をスプーンのひとつですくい取り、もうひとつのものできれいに成形していく。そうして生地を整えてから、適温になった油にそっと落とした。

　しゅわしゅわしゅわ……小気味の良よい音を立てて、生地は揚がっていく。もうじき黄金色の、ドーナツができ上がる。

　そのとき、アーティは出入り口の辺りに足音を聞いた。

　振り返ると、彼女が暗あん鬱うつな表情をして立っている。

　アーティは鍋に目を戻す。ちょうどよくでき上がっている。

　彼は菜さい箸ばしでまるいドーナツを取り出し、油をきって、上から砂糖をまぶした。それを皿に載せると発火熱台フユーレンジの火を消し、彼女のもとに歩み寄る。

　そして皿を彼女に差し出し、こう言った。

「おかえりなさいませ、ミス・アンダーソン」

　彼女はその碧へき眼がんを、大きく瞬まばたいた。そして、疲労に陰る顔に淡く笑みが宿る。

「……ただいま、アーティ」

　そして出来たてのドーナツを口にした。

　そのあつさで、はふはふと零こぼれ出でる吐息の間に、おいしい、という言葉が交じった。
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　回廊から響いてくるカツン、カツン、という足音で、アンダーソンは瞼まぶたを押し上げた。

　顔を上げその碧へき眼がんを差し向けると、果たして扉が開くところだった。大仰な装飾に縁取られた重い扉が、ギイィ、と軋きしむ。アンダーソンのいる応接間に人影がふたつ、入ってきた。

「待たせたか」

　最初に入ってきた人物が、そう声を掛けてくる。酒焼けしているが威圧感のある──女の声。

　だがアンダーソンはたじろぎもせず、気だるげに返す。

「ええ、とっても。わたくし、暇ではないのですけど」

「お許しヲ、ミス・アンダーソン」

　扉を閉めながらそう言ったのは、もう一人の方──こちらも女だった。

「こちらも急な事態デ、対応に追われていたのデス」

「ミス・ミン？　貴女あなたもいらしたということは──」

　アンダーソンは一瞬あっけにとられた顔をしたが、すぐ眉間にしわを寄せて、はぁ、と遠慮のないため息を吐ついた。嘆くように額に右手を添える。

「また面倒なことになるんでしょうね……」

「諦あきらめなアンナ、傭よう兵へいなんてやってるうちはどのみちそんな役回りさ」

　最初に入ってきたひどく大柄な女が、呵か々か大たい笑しようした。ギロリと睨にらんでくるアンダーソンの眼光をものともせず、女は向かいの長椅子にその巨体を沈める。その隣に、対照的に細身であるもう一人の女も楚そ々そと腰かけた。

　大たい樹じゆ君くん国こく王室直属聖騎士団・樹じゆ葉ようの騎士現騎士団長──メルヴァ・オルブリーズ。

　そして大たい樹じゆ君くん国こく宰相、明ミン真チエン珠ジユ。

　この二人の女は、この国の内政と防衛を司つかさどる人物である。

　アンダーソンは自らが所属する総合技能商會グラン・ギルド・分かつ手の副会長として、不在の会長に代わり王室の召集に応じ、大たい樹じゆ君くん国こくが中枢である、ここ樹林城を訪れていた。普段国から護衛補佐など防衛絡がらみの依頼を受ける際と同じく、書面にはメルヴァの署名があったため今回も同様だと考えていた。先日の騒動を受けて、防衛強化のため人員を割いてほしいと、その程度のことだと思っていた──いや、思いたかったのである。

　そこに、国王の右腕である宰相まで出てきた。しかもそれ以外に同伴者はいない──アンダーソンは胸の内にしまっていた嫌な予感が的中したのに舌打ちする。

「やはり先日の一件──まだ片付いてはいない、ということですのね？」

　苦み交じりのその言葉に、頷うなずいたのはチェンジュであった。青みがかった癖のある黒髪が揺れ、眼鏡の奥にある黒い珠たまのような瞳ひとみが柔らかく笑む。

「ひとまず、今回の騒ぎガ一般君国民に知られる事態は回避できましタ」大たい樹じゆ君くん国こくの民には見られない訛なまりを交えながら、彼女は頭こうべを垂れる。「外出禁止令ヲ出していたとはいエ、貴女あなたのご助力ガなけれバ、こうはいかなかったでしょウ。迅速な対応、改めて御礼申し上げますワ。国王陛下モ深く感謝しておいでデス」

「それはどうでもいいです」アンダーソンはピシャリと遮る。「何かわかったことは？」

　このアンダーソンの反応にチェンジュは肩をすくめるが、メルヴァは愉快そうに肩を揺らしている。手にしていた資料をめくるチェンジュより先に、前のめりになってアンダーソンの問いに答える。

「王立学院アカデミーにも解析させたが、捕縛した魔族五名からは、いずれも陽性反応が検出された──おまえさんの言ったとおりだよ。ダグリズが交戦した奴やつに至っては、あの後ほどなくして事切れた」

　髪と同じく滾たぎる溶岩のような赤色をしたメルヴァの双そう眸ぼうに一瞬、激しい憎ぞう悪おが迸ほとばしる。

「やはり……そうでしたか」

　嫌な推測ばかりが当たり、アンダーソンは爪つめを嚙かんだ。

　あの日突如ロバスト・ルーツに出現した魔族はいずれも、とても正気とは思えない様相であった。ダグリズの話によると、切り落とされた腕の断面を焼き払った輩やからまでいたという。そしてそいつの仕掛けた呪文によって、彼が戦闘を続けられないほど消耗したということも。

　樹じゆ葉ようの騎士に授けられる殉約鎧プレツジ・プレート・メイルと代行聖剣リリイズ・ハンドの防衛機構は、あまりに強力であるため安全措置セーフテイが備えられている。一度の発動につき、魔力に還元する装備者の生命力を多くとも全体の三分の一程度に留とどめるのだ。仕込まれた相そう殺さい呪じゆ文もんが際限なく発動し、生命力が枯こ渇かつすることを防ぐのである。つまり一度の戦闘中に三回までしか使えない、ということなのだが、魔法を持たないためヒット・アンド・アウェイの戦いを強いられる人間側にとっては、十分とも言える。

　しかし今回ダグリズは、一度攻撃を受けただけで戦闘不能に陥った。後に検査し、安全措置セーフテイ自体は機能していたことがわかっている。ということは、三回たて続けに呪文が発動した、ということになる。通常の魔族戦では一度に複数の呪文を相そう殺さいする、人類の切り札とも言える古代魔法が、である。

　あの魔ま狼ろうは途方もない魔力を呪文に練り込んでいたのだ──ダグリズと同じく、己が生を源とする力を。

　精神を恍こう惚こつに狂わせ、いのちを贄にえにしてまで享楽を貪むさぼる存在に堕だしてしまった魔ま狼ろうたち。その元凶の名を、アンダーソンは忌いま々いましく口にした。

「輪の外の実──こんなところにまで……！」

　それは、麻薬である。

　赤い、木の実のような形をしているという。一粒飲めばそれだけで浮世が楽園に転じ、全能感に包まれ、肉の限界を超える力を行使できるようになるという。

　だが、その名を知る者は少ない。製法も、そもそも原材料が何であるのか、どのような製法によって成るものなのかも不明なのだ。中毒症状をきたした者たちが手に入れようと躍起になっている動きを大たい樹じゆ君くん国こくが感知し、その存在を知ったのがこの一〇年のことである。調べると、同盟を組んでいる碧へき琉りゆう列れつ島とうや肺はい樹じゆ郷きようでも、中毒者が現れているという。だが不思議とその数は少なく、厳重な箝かん口こう令れいが敷かれているため一般君国民には知られずにいる。

　この悪魔の薬に魅入られた者どもは一様に言った──ある男が、持ってきたのだと。

　メルヴァは細めた眦まなじりを、びくりと痙けい攣れんさせながら言う。

「頭が半分駄目になっちまってるんで証言を引きずり出すのに苦労したが……どうも、今回もそうらしい。見世物小屋の獣として潜伏していた魔族らは、その男から実を渡されたそうだ」

「……そいつが北の氷ひよう刃じん冠かん連れん邦ぽうにいるっていうから、うちの会長マスターはまさに今単身乗り込んでいるわけなんですけれども」

　アンダーソンは不機嫌丸出しで返した。メルヴァは乱暴に頭を搔かき、チェンジュはすまなそうに頭こうべを垂れた。

「それに対してハ、心からお詫わびヲ……確かな筋からの情報でしたのデ、ミスター・スティラーに動いて頂きましたのニ、結果としテこのようなことニ……」

「まぁ確かに」溜りゆう飲いんを下げたようにアンダーソンもため息を吐つく。「あそこからの情報なら信じないわけにはいかないでしょうが……となると」

「ああ、完全に裏をかかれた」

　メルヴァは頷うなずきながら、右手で左の拳こぶしを包み、その指を鳴らす。バキバキッ、という音に、苛いら立だちと、憤ふん怒ぬが滲にじむ。

「持ち込まれた情報自体が、ここに潜入するためのブラフだった──うちへのタレコミ主にもそうとは思わせないような、な。やっこさん、相当手をかけてるぜ。現在、諜ちよう報ほう部ぶ隊たいを内密に動かして街を捜索させているが──恐らく、もうバックれた後だろうな」

　その言葉に、アンダーソンはその碧へき眼がんを鋭く細めた。

　風もない応接間であるのに、その黒髪が微かすかに、ず……っ、と宙に広がった。表出しない彼女の、しかし確かな感情が、周囲に流れる魔力に干渉し、乱れさせているのだ。

「……輪の外の実が現在、他に広がっている兆候は？」

　押し殺したようなアンダーソンの声に、チェンジュが頷うなずく。

「今のところハ──我が祖国、碧へき琉りゆう列れつ島とうでの例を見てモ、奴やつは実ヲばらまくことはせズ、あくまで対面した相手のみニ与えていマス。その理由ハ不明ですガ……今回モそうであるト、ひとまず仮定しましタ」

「勿もち論ろん、別に中毒者が出ていないか騎士団の方で目を光らせてある。警けい邏ら隊たいには詳しいことは臥ふせているが、祭前だってことで異常があればすぐ城に伝えるよう、今朝改めて通達を出した──怠けたヤツはあたしのオシオキつきだっつってな」

　メルヴァはそう言って、並の男を遥はるかに凌りよう駕がする筋肉を纏まとわせた腕を示し、力こぶを浮かせて見せた。いたずらっぽくニカッと笑う彼女にアンダーソンの口元もほころぶ。が、すぐに〝仕事〟を前にした傭よう兵へいの──魔族殺しのデモン・キラーアンダーソンの、顔に戻る。

「捕縛した魔族は五名……見世物小屋の獣に紛れて潜伏していた、と言いましたね。他に同様の者は？」

　その指摘に、我が意を得たり、とチェンジュは微笑ほほえんだ。

　そして手にしていた資料を、アンダーソンの方を向けてテーブルの上に置く。

「それガ、今回総合技能商會グラン・ギルド・分かつ手に依頼する任務であリ──国王陛下からノ勅命デス」

　ここで少しばかり結んだ口を曲げて、アンダーソンは資料を手に取る。

　そしてパラ、と表紙をめくりそこに書かれている文章を読むと、今度は間違いなく顔全体を歪ゆがませた。

「あの女……っ！　他ひ人と事ごとだと思ってまたこんな……！」

　小声で洩もらした不平は、しっかりチェンジュの耳に届いている。

「マァ、なんて物言いデスカ、ミス・アンダーソン。あのお方ハ……」そう言って少し言いい淀よどんでから、続ける。「──この国の王にあらせられマス、慎みなさイ」

　チェンジュの言葉に耳を貸さず、アンダーソンは頁ページをめくり続ける。

　その手がある箇所で止まる。

　それは輪の外の実を飲んだ魔族五名の状態を報告した章で、添付資料として、近年大たい樹じゆ君くん国こくでも普及した写真が、貼り出されている。

　自我を潰かい滅めつせられ、悦楽に追従するばかりの存在となった、いのちのなれの果て──そうなる選択を行ったのは、他ならぬ魔ま狼ろう自身であろう。いわば自じ業ごう自じ得とくとも言える結末に、同情の余地はない。

　ただ彼らの意志に介入し──ともすれば誘導までして、この事態を招いたその元凶が、いる。

　そいつは今もこの世のどこかをのうのうと歩き、次の獲物を探している──。

　アンダーソンの碧へき眼がんに、憎ぞう悪おの焰ほのおが立ち上った。

　微かすかに震える薄い唇に、その怨おん敵てきの名がついて出る。

「……必ず捕まえて、目に物見せたる──イエス・マン」




　　　　◇◆◇




　そしてアーティはまた、お盆を構えてその部屋の扉とにらめっこしているのだった。

　むーん、とむっつり顔をすること三分。通りかかったイグネットが、意地悪く笑ってからかってくる。

「なんだよアーティ、まーだダガーが苦手なのか？」

「に、苦手なんかじゃないですし！」

　そう強がってそっぽ向くアーティをよそに、キヒヒと笑ってすれ違っていくイグネット。階下では、ウェンディが怒鳴りながら彼を探す様子が聞こえてくる。どうやらまたケンカしたらしい。

　屋根裏に通じる奥の階段を、軽やかに上がっていくイグネットを見送りながら、アーティはこの奇妙な状況に対してため息を吐ついた。

（ふしぎな人たちです……僕は、魔族なのに）

　魔ま狼ろうの襲撃から二日。何も知らないロバスト・ルーツの君国民たちは、見世物小屋から獣が逃げた騒動などすっかり忘れ、三日後に迫った祭典──瞬しゆん夜や祭さいに向けてますます慌ただしく立ち回っている。とはいえ、魔ま狼ろうに直接襲われた三人の子どもとともに、これ以上一緒にいることはできないだろう──そう考えたアーティは、あの晩アンダーソンに、陽と風香の丘のあの家に帰りたい、と申し出た。

　そのとき、颯さつ爽そうと現れたセルシアに半ば強制的に連れ去られた。その先にいたのは、イグネット、ウェンディ、ブレイズだった。

　慌てて角を隠そうと手をバタバタさせるアーティに対して三人は一斉に言った。

「助けてくれてありがとう、アーティ」

　目をぱちくりさせているアーティに、セルシアが微笑ほほえんで言った。

「安心して、アーティくん。少なくとも木漏れ日の家ここでは……もう、魔族であることを隠さなくて、いいから」

　後でアンダーソンが説明してくれたのだが、大たい樹じゆ君くん国こくの孤児院での教育は、これまでの歴史認識と異なる立場で行われているのだという──つまり、魔族を一方的な悪として扱わない、ということなのだそうだ。

　無論、いまだ人間界の大部分では──魔界がそうであるのと同じように──これまで幾度と対立を繰り返してきた相手こそが諸悪の権ごん化げである、と考えられている。一般君国民の間には、見たこともない魔族への嫌けん悪おも根深い。

　だがある頃から、大たい樹じゆ君くん国こく王室からそのような見解が公式に発布されることはなくなった。のみならず、王室の直接影響下にある機関──孤児院や王立学院アカデミー等──では、中立的な立場をとることが推奨された。そうした活動に加えこの三〇年の間、両者の間に全面的な戦争が起こらなかったこと、また人間界全体の経済が活性化して闘争どころではなくなったことも手伝い、若年層の間では魔族に対する偏見や憎ぞう悪おは、比較的薄まりつつあるのだという。

「なにより、あなたは体を張ってこの子たちを助けてくれたんだもの。感謝したってしきれないわ」

　そう言いながら頭を撫なでてくれたセルシアの手のひらは、あたたかかった。

　そうした経緯で、ひとまずアーティは木漏れ日の家に滞在を続けていた。一緒に祭を見て回ろう、という三人のプッシュがすごいこともあったし、アンダーソンも急な仕事が入ったということで職場に行ったきりだったので、帰るタイミングを逸してしまったのである。

　ここにいると、自分が何者であるかも忘れ、つつがなく毎日を享受したくなってしまうアーティであったが──問題が、無いわけでない。

　はぁ、と盛大にため息を吐つき、アーティは意を決した。イグネットに見み栄えを張った手前、いつまでも突っ立っているわけにはいかない。

　コンコン、と扉を叩たたく。返事がないのはいつものことだ。重たい口をなんとか開き「……しつれいしまーす」と不承不承言う。

　扉を盾にするような気持ちで、一歩一歩慎重に進んでいく。

　すると三歩目で、

「だから入ってくんなつってんだろーがこのクソ魔族！」

　と槍やりのごとく罵ば声せいが投とう擲てきされた。

　扉により少し相そう殺さいされマシにはなっているが、鼓膜を食いちぎらんばかりの怒声である。それが矢継ぎ早にアーティめがけて飛んでくる。発しているのは、ベッドの上で絶対安静を言い渡されているはずのダグリズである。

（……なんで僕が、持ってこなければならないのでしょーか）

　内心むかっ腹を立てながら、罵ば詈り雑ぞう言ごん（しかも語ご彙いが貧困ですごく幼稚）の嵐の中をゆくアーティである。まぁこれが、魔族に対する普通の人間の反応だろう……とは思いもするが、毎度食事を運ぶたびこうだと、温厚なアーティでもプチッとどこかの血管が切れてしまいそうだった。これさえなければ、ここでの生活はすばらしいのだが……その大元締めたるセルシアに「じゃあアーティくん、お願いね♥」とわざわざ指名されているので、拒否権がない。

　がるる、と狂犬さながらに唸うなりを上げるダグリズを余よ所そに、ベッドに備え付けてある簡易テーブルを起こして、その上におぼんに載せたそれ──土鍋を、れんげとともに置く。

　同時に、ダグリズの唸うなりが止やんで、ぐきゅるる、と腹の音が応答した。アーティが土鍋の蓋ふたを開けると、やわらかな湯気と共になんとも香ばしい匂においが立ち上る。

　アーティ特製、まろヤギチーズとたまねぎの麦むぎ粥がゆである。

「お、おまえな……こんな……魔族が作ったモンなんぞを、この、俺が……」

　強がってみせるダグリズだが、その口の端によだれが垂れる。さらに、ぐうきゅーるるるる！　と、バキュームみたいな腹の音が畳みかける。その右手が、つつつ、とれんげに這はいより、ガッと握って、麦むぎ粥がゆをかきこみ始めるのは一瞬の出来事だった。

「勘違いすんなよ──うめぇっ！　これは毒見だ──パねぇ！　おまえが姉さんやチビどもに変なモン食わせてないか──やべぇ！　確認してるだけだかんな──超うめぇっ！」

　毎回のことなのでだいぶ慣れたものの、食べ散らかしながら建前と本音とを交互に叫ぶのやめてくんないでしょうか……とアーティが呆あきれているうちに、鍋の中はすっからかん。空腹が満たされたダグリズは、さっきまでより少しは穏やかな顔してご満悦である。

「はいはい、おそまつさまでしたー」

　心のこもらない挨あい拶さつをして、アーティが土鍋をお盆に載せようとした、そのときである。

「おまえ、あいつと一緒に暮らしてるんだろ？」

　珍しく、ダグリズが罵ば倒とう以外の言葉をアーティに投げかけた。

　勿もち論ろん、その言葉はつんけんしているのだが、これまでのものと少し種類が違うような気がして、おや、とアーティは思った。

「……あいつ、とは？」

「そんなの、ひとりしかいねぇだろうが！　……アンナだよ」

　ダグリズの不可解な態度に、アーティは生返事を出すことしかできない。第一、ええそうなんです一緒に暮らしてます、なんてったって抹殺しないといけないですから──なんて言おうものなら、こっちが本気で殺されかねない。

　アーティが言葉に詰まっていると、ダグリズは勝手にぐずぐず質問を重ねてきた。

「その……どーよ？　最近の、あいつ」

「どーよ、とは？」

「ほらっ、色々あるだろうが！　相変わらず部屋が汚ねぇ、とか、物食い散らかす、とか、要らねーもんまで買い込んでくる、とか！　……夜、なんか落ち込んでるみたいだ、とか……」

　口ごもりながらの最後の言葉は、アーティには聞き取れなかった。が、前半部分だけで十分摑つかみはわかった。自分が訪れる前のあの惨さん憺たんたる汚宅を思い出す。

「まぁ……相変わらず、なんじゃないですかね。毎日何個も紙袋抱えて帰ってきますし。その中身がどれも大して必要ないものですし」

「ふむ、そうかやっぱりか……」

　どこか機嫌を良くしたようなダグリズを不気味に思いながら、アーティは続ける。

「ご飯も大変です。五人前くらい用意しておかないと、怒られます。しかも連続して似たようなメニューだと、凄すさまじいブーイングをくらうのです」

「そう、そうなんだよ！　あいつ、昔っからそうでさー！　俺も食事当番のときは苦労したわーマジで！」

　フレンドリーに相あい槌づちを打つダグリズの変へん貌ぼうっぷりは理解できなかったが、〝昔から〟の一言にアーティは深く納得した。アンダーソンの幼少期、というのはなかなか想像しがたいものであったが、あのぐうたらっぷりは一朝一夕で大成するものではない。

「……セルシア姉さんに聞いたんだけどよ」と、ダグリズはそっぽを向いて歯切れ悪く言う。「おまえ、あいつのきったねー家、丸ごと掃除したんだって？」

「ええ、そうですが」

「……あいつ、その家に誰か連れてきたりしてんの？」

　質問の意図がよくわからないながら、アーティは特に考えず答える。

「いえ……お客様といえば、この前セルシアさんがお越しになったくらいですが」

　そこでダグリズはぐりんと首を回してアーティをまっすぐ、ほとんど睨にらむようにして見つめた。赤茶の双そう眸ぼうは強い光を放っていたが、殺気というよりも焦燥の色が浮かんでいる。

「そりゃ本当か？　男とか来てないか？」

「……？　いえ、一度も」

　するとダグリズは一転、満面の笑みになって、ひとりで何度も頷うなずき返かえした。

「そうだよな！　そぉーだよなっ！　ちょっと家が綺き麗れいになったくらいで男呼び込むようなタマじゃねえよな、あいつは！」

　ガハハ、と笑いながらダグリズは、アーティの頭を乱暴にわしゃわしゃと撫なでる。

「おまえ、大変だったろあの家掃除すんの！　ってか、維持するのも辛つらいんじゃね？」

「そ、そうですねぇ」アーティは乱された髪を直しながら答える。「次から次に物が増えるし、あっちこっちに散らかされるので、心休まる暇がないというか……」

「ああ、気づいたら物増殖してるんだよな。孤児院時代、俺の棚あいつのおもちゃで占領されてた。しかも一回も使った形跡ないヤツとかあんの」

「なんなんでしょうね、あれ……買っただけで満足するってことなんですかねぇ。どんどん使わないものばっかり増えていって部屋を圧迫するので、やめて頂きたいんですが……」

「それなー。まったく、あいつは昔っからホント進歩がねぇっつーか……」

「ああでも、一番やめてほしいのは、夜僕をだっこして寝ることなんですけど」

「……は？」

　団だん欒らんとしつつあった空気が一瞬で凍るのを、アーティは感じた。

　思わず、お盆を落っことしてしまう。生命力をぎりぎりまで使い果たして、一週間は立ち上がれないと言われているダグリズが、ずずず、と膝ひざを立て立ち上がろうとしている──その様子は、先日の騒動で肉薄した際よりずっと鬼気迫るものだった。簡易テーブルが押しのけられ、はずみで土鍋とれんげが床に落ち、ゴトン！　と大きな音を立てる。が、そんなことは意に介さずダグリズは顔を俯うつむかせながら言った。

「え？　なに？　おまえを？　だっこ？　あのでっけぇクマじゃなくて？」

「に、してくださいって、僕は言ってるんですけど……」

　遂ついにダグリズの左足が、ダン！　と床を踏む。命の危機を察知したアーティは急いで後ずさるが、何せ狭い室内、すぐ壁に背がついてしまう。

「コロス……この場で……今すぐ……コロス……！」

　ダグリズは、シュコオォ……シュコオォ……と、何か別の生命体になってしまったような荒々しい呼吸音をさせている。

　左足のときよりも異常に速く、右足も床にオン。アーティに襲い掛かるのも時間の問題となった──そのとき。

「はーい、そこまで」

　音もなくダグリズの傍かたわらに現れたその人物は、緊張感もなくそう言って、

「絶対安静って言われているんでしょう、ダガー？　大人しくなさい」

　と、彼の鳩尾みぞおちに強烈な右ストレートをくらわせた。

　唐突な展開に悲鳴を出すのも忘れ、アーティはあんぐりと口を開けてみているしかない。

　かはっ、と唾だ液えき交まじりに声を吐き出してから、ダグリズはこの乱入者を睨にらみつけた。

「ぐっ……アンナ、てめぇ……！」

「あら、この程度は戻さず耐えられるようになりまして？　さすが聖騎士様、日々の研けん鑽さんが窺うかがえますこと」

　乱入者──アンナ＝Ｌ・アンダーソンは嫌味たっぷりにそう言って、前かがみに悶もだえるダグリズの身体を軽々と倒してベッドに再び横たえさせた。

　彼女は部屋の壁かべ際ぎわで縮こまっているアーティを見て歩み寄り、膝ひざをついて彼の顔を覗のぞき込こむ。

「大丈夫でして、アーティ？　ダガーはちょっと乱暴が過ぎますから……怪け我がはありませんこと？」

「あ、えっと、大丈夫です、ハイ！」

　とはいっても、彼女はまじまじとアーティの顔を見つめてくる。至近距離で顔を突き合わせているとなぜだか胸が高鳴ってしまうアーティだったが、ベッドの方から不穏なオーラが漂ってきたのでチラリと横目で眇すがめた。ゴゴゴ、と大仰な効果音を発さんばかりに、再びダグリズが起き上がろうとしているので、反射的に逃げようとするもアーティの背は壁と熱烈なキスをするばかりだ。アンダーソンは呆あきれたように肩を竦すくめている。

　しかしこの剣けん吞のんな雰囲気も、

「もう、ダガーったら。だめじゃない、アーティくんをいじめちゃ」

　のほほんとした声とともに終わりを迎えた。

「ね、姉さん……」

　開きっぱなしの扉を閉めつつ入ってきたセルシアの姿を見て、ダグリズの動きが鈍る。その肩をぽんと押して彼を寝台の上に寝かせると、セルシアは手を腰に当てて嘆いた。

「ふたりが仲良くなるようにって思って、アーティくんにいつも持ってきてもらってるのに……弱い者いじめするような子に育てた覚えはありませんよ？」

「要らねー心配だよっ！　ってかそれなら怪我人の腹殴るこのゴリラ女に言ってくれ!!」

「あら、それはわたくしのことかしら」

　すかさず、アンダーソンは立ち上がってベッドまで戻る。そしてそのヘリに腰かけると、ダグリズの項うなじの下にズボッと右腕を差し入れ、くっと手前に引き、気道をがっちりロック。

「ちょっとよく聞こえませんでしたのでもう一度言ってくださる？　ゴ？」

「うっぐ、ぐぐ！　こ、の、ゴリ……！」

　遠くから見守るしかないアーティの目にはアンダーソンが大して力を入れているようには見えないのだが、どんどんダグリズの顔は蒼あおくなっていく。バンバン布ふ団とんを叩たたいて抗議する彼の腕が動かなくなったとき、ようやくアンダーソンは解放した。ゴホ、ゴホ！　とせき込みながら新鮮な空気を吸おうとするダグリズを、既に立ち上がった彼女は満足げに見下ろす。

「ふふ、ダガーごときがわたくしに盾突こうなど、百億万年早くてよ」

「ぜぇ……ぜぇ……てめぇ、治ったら憶おぼえてろよ……！」

「あら、死にかけのくせに威勢だけはご立派ですこと」

「ふん！　どんなときも闘う気概がねぇなら、騎士としちゃ死んだも同然だ！」

　だんだんコントの様相を呈してきた事態をただただ遠巻きにしているしかなかったアーティだが、その様子に気づいたセルシアが近づいてくる。

「ごめんね、アーティくん。このふたりったらいつもこうなの」

「は、はぁ……」

　差し出された手を摑つかんで、アーティは立ち上がった。アンダーソンとダグリズは、まだやいやい言い合っている。そう言われれば、セルシアを含めて三人は同じ時期にこの孤児院で育ったのだということを思い出した。アンダーソンも、口ぶりこそいつもの淑女然としたそれであるが、打ち砕けた態度でダグリズをからかっている。なぜかそこから目が離せないでいるアーティに、どこかニヤニヤした笑みを浮かべたセルシアが言った。

「もしかして、妬やいちゃった？」

「へ？　いや、クレープのタネはまだ寝かせてますよ？」

　今日のおやつのことだと思った彼は、セルシアの方にくりんと顔を向けてそう言った。が、彼女は「うーん、まだ早かったかぁ」と苦笑い。アーティはまったく事情がわからないのだが大したことではなかったらしく、セルシアはあっさり話題を変える。

「今からちょっと市場通りへ買い物に行くんだけど、荷物持ちに付き合ってくれないかしら。外に出るから、また変装してもらわないといけないけれど……」

「！　はい、行きたいです！」

　変装、の二文字に抵抗がないわけでなかったが、強い好奇心の前に即答するアーティであった。初めてロバスト・ルーツに来たあの日はろくに見て回れなかったので、密ひそかに機会を心待ちにしていたのである。

「じゃあわたしたちは出かけてくるから。ダガー、大人しくしてなきゃだめよ？」

　そう言いながら、セルシアは手早く床に落ちて転がっていたお盆と土鍋、それかられんげを拾い上げ、扉へとスタスタ歩いて行った。土鍋が落ちた後の床が少し汚れていたのに気がついて、アーティは足早に近づくと手持ちのふきんでささっと拭ふき清きよめた。

　立ち上がるとき、横になっているダグリズと目が合う。やはり敵対的な眼光でアーティを一いち瞥べつしてから、ダグリズは目を逸そらした。アーティも、つんとそっぽを向き、小走りでセルシアのことを追った。

　パタン、と扉が閉じると、廊下の向こうで二人分の足音が遠のいていく。それも聞こえなくなると室内は一時静寂に包まれた。







「──これを」

　そう言って沈黙を破ったアンダーソンはベッドに腰掛けたまま、左ポケットから取り出したそれをダグリズに渡す。携帯用の酒瓶である。

「デイム・オルブリーズからです。貴方あなたのようなのは言ったところで安静に寝ているわけないのだから、これでも飲ませて転がしておけ、と」

「さすが団長、お見通しか」

　ダグリズは上体を起こすと、蓋ふたを捻ひねって外し、早速口をつけた。そこから漏れて香る芳香は、それだけで濃厚で甘やかな酔いを感じさせる。魔ま樹じゆ生い茂る肺はい樹じゆ郷きようの奥地で、僅わずかばかり醸成される樹液の蒸留酒、灼息酒ブリズ・ラム──ひと口飲んだだけで翌日強烈な悪酔いを約束するそれを、ダグリズと聖騎士団団長のメルヴァ・オルブリーズが好んで飲むことをアンダーソンは知っていた。

　上機嫌で喉のどを鳴らしていたダグリズだが、やがて瓶から口を離すと、その赤茶の目でアンダーソンを眇すがめた。そこには先ほどまで悪ふざけをしていた様子などもはやなく、聖騎士としての彼がいた。

「団長のところに行ったってことは……例の件、やっぱ終わってねぇんだな」

　アンダーソンはその問いにしばし口を噤つぐんでいた。だが、つい、と窓の外へと視線を投げると、それで踏ん切りをつけたように唇を押し上げる。

「静養に専念させるため、貴方あなたには言わないようにと申しつけられています。が……どうせ隠したところで後に知れたこと。ただ、わたくしから聞いたとはくれぐれも言いふらさないよう」

「ああ、団長キレたらこえーからな」

　きひひ、と笑いながらもう一口酒を呷あおるダグリズに、少しばかりアンダーソンの口元もほころぶ。だが、すぐさま引き締める。

「あの日捕縛された魔族は計五名。そのうち、貴方あなたが交戦した者は亡なくなりましたわ。ですが、残る四名から証言を引き出し、なんとか今回の騒動について全ぜん貌ぼうを摑つかむことができました」

「本当か？　結構手こずるかと思ったが……まさか団長、スペシャルコース出してきたか」

　その〝スペシャルコース〟とやらを味わったことがあるのか、ダグリズは大げさと見て取れるほど体を震わせている。が、そうでないことをアンダーソンは知っている。

　輪の外の実の被害者を籠ろう絡らくすることは、いとも容易たやすい──奴やつらは実を手に入れるためなら手段を厭いとわないのだから。実をいくらでもやる、と言われた魔ま狼ろうたちの口は即座に軽くなった。約束が反ほ故ごにされると、その狂騒は地獄さながら──牢ろうの壁に頭を打ち付け続けた者もいたとメルヴァは語った。

　どのみち、実の存在を知らないダグリズには思いもよらないことではある。勘違いを利用して、アンダーソンは続ける。

「連中は全体で一〇名。いずれも見世物小屋の獣に化けてロバスト・ルーツに潜入。魔族には魔法とは別に、動物等への擬態能力があることが知られています。それを利用したのでしょう」

「──残党は、見世物小屋には？」

「残っているわけもなく。わたくしも調査に同行しましたが、不自然な魔力の流動は感じられませんでしたわ。擬態していても動物のそれと、魔族のそれとは明確に異なりますから……残りの五名は、騒動に乗じて市街に散り散りになったと考える方が無難でしょう。そして今も潜伏している──」

「クソッ！　魔族どもが街に……！」

　立ち上がろうと身を捩よじったダグリズのその額を、アンダーソンは人差し指ひとつで押さえた。

「落ち着きなさい、サー・ダグリズ・アンダーソン」

「退どけ、アンナ！　こうしてる間にも奴やつら、また街を襲うかも──」

「それはありませんわ」

　確固たる断言に、はやるダグリズも言葉に詰まる。

　アンダーソンは手を下げると、淡々と言った。

「奴やつらの目的からしてその可能性はありません。今回の魔ま狼ろうたちの脱走騒動は、向こうにとっても完全なるイレギュラーです」

「目的……？　いったい何だって言うんだよ！」

「ありていに言えば、意趣返しです」

　アンダーソンの碧へき眼がんが、キッと細められる。

「──首謀者の名は、スルヴェート・ラミエスバッハ。聞き覚えは？」

「ラミエスバッハ……」ダグリズは記憶を探るように瞬しばたかせていた目を、ハッと見開く。「それって三ヶ月前人間界に侵攻しようとして、お前に返り討ちにあった……あの魔族の名門……！」

「その通り」

　アンダーソンは手を下ろすと、黒髪を揺らして立ち上がった。ヒールを鳴らし、窓辺に寄る。

「もう馬鹿なことを考えないようにプライドをバッキバキに折って差し上げたつもりだったんですけれど──どうも家を出た放ほう蕩とう息子むすこが一人、残っていたそうでして。ボロボロになった身内を目まの当たりにして、息巻いているようですの──人間どもにも同じ苦しみを、と」

「同じ、苦しみ……？」

「つまり、人間にとっての自尊心を著しく損なわせようと」

　肩越しに、彼女はダグリズを見み遣やる。

　その眼まな差ざしに彼はゾッとした。その視線は自分に向けられているようで、遥はるか彼方かなたに据えられている。この街のどこかに潜むそいつを──その強い侮ぶ蔑べつで射殺さんばかりに。

「奴やつが目もく論ろむのは」

　薄い唇が、淡々と告げる。

「大たい樹じゆ君くん国こく国王リリエンシア・ドゥ・ラ・ソレユァン・シュラブルの殺害──そう、瞬しゆん夜や祭さいの開始が宣言されるまさにその日、百万の観衆の眼前で」

　簡潔に語られた事実に、ダグリズは言葉を失った。

　大たい樹じゆ君くん国こく国王──我らが貴婦人ノートル・ダムの、殺害。

　それは大たい樹じゆ君くん国こくの──いや、人間界中の多くの人々にとって、希望の崩壊を意味する。

　このおよそ三〇年、魔族との全面衝突がなかったのも、人間界内での交流が活発になり経済が上向いたのも、なにより虐しいたげられ続けた下層民が再び自尊の念を持ち、明日を生きる気力を取り戻したのも、彼女とそれを支えた勇者一行の先導があったため──そう考える大たい樹じゆ君くん国こく民みんは非常に多いし、国外にも彼女の影響力は強大に及んでいる。

　その彼女が失われれば、人間界はどのような混こん沌とんに陥るのか──ダグリズはそれ以上考えたくなくて、強く、歯を嚙かみしめた。

「開催宣言は明々後日しあさつて、昼の式典セレモニーで行われます」対するアンダーソンの口調は、どこか面倒くさそうである。「例年通り、あの女がひとり壇上に現れてご高説を垂れるわけです。──そのときが、奴やつらにとって最大にして最後の好機。それまでは屈辱にも耐え、この街で息を潜めることでしょう。ご苦労なこと」

「……なぁ、それを陛下はわかってるんだろ？　式典セレモニープランの変更とか……いや、そもそも祭自体を延期すべきじゃ──」

　至極まっとうな意見を述べるダグリズだが、アンダーソンはぷい、と顔を背けて、

「『──というように考えるのは、敗北と同義である』」

「……は？」

　間抜けな声を出す彼を余よ所そに、アンダーソンはどこからか出してきた資料をパラパラ眺めながら続けた。

「『大たい樹じゆ君くん国こくは自身の尊厳に懸けてこのような圧力に屈従しないと意志を新たにし、例年通り瞬しゆん夜や祭さいを決行する。ひいては卑屈な武力行使は何ら人間界の活動に影響を及ぼさないと首謀者及び潜在敵対勢力に示すため、当非常事態を一般君国民に知られず、また被害を出すこともなく解決する必要がある。以上から、大たい樹じゆ君くん国こく聖騎士団の表立った出動は最小限に留とどまらざるを得ず、ここに総合技能商會グラン・ギルド・分かつ手に事態の収束を依頼するものとする』──要するに、」

　ぐしゃ！　と資料を握にぎり潰つぶす。彼女の長髪が、風もないのにぶわりと広がった。

「祭はキャンセルしたくないし一般君国民にも知られたくないからどうにかしてね☆　っていう、いつものムチャぶりですわ……！」

　そして潰つぶした（結構な厚みがあったはずの）資料を力任せに丸め、横よこ薙なぎにブン投げる。タンスに当たったそれは落下して、見事クズかごに収まった。

　ダグリズは今更ながらに、なぜ彼女が禁じられた情報をペラペラ喋しやべるか理解した。

　とどのつまり、愚痴りたかったのである。思わず、彼も苦笑いする。

「まぁ、リリィ様らしいっちゃぁ、らしいが……大丈夫なのか？　祭まであと三日、その上お前んとこの会長……スティラーさんもいない。せめて、聖騎士団の諜ちよう報ほう部ぶとだけでも連携するよう団長に──」

「いえ……あの女の命令、というのは癪しやくに障さわりますし、まだ具体案もまとまってはいませんが──」

　サラ、と音を立て、アンダーソンの髪が鎮しずまる。肩にかかったそれを優美な手つきで払うと、耳にした銀ぎん環かんの飾りにそっと触れた。

　そしてダグリズの方に向き直る。そこには、今し方まで駄々をこねる子どものような言動を見せていた彼女は見当たらない。

　戦場に靡なびく黒髪デツドリー・ブラツク、死の雨を呼ぶ碧眼アイス・ブルー、血ち溜だまりを逍しよう遥ようする淑女レデイ──そう形容される人類最強の傭よう兵へい、アンナ＝Ｌ・アンダーソンがいた。

「完遂してみせます。それがわたくしの選んだ道ですから」

　きっぱりと言い切るその様に、ダグリズは見み惚ほれて口を開けていた。

　しかし、すぐに気づいて目を瞬しばたたく。

「おいアンナ、お前まさかまた一人でムチャするつもりか？」

　彼のその言葉に、アンダーソンは答えない。用はすべて終えた、そう言わんばかりに扉に向かって歩きはじめる。それこそは他ならぬ肯定で、ダグリズは起き上がりながら叫んだ。

「図星か！　おい待て、なら俺も一緒に──……?!」

　言い切る前に、強烈な眩暈めまいを覚える。

　酒のせい、だけでは到底説明しえない強制的な、眠気。

「……そう言うと思いました」──そう言う彼女の声も、どこか反響して聞こえる──「ダガー、今あなたの仕事は静養すること。そこでぐっすりお眠りなさい──祭が始まる、そのときまで」

「酒の中、か……！　くそっ、何を入れやがった……！」

　歪ゆがみながら霞かすむ視界の先で、彼女が肩越しに振り返り自分を見下ろしているのがわかる。困ったように、だけどどこか柔らかく。

「ご安心を、先生ドクターの最新作ですわ。三日ほど死んだように眠らせることで全身の超回復を図る特効薬です。目覚めたらすごくお腹なかが減っているそうですから、今から食事を楽しみになさって──おやすみなさいダグリズ、よい夢を」

　ちくしょう。その言葉は小さく漏れたが、バフン、と彼がベッドに倒れ込む音に搔かき消けされた。アンダーソンが扉を閉めて出ていくのは、もう彼にはわからなかった。










　　　　◇◆◇




　アーティはイグネット、ウェンディ、ブレイズと共に、セルシアのお買いものを手伝いに街に出た。

　市場通りの相変わらずの人出の多さだ。騒動があったあの日と同じ──いや、それ以上に人々が集つどって、めいめい用事をこなしている。かしましく飛び交う会話の中にも、やはり祭の準備で、という言葉が混じっている。

「あんなことがあったのに……みんな、たくましいですねぇ」

　先日の体験は時折、寒気と共にアーティの脳裏に蘇よみがえった。ぶるりと震えていると、隣を歩くセルシアが応こたえる。

「ええ、だってみんな知らないんですもの」

「えっ?!　そうなんですか？」

「そうよ。あの日のことは、〝見世物小屋の獣が逃げたけど無事捕獲された〟──そういうことになってるの。だからアーティくん……じゃなかった、アーシアちゃん、あんまり大きな声で話しちゃだめよ？」

「は、はい。……でも大丈夫なんですか、それで……？」

　呆あきれ半分に呟つぶやくアーティの言葉に、セルシアは微笑ほほえんで頷うなずくだけだった。だがそのなかに、いつも彼女が浮かべる笑みとは違うものが混じっているような気がした。

　どうにもならないものに、目を瞑つぶるしかない苦しみに耐えるような、そんな──。

「ママ・セルシア！　今年は何のパイ？」

　ウェンディが無邪気にそう言って、セルシアの腕に抱きついてきた。そうねぇ、と応こたえる彼女に、露店から声がかかる。

「セルシアちゃん、どうだい！　肺はい樹じゆ郷きようから生吹桃メル・ペツシユ仕入れてるよ！　パイにはもってこいだよー！」

「あら、いいわね！」

　セルシアはウェンディをそのまま伴って、露店に寄っていく。アーティも興味をそそられてついていくと、露店の店主が手にしているそれが見えた。上部は真紅、下は純白、胴にそのグラデーションがよく映えたうつくしい果物だ。近寄ると、どこか爽さわやかな酸味を伴う芳香が鼻をくすぐる。

　セルシアは店主から生吹桃メル・ペツシユを受け取ると、その上質さに感嘆した。が、すぐに首を傾かしげる。

「でもこれ、肺はい樹じゆ郷きようでは年中生なるけどすぐ悪くなるから、暑いこの時期には買い付けられないっておじさん言ってたじゃない。こんな鮮度のいいもの、どうやって？」

　そういうと、店主は自慢げに背後を親指でくいっと指した。店主が両腕でかかえてなんとか運べる程度の大きさの、箱のようなものがザッと一〇個、二段に重ねて並べられている。

「王室の方から普及のためにって、冷蔵箱アイスケツト買う商會ギルドに助成金だしてくれてんのよ。それで商人商會ギルドのほうでも金出しあって、共同で大量購入したってわけ！　おかげで外国の美う味まい生モンたくさん仕入れられるって寸法よ！」

「まぁ！　じゃあ今年の瞬しゆん夜や祭さいはますます盛り上がるわねぇ！」

「そうそう！　だからぜひぜひ、うちの果物使っておくんな！」

「えー、でもお高いんでしょう？」

　にこやかに盛り上がる二人。だがアーティはその間に激しい火花が散っているような気がして、背筋に悪お寒かんを感じぶるりと震えた。ウェンディが裾すそを引っ張る。

「向こうで待ってよ。あーなると長いの、ママ・セルシア」

「そ、そうなんですか？」

「うん。〝ねびき〟か〝さーびす〟してくれるまで、絶対帰らないんだから」

　そう言いながらなぜか胸を張るウェンディ。だがそのはずみで頭に載せたベレー帽が落ちそうになり、慌てて押さえようとしたところで誰かがそれを奪っていった。

「やーい、まぬけのウェンディ！」「こらぁ！　返しなさいよイグネット！」「ふ、ふたりとも！　こんなところで暴れないで！」

　舌を出して奪ったベレー帽をひらひら振って見せるイグネットを、怒って追いかけるウェンディ。往来でふざけまわるふたりを止めようと後を追うブレイズと、どこに行っても変わらない三人のやりとりを、アーティは苦笑しながら見守った。

　だが、じゅう、と肉が焼ける音がして振り返る。

　向かいの露店で、料理人が鉄板の上で肉と野菜を手て際ぎわよく炒いためている。そう言えば最初にやってきたばかりにも似たような露店を見た憶おぼえはあるが、こんな火の気のないところでどうやって、と驚いたアーティは、まじまじと見て気づく。どうもアンダーソンの家にもあった、発火熱台フユーレンジに似たような仕組みのものらしい。

（……もしかして──）

　アーティは深呼吸すると、気を鎮しずめて、瞼まぶたを閉じた。高度な呪文を発現させるときのように、精神を集中させ、周囲の魔力の流れを感じ取る。

　すると予想したとおり、市場通りのあちこちにめいめい独立する魔力の流れが感じられた。どれも魔族の彼からすれば単純な呪文──小規模な火炎や、発光、冷却など──であるが、それでも人間が魔法を使えないことを考えると、異常な事態である。

（はぁー……ということは、冷蔵箱アイスケツトや発火熱台フユーレンジみたいなものが、この街にはたくさんあるのですね……）

　人間の技術がそこまで普及していることを知らなかったアーティは、嘆息した。

　と同時に軽い眩暈めまいを感じて、集中を解く。

　魔力流動の探知は、魔族であればある程度誰でもできはするが、その練度には個体差がある。この世の生命体は等しく、莫ばく大だいな魔力を各おの々おのの中で内燃し、肉体と精神を駆動させて生体活動を営む。つまり、自らの中にも魔力の流れがあるのだ。そのため、魔力流動を探知すると波動の異なるそれが自身のそれに干渉し──ありていに言って、酷ひどい酔いを引き起こすのだった。

　アーティ程度では大雑把な事しかわからないが、彼の祖父・セルヴァンや鍛錬を重ねた魔族軍の兵士などは、この酔いを引き起こすことなく精せい緻ちに解析して呪文の仔し細さいを暴あばくことができる。彼の主人に至っては、その気になれば呪文に限らず魔界中の生命体の状態を魔力の流れだけで探ることができるのだというが、これは半信半疑だった。

（……おじいさま、ご主人様……）

　ふと、魔界のことを思い出してしまうと、どうしても胸が締め付けられる。

　思わず涙ぐみそうになって必死に堪こらえていると、そばを通りかかった老婦人が立ち止まって声を掛けてきた。

「あらお嬢さん、どうしたの？　迷子かしら」

「い、いえ、大丈夫です！」

　慌てて俯うつむくアーティに、老婦人は優しく微笑ほほえんだ。そして手に抱えていた花束から一輪抜き出して、差し出す。おずおずと受け取ったアーティは、素朴だが凜りんと咲き誇る、人間界の白い花に見み蕩とれた。

「これは……？」

「ああ、外よ国そからいらしたのね」老婦人は納得したように頷うなずいた。「それはリリィ・ヴ・セル。この国の国花よ」

　そう言うと、老婦人は顔を上げ、数歩先から自身を呼ぶ声に手を振って応こたえた。先に進んだ連れ合いを追いかけようと歩き出そうとして、立ち止まる。

「ゆっくり楽しんでいってね。我らが貴婦人ノートル・ダムのご加護があらんことを」

　優しくそう言って去っていく老婦人の背に、アーティはお辞儀して「あ、ありがとうございます！」と礼を言った。

　顔を上げた彼の頰ほおを、一陣の風が撫なでる。

　それにつられて辺りを見渡すと、周りには日常を駆け抜けていく人々がたくさんいた。

　露店から道行く人に声を掛ける商人、値切ろうと手を合わせて頼み込む客、せわしなく鉄板で肉を焼く料理人、誰かの大事な荷物を運ぶ飛脚、井戸端会議をする婦人たち、持てる技のすべてで楽しませようとする芸人、美お味いしそうに駄菓子をほおばる子ども──。

　鮮やかな色に溢あふれている。

　心地よい音が満ちている。

　安らぐ香りが流れていく。

　ただただ、空気があたたかい。

　その空気は、異質であるはずの魔族のアーティをも、やわらかく包み込む。

　これに似た光景を、彼は魔界で見たことはなかった。

　いや──昔、今よりずっと幼い頃にこれと同じ雰囲気を味わったことがある、気はする。

　ただその記憶は、あかい夢の先で霞かすんでしまっている。

（……ここは、いいところです。おじいさま、ご主人様）
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　すべての買い出しが終わり、アーティたちが帰ってきたときには日はとっぷり暮れていた。

　パイの仕込みは明日から、ということで、アーティはひとまず夕飯の支度をセルシアと共にしていた。が、バタン！　とえらく乱暴に玄関が閉じられる音に身を固くする。そうしている間に階段をドシドシ踏みつけ上る様子が聞こえて、階上で角の部屋がこれまた荒々しく開閉された。

「あー……相当ご機嫌ナナメねぇ」

「え？　せ、セルシアさん、今の誰だかわかるんですか？」

　アーティの問いに生返事しながら、セルシアは戸棚からお盆を取り出してアーティに渡す。

「アーティくん、ここは構わないからごはん持って行ってあげてくれる？　階段を上がってすぐ左に曲がって、一番奥の右手の部屋よ」

「は、はぁ……」

　釈然としないまま、アーティは夕飯を一人前丁寧にしつらえて、恐る恐る指定された部屋へと向かった。階段を上り、部屋の前までたどり着いたとこで悪お寒かんがし、ノックしようとした手が止まる。扉越しにも感じられるこの理不尽な威圧感プレツシヤーを、彼は前にも経験したことがある。なるほど、こんなもの彼女でないとありえない。

「……し、失礼します。ミス・アンダーソン」

　ごくりと喉のどを鳴らし、覚悟を決めて扉を開けた。

　案の定、部屋の奥、窓辺に灯あかりも点つけず佇たたずんでいるのは、アンナ＝Ｌ・アンダーソンである。

　アーティは扉を閉めると、すぐ隣に立っていたスタンド・ランプを点つける。彼女の美しい顔がブスっと歪ゆがめられているのが浮かび上がり、ヒっと小さく悲鳴を上げるアーティである。

　ぼんやりとランプに照らされた部屋は、あちこちにやれ衣類だのやれ書類だのが散乱していて、彼女の家と似たような光景になっていた。アーティは呆あきれつつ、ここまで来ると逆に感嘆してしまいそうになる。

　アンダーソンの鼻が、スン、と小さく鳴った。アーティのお盆の上に並んだ夕食を発見したようである。刺すような威圧感が少し和らいだのを感じて、アーティはこの隙すきにとテーブルにお盆を置いた。

　アンダーソンは口をひん曲げ置かれたそれを見ていたが、空腹に負けたのか、そろりそろりと足を運ぶ。すとんと長椅子に腰かけると、早速夕ゆう餉げにありついた。

（……なんだか、猛獣の飼育員にでもなったような気持ちです）

　複雑な心境で苦笑しながら、彼女がどんどん食べ進めるのをアーティは眺めていた。市場通りで買ってきた新鮮な白身魚のバターソテー、さいの目に切った野菜をたっぷり入れた火トマトのスープ、丸くふっくら焼き上がった金ソのレ環ユパアンン──次から次へ、彼女の薄い唇の向こうに消えていく。でもいつもよりゆっくりと、大切に味わうように。

　パンの最後の一切れを飲みこむと、彼女は添えられていたふきんで口元を拭ぬぐった。そしてゆっくりとアーティの方に顔を向ける。

「もう、どうしてくれますの」

「へ？」

「貴方あなたの作った食事以外では、食べた気にならなくなってしまいましたわ」

　冗談めかしてそう言うと、アンダーソンは長椅子に背をもたせ、食休みをとり始めた。

　てっきりお代わりを要求されるものと思っていた彼は毒気を抜かれてしまったが、そういえば、と気づく。例の騒動以来、こうして彼女が自分の作った食事をとるのはこれが初めてだと。

　騒動の翌日に出かけて以来、彼女は戻ってこなかった。今日の昼間、ダグリズの部屋で顔を合わせるまでどこにいるかもわからなかったのである。だが、少なくとも祭りの準備や遊びの用事だったことでないことだけはアーティにもわかる。いつもは涼やかな碧へき眼がんの下に、くすんだクマができている。加えて、先ほどまでの様子──厄介なことを抱え込んでいるのは、間違いなかった。

　それを訊きいていいのかどうかとアーティが思案していると、彼女が何か思いついたようにいたずらめいた笑みを浮かべて、両腕を彼に差し向けてきた。彼がその意図を摑つかめずにいると、彼女は両手をちょいちょいと振った。こっちにおいで……いや、この胸に飛び込んでおいで、ということのようだ。

「えっ、それはちょっとさすがに恥ずかしいですよ……？」

　なんで突然こんなことになっているのかわからず、アーティは拒否する。が、アンダーソンは無論無視した。それどころか、催促するようにまた手を振る。諦あきらめる気はないらしい。ここで、見なかったことにして退室するという手もあったが、後日どうなることか知れたものではない。観念して、アーティはお盆をテーブルの上に置き、しずしずと彼女の傍そばに立つ。そして意を決して、その膝ひざの上に座った。すかさず、アンダーソンの両腕が彼の小さな身体を背中から力強く抱きしめる。

「はー……充じゆう塡てんされますわー」
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　アーティの頭上に顎あごを乗せながら、しみじみとアンダーソンが呟つぶやく。がこがことその顎あごの振動を感じながら、不満半分照れ半分でアーティは返す。

「充じゆう塡てんってなにがですか、いったい」

「それはもう、色々でしてよ」

　適当な回答を彼女がすると、しばらく奇妙な沈黙がふたりの間に下りた。

　こうして抱きしめられるのも、二日ぶりのことだ。そう思って、アーティは自身の胸の前で交差するアンダーソンの腕に、ふと違和感を覚えた。いつも眠るときそうするよりも、そこに籠こめられた力が少し強い気がして──どこか切実に、何かから逃避するように、感じられて。

　彼女をこんなふうにさせるのは、今背負っている職務のせいだろうか……自分はそれに対して、何かできないだろうか。そんなことを考えて、アーティは唇を嚙かむ。

（僕の使命は、この女ヒトの抹殺、なんですから……手助けなんてもってのほかです！　何考えてるんですか、僕は……！）

　しかし、そう強く思いきることがなぜかできず、戸惑っているアーティの耳じ朶だに、

「少しは、ゆっくりできましたか？」

　静かな彼女の呟つぶやきが響く。

「えっ……？」

「ああ、それともセルシアのお手伝いで忙しいのかしら。お祭前ですものね」

　空腹が満たされたからか、アンダーソンの様子は入室したときよりだいぶ安らいでいた。そんなところに、変な話題を振ることもない──アーティも空気を読んで、わざとらしくない程度に声を明るくして返す。

「はい、今日もお買い物をしにみんなで市場通りに行きました！　もうすごかったです、セルシアさんがたくさんあれもこれも買って、僕ら両手がいっぱいになって……あ、今年のパイは生吹桃メル・ペツシユという果物を使うそうですよ！」

「まぁ、それは楽しみですこと！　あら、でもあれは確か肺はい樹じゆ郷きようのものでは？　今の時期手に入りにくいと聞きましたけれど」

「それが、冷蔵箱アイスケツトを買ったから大丈夫だってお店のおじさんが言ってましたよ」

　そうだ、とアーティは思い出して振り返る。

「僕びっくりしたんですけど、この街にはあっちこっちに冷蔵箱アイスケツトとか発火熱台フユーレンジみたいな鉄板とか、呪詞ルーンを施してある道具が置いてあるんですねぇ」

　そういうと、途端にアンダーソンの表情が曇る。あまりの変わりようにアーティは動揺するが、それに気づいた彼女がすぐにとりなす。

「ああ、別に貴方あなたがどうというわけでは──ただ、そのあっちこっちあるせいで、今少し問題があって……」

「？　そうなんです？」

「ええ……」アンダーソンはため息を吐つき、ぼそりと呟つぶやく。「せめてこれだけ魔ま導どう具ぐが普及する前であったなら、奴やつらの魔力が埋もれずに辿たどれたというのに──」

　彼女のその呟つぶやきの意味はアーティにはわからず、首を傾かしげた。ふと気がついてベストのポケットからいつも肌身離さず身につけている懐中時計を取り出す。

　先日も、彼や三人の子どもたちの身を護まもってくれた、主より賜たまわりし月蝕銀ルナ・ミスリルの懐中時計──これにも、呪詞ルーンが施されている。一見して精せい緻ちな彫金細工にしか見えないが。

「冷蔵箱アイスケツトも、これと同じ仕組みなんでしたっけ。あれ、でも今日の帰りに自動で点灯する街灯とか見ましたよ？　あれはどうなってるんです？」

「え？　ああ、あれは別に明度感知用の回路を搭載しているとかで……」

　俯うつむかせていた顔を気だるげに上げるアンダーソンだが、明らかに面倒くさそうな声こわ音ねで、

「まぁそれは後日、王立学院アカデミーに見学にでも行かれたらいいでしょう。あそこの先生ドクターは話したがりです、か……ら……」

　と、その言葉尻は消え入った。口をポカンと開いた彼女の凝視している先が、自身の手の中だと気づいたアーティは、本能的な危機を察知して逃げようと身じろぎした──ときには、もう遅い。

「ねぇアーティ、ひとつお願いがありますの──」

　懐中時計を握る右手を、彼女の右手が獰どう猛もうに摑つかんで押さえた。

「この懐中時計、わたくしにくださいまし」
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　大たい樹じゆ君くん国こく、ならびに人間界中から人が集つどう祭典・瞬しゆん夜や祭さい。

　その開催が二日後に迫る中、首都ロバスト・ルーツに王室より緊急の知らせが回された。

　曰いわく、祭典前日の晩、金きん環かんの広場に設けられた特設ステージを使い、式典の特別演出のためリハーサルを行う──そのため、夜間の外出禁止と、冷蔵箱アイスケツト等のいわゆる魔ま導どう具ぐの使用を極力控えるように、と。

　君国民や、国内外から集まった人々は、簡潔なこの掲示に様々な憶測を立てた。

「ただの予行演習だろ？　なんで外出禁止になるんだよ」

「いや、それがどうもリリィ様が来るらしいぜ。警備強化のためみたいだ」

「えっ、本当か？　毎年開催式典に五分間お見えになるだけなのに」

「魔ま導どう具ぐ使うなってお達しもあったろ？　演出で、新開発のド派手な魔ま導どう具ぐ使うからそれに干渉しないようにってことらしい。そのテストをご覧になるんじゃないかな」

「そうか……区画整理から三〇周年だもんな。さすが我らが貴婦人ノートル・ダム、気合が入ってるぜ！」

　祭前の高揚感もあり、誰もが浮かれていた。なので、深い疑念を抱く者もいなかった。分かつ手のメンバーが意図的に流る布ふした〝国王陛下がリハーサルに来る〟、〝新開発の魔ま導どう具ぐを使う〟、といったデマは、計画通りうまい具合にマッチした。

　そして、瞬しゆん夜や祭さい前日。商店は明日からの本番に備えて早じまいをし、職人たちも酒場に寄らず浮足立って帰途につく。食堂や酒場は興奮を抑えられない客でにぎわっていたが、警けい邏ら隊たいに促されると不承不承解散した。木漏れ日の家でも、既に五〇皿のパイを準備し終えてみんな床に就いている。時折、眠れずにベッドで騒ぐイグネットをセルシアが𠮟しかりにいかなければならなかったが。

　真夜中──満月が中天に照っている。

　今日は街灯すらも光っていない。家々の窓も多くが、宵の色に沈んでいる。明日から始まる祭への期待を胸に、街は眠っている。

　それを、眼下に眺める者がいた。すべての市場通りが収束する、一般居住区の中心部にそびえ立つ天てん茎けいの時計台──その頂点に立ち、長い黒髪を夜風に靡なびかせている。

　アンナ＝Ｌ・アンダーソン。

「──これ以上は、待っても無意味でしょう」

　閉じていた瞼まぶたを薄く押し上げ、呟つぶやく。今しがた三度目の魔力流動の探査を終えたが、街中に流れる呪文による魔力の動きの総量は、二度目のときと変わらない。表向きはリハーサルに使う魔ま導どう具ぐが悪影響を及ぼす可能性があるため、としてこの夜の使用自粛を要請したが、冷蔵物を保管する商店や食堂などはそうもいかないだろう。

「ですが、ここまで絞れればあとは──」

　彼女は左手に持っていたそれを、月光にかざした。しゃらん、と軽やかに銀鎖が鳴る。

「ああっ！　大切にしてくださいよ！」

　アンダーソンは足元からしたその声に、ため息を吐ついた。すぐ下、鐘しよう楼ろうの物見窓から上半身を乗り出して抗議する声の主に、彼女はため息交じりに言った。

「……やはり貴方あなたは帰ったほうがいいのではなくて、アーティ？」

　名前を呼ばれた彼──アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールは、ぐっと言葉を詰まらせる。だがすぐ決心に緑の双そう眸ぼうを燃やして、言い返す。

「いいえ！　条件をのんでいただけないならその懐中時計、すぐ返していただきます！」







　実際のところ、アンダーソンはあのときアーティから力尽くで懐中時計を奪おうとした。

　が、珍しく彼が決死の覚悟で両手の中のそれを護まもるのを見て、向かい合って座り合い、わけを聞いた。

「これはご主人様から頂いたのです。僕を一人前だと認めてくださった、その証あかしなのです」

　泣き声交じりにそう言う彼に、さすがのアンダーソンも強奪する気力を殺そがれてしまった。どうしたものかと頭を搔かく彼女に、今度はアーティが理由を訊きく。淡々と彼女が話すこの一連の顚てん末まつは、彼の度肝を引っこぬいた。

「ら、ら、ラミエスバッハが?!」

「シッ！　声が大きいですわ」

　言われて慌てて口を塞ふさぐアーティだったが、驚きよう愕がくに速まる鼓動は収まらない。

　ラミエスバッハが人間界へと勝手な侵攻をし、アンダーソンに返り討ちにあったことは聞いてはいた。家を出た放ほう蕩とう息子むすこがいる、という噂うわさも耳にしたことがあったが、それがまさかそんな恐ろしいことを企てているとは思いもよらなかったのだ。

　プライドの沼から生まれたような魔貴族たち──そのなかでも名門中の名門であるラミエスバッハが、彼らが卑いやしいと蔑さげすむ擬態能力で獣に成りすまし、人間界に潜入するという行為も信じられなかったし──そうまでして人間に報復したいというその執念が、恐ろしかった。

　だが、彼を血が凍るかのように慄おののかせたのはさらに別のことだった。

（みんなが見ている前で、王を殺す──お祭りが始まる、まさに、そのときに……？）

　そうなったら、どうなることか。

　これまでに見てきた、街の人々の様子が脳裏をよぎる。祭の準備のために買い物にくる人々の、楽しそうな表情。配るためのパイを一生懸命用意していたセルシア。どこから見て回るか真剣に悩みあう、イグネットにウェンディ、ブレイズ──

　それらがみんな、あかく染まった。

「これが、あれば──」

「え？」

　アンダーソンが聞き返すと、彼は瞼まぶたを下ろした。

　アーティは懐中時計を持つ手の震えを、握りしめることで制す。再び開かれた緑の眼めには、まだ若干の惑いもあるが──決然とした光が宿っている。

「これがあれば、それが防げると？」

　アンダーソンは姿勢を正した。もう無理に奪い取ろうという様子はない。

「ええ。わたくしが、必ず──この命に代えても」

　その言葉に、アーティは頷うなずいた。そして懐中時計を彼女に差し出して、言う。

「ならば、お貸ししますが──条件があります。僕も、連れて行ってください」







　アンダーソンは、条件を突きつけられたあの日のように一歩も引かないアーティをため息交じりに見下ろしていた。だが少し強い夜風に髪を乱され、かき上げながら正面を向く。そして銀鎖をしっかりと握って、懐中時計を宙に下げた。

　いよいよ、始まる──そう思うと、アーティはまた心臓が突き出て来そうなほど激しくなるのを感じた。

　正直なところ、彼は自分でもなんでこんな条件を付けたのか判然としていない。

　思い浮かぶ理由なら、いくつかある。この一大事にじっとしていられなかった、というのもあるし、同じ魔族としてラミエスバッハの凶行を見て見ぬふりはできない、という義務感もあった。だが本来、臆病な性質のアーティである。これから繰り広げられる攻防を想像すると、今からでも逃げ出したい気持ちに駆られる。

　ただ、頭をよぎるのは彼女の言葉。




『ええ。わたくしが、必ず──この命に代えても』




　まっすぐ彼を見つめたあの碧へき眼がんに偽りはなかった。

　たとえ死んだとしても任務を遂行する……強い意志、などというのを通り越して、強迫観念めいた決意が、全身に漲みなぎっていた──だから。

（そんなの、困ります。僕が…………お役目、果たせなくなります）

　多分、そういうことなのだ。

　最後にそう言い聞かせ、アーティはきゅっと口を結ぶ。

　アンダーソンは頤おとがいを少し上げ、どこでもない虚こ空くうを見つめた。

　その耳にした銀ぎん環かんのピアスが月光を弾はじき、鋭く光る──

「さあ……すべて何事もなく、終わらせましょう」

　そして、始まった。




　我此こ処こに所望す

　きげんのことわり

　しげんのりゅうろ




　秘めやかに囁ささやかれる彼女の呪詞ルーンに、懐中時計が呼応する。

　月光がごとき清浄なる銀の光が、時計を持つ彼女の手のひらから零こぼれ、周囲に溶け込んでいく。




　物語を囚縛す

　金きん環かんと銀ぎん環かんの交錯

　我その鍵を宿すもの

　いのちのきけつ

　べつりのまつろ




　懐中時計から溢あふれる光は今や直視できず、それ自体が月になったかのような有あり様さまだった。それだけでない。おびただしい濃度の魔力が時計を──それを手にする彼女を中心に渦巻いて、アーティは乗り出した半身が落っこちないよう慌てて窓枠を摑つかむ。

　その只ただ中なかにあって、彼女は湖面の淵ふちに佇たたずむように、穏やかに呪詞ルーンを紡つむぎ続つづける。




〝無機〟に刻まれし

　りゅうろの〝すべて〟

〝月が三み度たび傾く〟まで

　のみほしくらえ




　魔力の渦はいよいよ強大になり、アーティからは彼女が見えなくなる。

　押し寄せる魔力が圧縮されるその音が、頭ず蓋がい骨こつをガンガンと叩たたくように反響する──その中で、高らかな彼女の声を聴く。




　金と銀の環わ

　その終しゆう焉えんの子

　我が名に於おいて

〝今〟〝此こ処こ〟に命ず！




　最後の一音とともに、街中がすべての色を失い、白の中に吞のみこまれた。

　だがそれも一瞬で、アーティが再び目を開けると、周囲は宵闇のなか月光に淡く輪郭を浮かび上がらせている。

　ハッと気づき見上げると、彼女が不敵に微笑ほほえんでいる。

「それぞれの通りに一匹ずつ──単純でいらっしゃること」

「み、ミス・アンダーソン、成功したんですか?!」

　彼がそう問いかけたときには、彼女は既にトン、とその場から降りて、窓枠を器用に摑つかむと、物見窓の内側にヒラリと入ってきた。

　アーティのベストのポケットにそっと懐中時計を戻すと、ほんの少し彼を見つめる。

　しかしすぐ、苦笑交じりにため息を吐つき、

「……まぁ、約束やぶってストライキでもされたら、敵かないませんものね」

　と言うと、その長身を屈かがめ……その両腕で、いとも容易たやすくアーティの身体を抱き上げてしまう。

「え?!　ちょ、なんですかこれ!!」

「静かに。舌を嚙かんだら自己責任でしてよ？」

　その言葉の真意を彼が問いただす前に、アンダーソンは窓枠に足を掛け──

　次の瞬間、闇夜の中へと跳躍している。

（な────────！）

　アーティは叫びだすのを必死で堪こらえた。

　ロバスト・ルーツの市街地で一番高い時計台から飛び降りる──その凄すさまじい落下感が、すぐ彼を襲った。絶叫が飛び出ないように両手で口を押さえる。

　が、アンダーソンはそんなものお構いなく、向かいの建物の屋根めがけて落下し──屋根に爪つま先さきがつくその寸前、何もないところを蹴けって、跳んだ。

　また宙高く飛び上がる彼女に、アーティは目を白黒させている。が、すぐに気づく。呪文で落下地点の空気を超圧縮してクッションにし、それをバネに跳躍したのだと。

（こ、こんな高度な呪文操作……魔族の中でだってどれだけができるか……！）

　だが、それにしても先ほどの呪文詠唱に比べれば遥はるかに簡単なことと思えた。

　アンダーソンの策は単純明快であった──懐中時計に施されている吸収呪文で街中の魔ま導どう具ぐの魔力を抽出し、潜伏する魔族たちを炙あぶり出だす、というものである。

　だが、懐中時計に刻まれている呪詞ルーン──〝所持者〟にかけられた呪文を〝その瞬間〟、〝即座〟に吸収する──では作戦に使えない。そのため、普段は必要とされない呪文の詠唱でその呪詞ルーンの仕様を上書きし、更に効果を市街中に拡散させてすぐ、魔族たちの魔力流動を探知し居場所を探る──言うのは、容易たやすい。だがこの実行には労力だけでは越えられない壁がある。

　創世期由来の魔ま導どう具ぐに刻まれた古代魔法の呪詞ルーンを、精確に解析。その性能を損なわない仕様変更。更にはこの広大な市中から、生体の魔力流動を感知する──それがどれほどの技量を要することか、想像を絶している。歴戦の士であるアーティの祖父・セルヴァンでも、できるかどうかわからない。魔族の誰にも──ただ、可能性があるならば。

（こんな芸当、ご主人様ほどでなければ──！）

　今更ながらに、自分をかかえて夜の街を飛び跳ねるこの女性が規格外の存在だと思い知る。

　それなのに最も早はや、彼女を恐ろしいと思わない自分にアーティは驚いた。

　今彼の前で見せた能力をもってして、彼女は同胞を屠ほふってきたというのに。

（──あつい）

　彼を抱きかかえる彼女のその手の熱が、服の布地越しに伝わってくる。

　どんな顔をしているのか、ちらりと視線を向けた。

　月下の許もと、逆光になって表情は窺うかがえない。

「……見つけた。まずは一匹目──」

　その静かな呟つぶやきとともに、彼女は外壁にほど近い建物の屋根の上に降り立った。あれだけの速度があったにも拘かかわらず、羽が落ちるように着地は軽やかであった。それにも、呪文が使われたのだとアーティが気づく──そのときにはもう、彼女は左の手のひらを広げている。

　気配を察知したらしい──彼と彼女が眼下に望む、その酒さか樽だるの山の陰から、野の良ら犬いぬにしては大きな獣が躍り出た。

　その全身の肉が盛り上がり、本来の姿になる──

「申し訳ありませんが、お付き合いしている時間がありませんの」

　そこで、ひゅう、と冷風が彼女の髪を揺らした。

　それだけだった。獣の足もとからたちどころに無数の氷片が立ち上る。それは瞬またたく間まに獣の両足を、胴を、下から上へ飲みつくし──断末魔を上げる間も与えず、氷像を成す。

　その速度にアーティがあんぐりと口を開けていると、アンダーソンは左の袖そで口ぐちに隠していた小さな鈴を外に出す。腕輪のようにして手首につけていたそれを揺らし、澄んだ音を響かせた。それが済むとまた袖そで口ぐちの中にしまい音が鳴らないようにしてからアーティの足をしっかりかかえて、来た方向に戻るように跳躍する。

　離れ際、氷像と化した獣へと忍び寄る人影が五つほど見え、小さく声を上げたアーティに彼女が答えた。

「ご心配なく、あれはうちの商會ギルドの傭兵スタツフです。あんなもの放置しておけませんから、速やかに王室騎士団に引き渡してもらうために待機してもらっていました」

「もしかして、街中に……？」

　アーティの問いに、アンダーソンはええ、と短く返す。そうしている間に、彼女は次の目的地に降り立っていた。乱雑に立てかけられた木材の陰、目標が通りに姿を現す前に氷結させる。また同じように鈴を鳴らし、跳び立つ。

　作業のように彼女は淡々と、残る二匹も生け捕りにした。その様子に、浮かれた気配は微み塵じんもない。

「さて、ここからです」

「え？」

　最初に向かった外壁と反対側にある通りの端で四匹目を戦闘不能にした彼女は、そう言った。

　跳躍した彼女が戻ってきたのは、市街の中央に太く真まっ直すぐ走る通り──正門から通る、アーティが初めてきたときに馬車で通った、あの大通りだった。

「──やはり、もういない」

「えっ!?　に、逃げたってことですか？」

　潜伏した魔族の無力化自体はあっけなかったものの、この広大な街を跳び回って移動するのは時間がかかる。最後の潜伏者がなりふり構わず逃げようとするには、十分な隙すきになったろう。だがアンダーソンは平静さを崩さず、屋根から大通りにやわらかく降り立った。

「ご心配なく──」

　彼女はアーティを抱えたまま身を少し屈かがめ、

「ここで逃げ出すようなお利口さんなら、そもそもこんな馬鹿なマネしでかしませんわ」

　そう言って、駆け出した。

（は、はや……!?）

　人間の身体で成しうる速度ではなかった。肉食獣が獲物を前にして見せる脚力──魔力集約による身体強化であることに彼が気づいたときには、ゴールは目前だった。

　ロバスト・ルーツのすべての通りは等しくその中心で収束する──つまり、金きん環かんの広場へと。

　夜間のため広場を閉ざす鉄てつ柵さくの門が、迫る。反射的にアーティが目を閉じようとする前に、彼女の右足が、一ひと際きわ大きくしなった。

　身の丈の三倍はある門を、ひとっ跳びで飛び越す。

　一瞬の浮遊感の後、また軽やかに着地した。瞬またたく間まの出来事で何も言えないでいるアーティをそっと下ろすと、アンダーソンは乱れた髪を後ろに流し、一歩踏み出す。

　そして彼らの前方、少し離れたところにいるその先客に聞こえるよう、よく通る──だが明らかに嫌味ったらしい──声で言った。

「お気は済みまして？　スルヴェート・ラミエスバッハ卿きよう──」

　ぽつねんと立ち尽くしていたその影は、肩を震わせながら振り返った。

　月の光に、赤黒い皮膚に覆われた顔が照らされる。

　屈辱に憤ふん怒ぬしているその者こそ、火炎呪文が名家にして上流魔貴族が重鎮の一門──そして今回の騒動を企てた首謀者、スルヴェート・ラミエスバッハだった。

「余よを謀はかったか、魔族殺しデモン・キラー……！」

　髪と揃そろいの紫紺の双そう眸ぼうは、憎ぞう悪おに燃もえ滾たぎっている。まだ若い──恐らくダグリズと同じぐらいの歳としだろう──しかし、その威圧感は数々の戦場を潜くぐり抜ぬけた戦士であることを物語っていた。こめかみの上に屹きつ立りつした牡お牛うしの角も、鋭く尖とがる指先も、抑えきれないほどの殺気を迸ほとばしらせ、対たい峙じする相手を貫かんとしている。が、

「不確定な情報に縋すがらなければならなくなるくらいでしたら、初めからこんな計画立てなければよかったのでは？」

　アンダーソンは一いつ蹴しゆうし、嘲あざけりを露あらわに続ける。

「一国の王が、こんな本番直前の真夜中にやってきて予行演習などするわけないと……冷静に考えればわかることでしょう。それとも、そんなに恐ろしくなりまして？　頼もしいお仲間が、一体ずつ捕まっていくのが」

　そこでアーティもようやく気づいた。アンダーソンが商會ギルドの人員を使って街中に流る布ふしたあの噂うわさは、人払いだけが目的ではなく──潜伏する魔族たちを誘導するためだったのだ。あえてスルヴェートを最後に残したのも、仲間の魔ま狼ろうから攻め上げていくことでじわじわと追い詰めていく狙いがあった。

　遠目から見ても歯は嚙がみしているのがよくわかるスルヴェートに対し、アンダーソンはゆったりと、彼に向かって歩を進める。

「投降なさい、ラミエスバッハ卿きよう。大丈夫、すぐおうちに帰して差し上げます──こんな計画を企てた代償を、その身できっちりお支払い頂いてからですけれど」

　アーティの目に、勝敗は明らかだった。怒りで頭がのぼせているスルヴェートに、万にひとつも勝ち目がない──そう見える、しかし。

（……っ!?）

　アーティは慌てて立ち上がる。

　にたり、と歪ゆがんだ笑いを貼りつけ──スルヴェートが両手を、さし伸ばした。

「ミス・アンダーソン！」

　アーティの叫びは、爆音に搔かき消きえた。

　ラミエスバッハ一族のお家芸──火炎呪文の、無数の炸さく裂れつ。

　それらは無論、すべて彼女に容赦なく向かっていき──

「──」

　彼女が素早く右腕を横よこ薙なぎにすると、火炎弾は一斉に蒸発した白煙を残して消失した。

（あ、そ、そうか、結界……！）

　アーティはへたり込みそうになるのを何とか堪こらえる。あれだけ高度な呪文を使いこなす彼女が、身を護まもる術の初歩である結界呪文が使えないわけがなかった。

　だが、すぐ異変に気づく。火炎呪文は──そのことごとくがアンダーソンの氷結結界に打ち消されるのだが──まだなお続く。よくみると呪文自体は至極単純なもので、結界を打ち破るための特殊な細工は施されていない。ひたすらに数だけが射出されている。ラミエスバッハの火炎弾といえば並の人間にはとても太た刀ち打うちできない威力ではあるが、彼女には現に容易たやすく凌しのがれている。

　物量作戦にしたってお粗末すぎる──その疑問にアーティが駆けだそうとしたそのとき、白煙が突風にあおられ、彼の視界を閉ざした。思わず目を閉じ、両腕で防ぐ。風が止やみ、そっと腕を下ろすと──

「……え？」

　やけに、その光景はゆっくりと見えた。

　黒髪が、ぶわりと広がる。

　膝ひざが、かくりと折れる。

　上体が揺れて──アンナ＝Ｌ・アンダーソンが、崩れ落ちる。

「…………──っ！」

　考えるより先に、足が地を蹴けった。

　アーティは駆けつけて、倒れた彼女の上半身を必死に抱き上げる。

「なんで……!?　だって貴女あなた、さっきまであんな──……！」

　ありえなかった。

　どんな無茶も軽くこなして、いつも意地悪く笑いながら、彼をいじめる彼女がこんな、芸のない手数だけの攻撃で呆あつ気けなく──信じられるわけがなかった。アーティは力任せにその肩を揺さぶる。

　それに呼応して、彼女の薄い口が開く。

　ごぷり、と、どす黒い赤が零こぼれ落おちる。

　顔にまるで生気がない──

「ハ──ははははははは！」

　勝ち誇るような哄こう笑しようが、放心しかけたアーティの意識を呼び戻す。

　ハッと目を向けると、スルヴェートが腹をかかえて笑っていた。

「半信半疑であったが……なるほど、あやつの情報に狂いはなかったか！　それにしても思いもよらなんだ、魔族殺しデモン・キラー──貴様がそう長い間連続して、魔法を繰ることができぬとは！」

「──！」

　アーティは驚きよう愕がくし、視線を彼女へと戻す。

　スルヴェートが告げた言葉が真実であると、腕の中のアンダーソンが何より物語っている。射殺すような眼光は固く閉じた瞼まぶたの向こうに消え、か細い呼吸を不連続に繰り返す。全身が、内側から何かの衝撃に苛さいなまれているかのように、痙けい攣れん染じみた震えを帯びている──。

「常闇の疾駆者ウエアウオルブラグどもはよく時を稼いでくれた……先の騒動からそう日を空けなかったのも、功を奏したのかもしれぬ。ここまで消耗しているとは、嬉うれしい誤算よ」

　高圧的な笑いを言葉の端々に滲にじませながらも、その紫紺の双そう眸ぼうに燃え盛るような憎ぞう悪おを滾たぎらせてアンダーソンを睥へい睨げいしている。その手で直じかに息の根を止めねば気が済まない、如い何かにもそんな殺気を放っていた。

（……！　それじゃあ、まさか──最初から、ミス・アンダーソンを……！）

　アーティは確信した──よく考えれば人間にやられた報復のため、国王を狙うというのはいささか飛躍している。だがそれが彼女──アンダーソンをおびき寄せるための、餌えさだったとすれば──……

　ぎり、と、アーティは奥歯を嚙かみ締しめる。

　由来のわからない熱が、全身に迸ほとばしる。

「では、とどめと行こうか魔族殺しデモン・キラー──……ん？」

　一歩踏み出したスルヴェートの、その足が止まった。

　先ほどまでには意に介していなかったが、アンダーソンの同伴者が立ち上がって彼を睨にらみつけている。

　その背に、横たえた彼女を庇かばうようにして凜りんと立つ──その幼い顔をどこかで見た覚えがあるような気がして、スルヴェートは顔をしかめた。

「これ以上は止やめるのです、ラミエスバッハ卿きよう」

「貴様、どこかで──」

　スルヴェートが記憶の糸を手繰り寄せきるより先に、彼は言う。

「いったい貴殿は、誰の命でここにおいでですか？」

「──……っ！　き、貴様は──！」

　高慢な魔貴族の表情に、動揺が走る。

　彼は──魔族の少年、アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールは、凜りん然ぜんと言い放つ。

「我らが絶対の主人にあらせられる唯一の君──魔王様は、貴殿の行動をお許しになっているのですか、と訊きいているのです」

　その一言で、確実にスルヴェートの気勢が削そがれるのを、アーティは確認した。

　だが、まだだ。ここで簡単に引き下がるような相手ではない。

「ぐ……この、使用人風ふ情ぜいが……！」

　案の定、スルヴェートはアーティのことを見下している。式典などで、魔王直属の僕しもべとして使用人の列に参列していた彼のことを思い出したようだ。当時は騎士執事の見習いとして末席に座していた彼の言で、上流階級のスルヴェートが収まらないことは想定内だ。

　そしてこれも見込み通り──今の反応を見て確信した。一連の騒動は、誰の命でもない、スルヴェート・ラミエスバッハの独断専行である。こめかみに滴したたる汗の冷たさを深呼吸して堪えて、平静を装よそおいアーティは続ける。

「口を慎むのです、ラミエスバッハ卿きよう。私は今、唯一の君から拝命しこの場にいます。主の許しなき貴殿の行為には、微み塵じんの正当性もない！　近年、人間界との無用な争いを主が回避なさっているのを、貴殿もおわかりでしょう──今回の貴殿の行動は、我らが魔王様への著しい背信です！」

　主への背信──その言葉に耐えられる魔族は、いない。

　魔族にとって、その存在は神に等しい。その言葉は絶対であり、それに背くことは己が半身を裏切ること──魔界ではそれは、文字通り死を意味する。

　明らかな侮あなどりを以もつてアーティに対面していたスルヴェートの様子も、その言葉を聞くや否いなや極端に強こわ張ばった。あと一息──アーティは息を吸い込んで、声を張り上げる。

「自らの所業を悔い、許しを乞こうならば、唯一の君も死罪を仰おおせにはならないでしょう！　だから、私とともに魔界へ──」

「それが、堪えられぬ」

　スルヴェートの様子が、がらりと変わる。

　言葉を続けられなかったアーティは、その異様な状態を見て目を瞬まばたいた。

「ぐゥ……ッアアアアアア！」

　スルヴェートは喉のどを押おし潰つぶされたように叫びながら、苦く悶もんから逃れようと身を捩よじっている──それは、絶対である魔王に反逆の意を抱く者が、半身を内側から灼やかれているときの反応であった。

　そう、以前セルシアが、魔界には魔王に逆らう者がいないのかと訊たずねたとき、アーティが説明しかねた回答がこれだ──唯一の君に背こうとした者はその罪悪を悟ったとき、その身の隅々にまで刻まれた魔ま導どう回かい路ろが突如発火するかのごとき熱に見舞われるのだ。その精神に裏切りの波長を乗せたとき、すべての魔族は例外なくこの劫ごう火かに苛さいなまれ──最さい期ごには全身が消し炭になり死に至る。魔族に生まれながらにして刻まれたこの性質こそが、魔王が魔界全土を統すべることのできる最大の理由。

　だが──見えない劫ごう火かでその身をなぶられながら、スルヴェートは声を上げる。

「生まれながらにして魔王の下僕たるこの身も──下等な人間に敗北を喫し、生き恥を晒さらし続つづける我が一門も──なにもかもが堪えられぬ！」

　アーティは戦せん慄りつした。スルヴェートの言葉──魔王の否定は、魔族が決して口にしてはならない禁忌であった。

　スルヴェートの腰は折れ、膝ひざもほとんど地につきそうになっている。なんとか全身を立たせているのがやっと、という体ていだ。その肉を焼く劫ごう火かがより強まっているのだろう──にも拘かかわらず、スルヴェートの紫紺の瞳ひとみは爛らん々らんと輝く。その痛みが、生誕に伴うそれと言わんばかりに。

　ラミエスバッハの放ほう蕩とう息子むすこはプライドに気が狂っている──その風評が真実だと、アーティが実感したそのとき、

「余よは何者にも縛られぬ！　屈従せぬ！　余よは無上の存在にあるぞ！」

　その雄お叫たけびとともに、スルヴェートは何かを宙に放った。

　赤い、木の実のような形をしている。

「だめっ！　それを──のんでは──！」

　切れ切れに悲鳴を響かせたのは、アンダーソンだった。

　彼女は立ち上がろうとしたがそれも適かなわず、必死に手を伸ばす。アーティがそれに気づき振り返った、そのとき。

　ごくり、とその音が、聞こえた気がした。

「ふ、ふふふ、はは──……」

　乾いた笑い声にギクリとして、アーティは顔を正面に戻した。

　スルヴェートの全身は、もはや痙けい攣れんを止めていた。

　顎あごを上げ、睨にらみつけるは頭上の月。

　清浄に振り注ぐ銀ぎん環かんの光に──身の毛もよだつ絶叫を、切り裂くように投げつける。

「見事……見事よ、イエス・マン──我が身を縛る輪の、絶ち切れたのをとくと感じる──」

　その呟つぶやきは、じゃり、という土を踏む音に搔かき消けされ、アーティの耳には届かなかった。

「アーティ、逃げて……」

「！　ミス・アンダーソン、無理をしては──！」

　身を起こそうとする彼女の傍かたわらにしゃがみ込んで、アーティは制す。彼の膝ひざに置かれた彼女の手は青白く、ぶるぶると震えている。

「呪文を防ぐだけなら、可能でしょう──ですが、奴やつはその手で、直接仕留めに来る……！　今ならまだ──！」

　彼女が言い切る前に、熱風が突如吹き込んできた。

　ハッと顔を上げると、スルヴェートが両手をかざすその先に、凄すさまじい熱量を伴った光球が集結している。

　ラミエスバッハ一門の奥おう義ぎ、火炎呪文の究極形態──溶よう融ゆう岩がん。

「あ……ああ……！」

　これまでなんとか虚勢を張っていたアーティも、さすがに腰が砕けた。あの呪文を喰くらえばその名の通り、灼しやく熱ねつの溶岩に身を融とかされ、跡形もなく蒸発するという殲せん滅めつ魔ま法ほうである。

　足が震える──ここから今すぐにでも逃げたしたいと、心臓がわめく。

「そう、だから、逃げて──！」

　懇願するように言う彼女の声。

　それを聞いた途端、一斉に体が鎮しずまった。

　逃げる──どうやって？

　彼女を置いて？

　──それが、正解なんだろう。

　もともと彼がここにいるのは、彼女を抹殺するため──自分が死んでは、元も子もない。そもそも先ほどだって、スルヴェートをそのままにしておけばそれで自動的に自分の任務も完了するはずだったのだ。それが合理的な、最善解──

（──……違う）

　気づけば握りしめた拳こぶしを、アーティは地面に叩たたきつけていた。

　そうじゃない。誰かに任せて、いいわけがない。

　思い出せ。

　主は──いや、彼女が、そう言った。




『わたくしを、殺してくださいまし』




　他ならぬ彼に、そう言ったのだ。

「それではさらばだ──愚民ども!!」

　スルヴェートの勝利宣言とともに──呪文も放たれる。

　狂おしいスピードで迫りくる火炎の豪球に、アンダーソンが瞼まぶたを下ろそうとしたそのとき。

「う──あああああああああああああああああああああああああ！」

　アーティが唸うなりを上げて、溶よう融ゆう岩がん目がけて走り出す。

　声ならぬ悲鳴を彼女が上げる──だが、破滅のときは、訪れない。

　形容しがたい衝突音を響かせて、灼しやく熱ねつの光が見る間に吸い込まれていく……そう、アーティが突き出した手に握る、懐中時計へと。

「なに……っ！」

　必殺の呪文が消失し、狂った笑いを上げていたスルヴェートもたじろぐ。その間にも、アーティは駆ける足を止めない。

「くらえぇっ！」

　懐中時計を持つのとは逆の手を、スルヴェート目がけて思いきり振り落とす。描かれた弧から放たれたのは三本の氷柱──鋭い切っ先が、躊ちゆう躇ちよなく敵を射い貫ぬかんと飛んでいく。

「なめるな、下郎！」

　だが、火炎呪文の熟練者たるスルヴェートには当然通用しない。腕の一振りで氷柱は容易たやすく蒸発する。そのまま迫りくるアーティに向けて火炎弾を放とうとして、気づく。

　目と鼻の先でアーティがしゃがみこみ、両手を地につけて──

「これで……っ！　大人しく、してください！」

　その言葉とともに、スルヴェートの足もとから無数の氷柱が立ち上る。

　アンダーソンが魔ま狼ろうにしたのと同じように、彼の全身を封じ込めていく。アーティは両眼を剝むかんばかりに己が敵を凝視して、全身全霊を呪文に注つぎ込こんだ。この機会を逃しては、勝利はない──アーティはそれを悟って、いのちを解ほどくようにありったけの魔力を放出していく。

　絡からみつくようにして次から次へと湧わき起おこる氷、その速度は凄すさまじく──対抗せんとスルヴェートが呪文を発現させるより先に、その身を吞のみ干ほしてゆく──……

「余よが……かような、下等種にいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　その断末魔とともに、スルヴェートは巨大な氷の中に閉じ込められた。

　屈辱に歪ゆがんだまま氷結したその顔をじっくり一〇秒眺めてから、アーティはへなへなと尻しり餅もちをついた。戦闘経験も実力も桁けた違ちがいの相手に、よくもこんなめちゃくちゃな戦法で攻め込んだものだと今更ながら自分に呆あきれた。

　だが、彼をそうまでして突き動かした決意はまだ胸にある。

「……邪魔、しないでください」

　見上げながら彼は、ぽつりとこぼした。

「これは、僕のお役目です──絶対、誰にもわたさない」

　自らの全身に刻み込むように、そう言う。

　そして、まだ少し震える足を何とか立たせて、踵きびすを返す。

　その耳に、パキ、という音が聞こえた。

　嫌な予感に反射的に振り返る──

「まだだ……まだ、屈せぬ──！」

　スルヴェートが中から呪文で炙あぶり、脱出しようともがいている。氷の薄くなったところから、ペキ、ペキ、とひびの入る音がして──遂ついにその右手が、破られた氷片とともに突き出た。

　アーティは再び両手を構えて氷結呪文を掛けようとするが、強烈な眩暈めまいの前にその場に卒倒した。

（そ、そんな！　もう限界なんて……！）

　戦闘訓練を満足に積んでいない彼の心身はすでに消耗しきり、過度の集中を強いられる極限状態にこれ以上耐えられなかった。今更ながらに、訓練を怠った自身の甘さを悔やむ。

（こんな……こんな、ところで──！）

　立ち上がろうとして、その爪つま先さきから急激に力が抜けて倒れる。

　目が霞かすみ、意識が朦もう朧ろうとしていく──







　アーティが地面に崩れ落ちると同時に、スルヴェートの全身を包む氷は甲高い音を立てて瓦が解かいした。

　彼の脳髄には今、凄すさまじい憤ふん怒ぬが渦巻いている。ほんのわずかな間とはいえ、こんな格下の、使用人風ふ情ぜいの呪文を喰くらい、行動不能に陥った自分自身に対して──そして、その彼の矜きよう持じに傷をつけたアーティに対してだ。

「楽に死ねると思うな──！」

　低く轟とどろく言葉には、殺意が凝縮されていた。

　スルヴェートは上着の内ポケットに手を差し入れる。そこから引き出したのは、見るからに上質な素材で作られた三枚の呪符ルーン・カツト──彼はすぐさまそれを、漆しつ黒こくの夜闇に向かって投げ放つ。

　すると、呪符ルーン・カツトは目を焼くような光を発した。辺りを覆い尽くすような銀光は、しかしすぐに消きえ失うせ、元通り夜の静寂が訪れた……ように思われた。

「へへっ、ようやく俺らの出番ってわけですかい」

「待ちくたびれたぜぇ」

　粘性を帯びた声が、スルヴェートの背に掛けられた。うっとうしげに彼が振り向くと、先ほどまで無人であったはずのその空間に常闇の疾駆者ウエアウオルブラグの群れが、犇ひしめくようにして現れていた。その数はざっと、三〇にものぼる。

「ラミエスバッハの旦だん那なァ、どこから食い荒らしましょうか？」

　そのうちの一匹が、媚こびを含んだ様子でスルヴェートに話しかける。言葉を交わすのも厭いとわしいと言わんばかりに、スルヴェートは右手を差し向けた。その先には──気を失ったアーティが倒れている。

「ええ？　子羊がたった一匹？　そりゃあねぇですよ」

「ずっと待機だって言われてジッとしてたから、腹が減って仕方ねぇのに」

「無駄口を叩たたくな」苛いら立だちを隠すことなく、スルヴェートは命令する。「あやつの骨の一片も残さず喰くらい尽つくせ。それが終われば、この街のどこからでも荒らし回ればよい」

　それを聞いた魔ま狼ろうたちは、卵の腐ったような両眼を爛らんと光らせた。そして我先に、とアーティへと殺到する。少年の小さな身体は魔ま狼ろうたちの巨きよ軀くに瞬またたく間まに覆い尽くされた。その光景を目にして、スルヴェートはようやく少しばかり溜りゆう飲いんを下げる。

　が、その視界に僅わずかな歪ゆがみを覚え、舌打ちした。

（実の副作用──このことか、イエス・マンよ）

　詰なじり半分に心うちで、その名を呼ぶ。

　魔王の忌いまわしき束縛からスルヴェートを解放した、輪の外の実──それをもたらした男。黒の眼めと髪、背広服に、柔和な笑みを携えた男。彼はスルヴェートにこう告げた。




『この実は貴方あなたの欲望をなんなりと叶かなえてくれることでしょう──貴方あなたの器を変容させることによって。しかしその後で、貴方あなたの存在がその器にそぐわなければ、待ち受けるのは破滅のみ』




　およそ理解しがたい説明ではあったが、要するに輪の外の実で得た効用の分だけ、反動があるということらしい。それをスルヴェートは今その身を以もつて実感していた。

　実を吞のみ下くだした直後に全身から迸ほとばしるようだった高揚感は傷んだ果物のように萎しぼみ、身体の随所から異様な感覚が発せられている。平衡感覚が崩れ、酩めい酊てい感かんが足元から迫り、消化器官が焼やけ爛ただれたように不快だ。器……つまり己の肉体が、あの実を飲んだことを契機に全く別物に作り替わってしまった、そんな感覚だった。

（だが、今はまだ膝ひざを折るわけにはいかぬ──！）

　その一念で、スルヴェートは屹きつ立りつしている──そう、復ふく讐しゆうはまだ済んでいない。

（我が一門の愚劣なるを白日の下に晒さらした、魔族殺しデモン・キラー──！　貴様だけは、余よの手で直々に葬ほうむり去さってくれる……！）

　実のところ、彼は身内であるラミエスバッハ一族のためこの場に赴いているのではない。彼自身、己を輩出した一族が魔界の階級社会にあぐらをかき、全盛期より格段に劣った集団であることに嫌気がさして出奔したのだ。しかし、自分たちの優秀さを証明しようと人間界に奇襲を仕掛けた一族は、無様に返り討ちにあった──たった一人の女によって。

　この知らせは魔界を震しん撼かんさせると同時に、ラミエスバッハ家の名声を地に叩たたき落おとした。以前はラミエスバッハと聞けばそれだけで平ひれ伏ふしたような輩やからが、手のひらを返したように嘲ちよう笑しよう・罵ば倒とうをし始めたのだ。そしてその余波は、家を出たスルヴェートにまで及んだ。

　ただ己のプライドのために生きる彼にとって、これは許しがたい状況だった。一門を皆殺しにするまで考えたが、そうしたところで失墜した魔貴族を嗤わらう声は収まらない──ならば、と思い至ったのが今回の計画だ。

　そして、それが達成されるまでもうあと一歩のところまで辿たどりついた。群がる常闇の疾駆者ウエアウオルブラグ、その向こうに倒れている人類最強の女おんな傭よう兵へい──奴やつに直接止とどめを下してこそ、彼の矜きよう持じは癒いやされる。その終わりに向けて足を動かしたところで、強烈な眩暈めまいに見舞われスルヴェートは足を止めた。

（くっ……実の反動がここまでとは……）

　ぎり、と歯を嚙かみしめる。と同時に、彼は奇妙な感嘆を抱いた。

（イエス・マン──あやつの託した呪符ルーン・カツトがなければ、危ういところであった）

　そう、常闇の疾駆者ウエアウオルブラグたちをこの場に召還したのは、あの呪符ルーン・カツトに刻まれた転移呪文だった。もともと、スルヴェートは事を成すのには、自身と連れの魔ま狼ろう数匹で事足りると考えていたのだ。しかし大たい樹じゆ君くん国こくに彼らが潜入した後、秘密裏に接触してきたイエス・マンはこう言った。

『どうも事態は思わしくない方向に動いているようです。念には念を──もしものときにはこれをお使いください』

　いつも通り穏やかな笑みを浮かべながら、あの青年は呪符ルーン・カツトをスルヴェートに手渡した。そのときの驚嘆を、スルヴェートは憶おぼえている──転移呪文は魔王の他に、使用できる者のない最難関の魔法。その理ことわりを記した呪符ルーン・カツトを、人間ごときがなぜ持っているのか。その懐疑もあってこれまで使わずにいたが、背に腹は替えられなかった。

（あやつの手のひらの上で踊らされているようで、多少不愉快ではあるが……）

　とにかく今は、この状況に終止符を打つことだ。そう思ってまた歩き出そうとした、スルヴェートの足が止まる。

（……？　なんだ、常闇の疾駆者ウエアウオルブラグどもの動きが、静止して──）

　アーティたちに群がっていた魔ま狼ろうどもが、全員その身を固めたようにその場に釘くぎ付づけになっている。魔ま狼ろうたち自身、自分の身に何が起きたのかもわからず、動こうともがいているような表情をしていたが、せいぜい身じろぎがいいところで何の行動にも結び付かない。この異様な光景を前に、苛いら立だちのまま一喝しようとスルヴェートが口を開いたそのとき、




「斯かく、我、ここに所望す──！」




　あらゆる法則を制するように、その声が響いた。

　いったい誰の──スルヴェートが首をめぐらすより先に、




　ぼっ、




　と、何かが欠落するような音が聞こえた。

　その正体は、スルヴェートのすぐ目の前にあった──ぼっ、ぼっ、と、断続的に音が連鎖する。そのたび、銀の閃せん光こうが視界に走る──瞬またたきが失うせたときには、魔ま狼ろうたちの一部が、

（?!　消失している──?!）

　音と光が発生したその直後、魔ま狼ろうたちが数匹ずつ、まるで元からそこにいなかったようにきれいに消えてしまっているのだ。

　唐突で、突拍子もないこの現象に、スルヴェートは成す術すべもなく──その間にも、ぼっ、ぼっ、と、虚うつろな音が響いて──しばらくすると、常闇の疾駆者ウエアウオルブラグたちはすべて消え去り、後に残るは倒れたままのアーティの、無事な姿だけだった。

　啞あ然ぜんとするばかりのスルヴェートの耳に、

「ご安心を──魔界にお帰り頂いただけですので」

　と、涼やかな言葉が突き刺さる。

　横たわるアーティの、その向こう──月光の下、静かに佇たたずむ。

　人類最強の女おんな傭よう兵へい、アンナ＝Ｌ・アンダーソン。

　彼女はその碧へき眼がんで、ただ茫ぼう洋ようとスルヴェートを眺めていた。真一文字に結んだ口の端から一筋、黒ずんだ血の跡を垂らしている。だが、その双そう眸ぼうと並び彼女の代名詞である黒髪は──なぜだか今、白銀に変質していた。まるで本来の色であるかのように彼女に馴な染じむその銀糸は、月の清さやかな光を受けてますます神こう々ごうしく照り輝いている。

　これに近いものを、彼は見たことがある──そう、あの忌いまわしき魔界の君臨者と同等の銀髪だ。

　再び立ち上がった彼女のこの異様を見て、スルヴェートは──

「クッ……ハハ、ッハハハハハハハハハ！」

　哄こう笑しようした。

　状況を一遍にひっくり返した彼女に対する憤ふん懣まんと、それと同じほどに強大な歓喜とを、今彼は感じていた。

「そうだ──そうこなくては！　それでこそ、殺す甲か斐いがある……！」

[image: ]

　打ち倒すべき強大な敵を前にして心身に迸ほとばしる熱──それはスルヴェートからあらゆる憂いを吹き飛ばした。輪の外の実の副作用に患わずらう身体も、イエス・マンに対する不信も、復活とともに突如銀髪と化したアンダーソンも、もう、何もかも、どうでもいい。

「貴様を討てば、余よがこの世界の至高者となる!!」

　その直感が彼を突き動かした。

　それこそがスルヴェート・ラミエスバッハの本懐──堕落した己が血筋を忌いみ、魔王に隷属せざるを得ない宿命を厭いとい、誰にも縛られず、誰にも見下されず、自らがこの世すべての頂点であることをただ渇かつ望ぼうし、証明せんとする。そのように生まれつき、生きてきた彼は今、まさにこの場こそがその欲望を満たしうる契機であることを悟っていた。

　それまで制御の上う手まくいかなかった両腕を俊敏に突出し、すべての精神を手のひらに集中させる。溶融岩──彼が持ちうる究極の殲せん滅めつ呪じゆ文もん。

　周囲に満ちる魔力のことごとくを吸い集め、先ほどアーティに対して放ったより更に大きな火球を作り上げる。

　対するアンダーソンは、避よけるそぶりもなく──

「……貴方あなたは──」

　逆に前進し、倒れたアーティを庇かばう位置に立った。その間も、その碧へき眼がんはスルヴェートを見据えている。しかしそれは攻撃を受けるタイミングを見極めようとしているのではなく……檻おりの中に囚とらわれた見世物を、憐あわれむような眼まな差ざしであった。

「そう、哀れね──」ぽつりと、小さく零こぼす。「そんなものになったところで、なんにもなりはしないのに」

　同胞を悼いたむようにして紡つむがれたその言葉は、彼にとって侮辱以外の何物でもなく──溶よう融ゆう岩がんを放つ、その引き金になった。

　極限にまで巨大化した灼しやく熱ねつの火球は、アンダーソンを目がけ狂騒的な速度で突き進む。膨大な熱を孕はらんだ溶よう融ゆう岩がんは夜を嘲あざ笑わらうように白光を放ち、目標を融とかし殺さんと彼我の差を詰めた。

　それを前にして、彼女は結界呪文を張るでも、回避行動をとるでもなく、ただ、前進する。

「!?」

　予想外のリアクションに、スルヴェートは瞠どう目もくする。その間に、溶よう融ゆう岩がんとアンダーソンは接触した。

　溶よう融ゆう岩がんの側面は彼女の身体を炙あぶり焼やく──ことはなく、

「吸い込まれて、いる……だと──?!」

　そうとしか、言いようがなかった。

　スルヴェートが全身全霊をかけて練り上げた殲せん滅めつ呪じゆ文もんは、アンダーソンに触れるや否いなや、その存在に吸収されたように消きえ失うせ、最後には痕こん跡せきすらなくなり、静かな夜闇が辺りを覆った。

　束つかの間まに訪れた静寂を、アンダーソンの足音が慎つつましく破る。

　銀髪をさやさやとなびかせながら、自分へ向かってゆっくり歩み来る人類最強の女おんな傭よう兵へいは、しかし平然と揺らぎない。




「そう……こんなもの、なんにも」




　ぽつり零こぼれ落おちる言葉には、総毛立つほどの虚無。

　月影の落ちたその相そう貌ぼうからは、何も読み取れはしない。この世のすべてをその奥に収めてもなおあまりある虚うつろだけが、ただ、そこにある。

　その歩みはしかし、留とどまることはなかった、どのような死地にあっても変わらず、逍しよう遥ようするようなその足取り──ぞくりと、ここにきて初めてスルヴェートは戦せん慄りつした。

「くっ……ぐぁあああああああああああああ!!」

　が、すぐにそんな自分自身にいきり立ち、反射的に火炎呪文を無数に放つ。

　アンダーソンは先刻のように結界を張って防ぐでもなく、ただ前進し続けた。彼女に向けて放たれるスルヴェートの火球は、いずれも着弾と同時に溶よう融ゆう岩がんと同じ末路を辿たどった。そのすべてはアンナ＝Ｌ・アンダーソンという器に、ただ無残に飲み干され、そして、そこには底などはなく──

　遂ついに、彼の目の前にまで彼女が迫った。その碧へき眼がんがひたと己を見据えてくる、その静かな圧力に、一瞬スルヴェートは攻撃するをの止やめてしまった──それで終わりだった。

　いつの間にか、アンダーソンはその右手の人差し指で彼の額に触れていて、小突く。

　刹せつ那な、スルヴェートの足もとから無数の氷が立ち昇り、その全身を覆い尽くさんとせり上がってくる。

「愚ぐ弄ろうする気か！　同じ手が通用すると──…………?!」

　すぐさま、スルヴェートは火炎呪文を放ち、この氷から逃れようとした。だが、それは叶かなわない。

　無慈悲に、無機質に、氷はただ下から上へ迫りくる。

（先ほどのものとは、質が違う……！　これは、魔ま導どう回かい路ろごと……?!）

　アーティの仕掛けた呪文との大きな差異はそこだった。アーティはがむしゃらにアンダーソンを真ま似ねて氷結呪文を放ったが、それは物質の表面を覆っただけに過ぎない。だからこそ、身体が冷え切る前にスルヴェートは火炎呪文で抜け出すことができた。

　しかし、今アンダーソンが彼に放ったのはそんな生易しいものではない──体表と同時に、魔ま導どう回かい路ろも凍結させているのである。それも相手を殺さぬよう、体内の他の器官に影響がない範囲で、狙い澄ませて──

「死んで逃げられるなど、お思いにならないことですわ」

　魔族殺しデモン・キラーと畏い怖ふされる彼女は、淡々と言う。

　それはどこか鏡に向けて告げるようだった。

　抵抗を止やめたスルヴェートは、嗤わらう。

　そして最後の一撃を──ささやかな呪いの言葉を、口の端に乗せた。

「貴様もな、この……化け物が」

　アンダーソンは瞼まぶたを伏せて、彼に背を向けた。

「──存じております」

　彼女が踵きびすを返して歩き出したそのとき、人間界に恐るべき混こん沌とんをもたらそうとした魔族スルヴェート・ラミエスバッハは、逃げ出すこと能あたわぬ氷の檻おりに封ぜられた。







　アーティは、自らが気を失っていたことを悟る。身体を起こそうとしたが、途方もない倦けん怠たい感かんが全身を支配していて、ままならない。頭はガンガンと殴られているように痛み、視界もおぼろで、またすぐに意識を手放してもおかしくない状態だった。それでも奇跡的に目が覚めたのは、その神経を凄すさまじく焦燥させるものがあったからだ。

（あ、あの人は……無事ですか……?!）

　それをこの目で確認しないことには、死んでも死にきれない。その一心で、彼は消耗しきった心身に鞭むちを打つ。両腕に力を入れ地面に突っ張り、立ち上がろうとする……しかし、肘ひじが折れてまた崩れ落ちる。

　だが地面に叩たたきつけられる寸前で、誰かに身体を抱き留められた。

（……あったかい……）

　それは、よく知った感覚だった。嫌だと言っても毎晩彼を抱きかかえてくる、あの腕のぬくもりだった。全身を包むその温度に、アーティは今度こそ脱力しきるのを感じた。

（あー……あーあ、やっぱ、全然、かなわないです……）

　急激に気が緩み、意識がどんどん霞かすんでいく。その中で、彼はなんとか気力を振り絞って顔を上げた。

　潤む視界の中、いつかどこかでみた清さやかな碧あおい光が、今度は近くにあった。




「でも貴方あなたはやっぱり、ここにいない方がいい──化け物わたくしの、傍そばになどは」




　意識が途切れるその瞬間、そんな呟つぶやきが聞こえた。




　　　　◇◆◇




　ポン、ポンと、のどかに空砲が上がる。

　色とりどりのそれらが宙に咲くのを見て、人々は歓声を上げた。その声が、一層大きくなる。来訪者が数多く集つどう金きん環かんの広場の両端から、勢いよく順に花火が打ち上がり、眩まばゆい光のシャワーが取り囲む。

「おお、これか！　魔ま導どう具ぐ使ったド派手な演出ってのは！」

「ははっ、こりゃあいい！」

　実のところ、陰で王室騎士団員が総出で打ち上げているのに過ぎないのだが、そうと知らない観客たちはその技術力を、口々に賞賛した。

　ひときわ激しく花火が輝いたかと思うと、しばし白煙が場を満たす。どよめきが起こるのも束つかの間ま、爽さわやかな風が突如巻き起こり、広場中の空気を入れ替える。

「あっ、あれ！」

　どこかで子どもが声を上げた。指さす方を見るとステージの中央、誰からも見えるその場に現れたのは──

「リリィ様だ！」「陛下ぁー！」「おお、我らが貴婦人ノートル・ダムよ！」

　その場に集つどう百万の観衆が、口々にその名を呼んだ。

　地を揺らすような歓声が広場中に響き渡った。いつの間にか拍手も起こっている。感極まり、涙ぐむ老婦人の姿。無邪気に手を振る子どもたち。誰もが誇らしげに顔を上げて、彼女の登場を出迎えた。

　鳴りやまないように思えた歓喜の声と拍手の音の中に、一歩──大たい樹じゆ君くん国こく国王リリエンシア・ドゥ・ラ・ソレユァン・シュラブルは踏み出す。

　質素な白の礼装に身を包んだ彼女は耳を澄ませてその音を聞いていた。

　そして瞼まぶたを閉じたまま、空を仰ぐ。

　しなやかな金髪に、太陽の光が柔らかく照る。青天から降り注ぐ鮮やかな日差しは、彼女の表情をはっきりと照らし出した。

　右半分が酷ひどいやけどに覆われた彼女の顔は、揺るぎない微笑ほほえみを成している。

「三〇年」

　いつの間にか静まり返った空間に、彼女の言葉が響き渡る。

　福音を告げる天上の鐘が如ごとく、この場にいるすべての者に、その音色は優しく融とけた。

「決意を形に移すのに、一〇年。形を成すのに、もう一〇年。成した形を満たすのに、さらに一〇年──」

　決して張り上げられた声ではない。

　だが、ステージから離れたところにいる人々にも、彼女の言葉ははっきりと聞こえた。

　まるでこころに直接話しかけるようなその言葉に、誰もが耳を傾ける。

「平へい坦たんな道ではなかった。我らは道を違たがえた者たちと繰り返し反目し、闘争し、傷ついた。そのたび大事な何かを失い嘆いた。我らはそのいたみを知るからこそ、この三〇年の歳月を、ともに寄り添い、支え合い、歩んできた。これ以上失わないように──」

　大たい樹じゆ君くん国こく民みんは互いに顔を見合わせ、力強く頷うなずき合あった。今再び手にした大事なものを再び確かめるように。

　だが──

「されど──諸君よ」

　リリエンシアの声に、比較にならないほどの重さが加わった。

　場内を満たしていた明るい空気が、一転張りつめる。皆固かた唾ずを吞のみ、国王を見つめ返す。

　たった二つしかない彼女の碧へき眼がんが他ならぬ自分を真まっ直すぐ見つめている──この場の誰もが、そのように感じた。

「いたみを知るつよきものたちよ。我らは今一度想おもいを馳はせよう」

　リリエンシアは生まれたての赤子を撫なぜるよう、死にゆく老人を労いたわるよう、言葉を紡つむぐ。

「失ったのは本当に我らのみであったのか──強奪者と憎んだ相手が、果たして何も失わずに済んだのか」

　そしてその細い両腕を力強く、差し出した。

「諸君よ。敬愛する、何よりつよきものたちよ。三〇年のときを忍耐し、自らの尊厳を再び築き、隣人のそれを慈いつくしむ意志を育んだものたちよ！　真の安寧を得るために、我らは今一度決意しよう！　これ以上もう誰も無意味に、何も失わずに済む世を！」

　その碧へき眼がんを伏せ、両手を組み、そっと胸に寄せる。

「次の一〇年を迎えたとき、今よりなお多くの隣人が諸君とともにあらんことを」

　心臓を絞り出すように祈りを呟つぶやいて、彼女は再び瞼まぶたを上げて皆を見渡した。

　戦場から帰還した愛する者を迎えるように、無上の微笑ほほえみを浮かべ、

「そして今日のこの日を、我らがともに過ごせる幸福に、言い表せぬほどの感謝を」

　──そのように結び、リリエンシアは深々と頭を下げた。

　そして再び背を正したとき、爆発が起きたかと思わんばかりの歓声と拍手が起こった。

　もう一度軽く礼をして、リリエンシアは踵きびすを返す。

　ステージを降り、聖騎士の護衛を受けながら王宮へと辞去するその小さな背が見えなくなるまで、人々の歓声が止やむことはなかった。

　──その様子を、天てん茎けいの時計台から眺める姿があった。

「あれが、この国の王様……」

　ぽつりと呟つぶやいたのは、変装をしているアーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエールである。

「ええ、わたしたちの希望──我らが貴婦人ノートル・ダム」

　まだ熱気冷めやらぬ状態の広場をじっと見つめる彼に、そう言うのはセルシアだった。優しく微笑ほほえんで、そっと付け足す。

「そして昨日、あなたとアンナが決死の思いで救ってくれた人よ」

「……いえ、僕は結局、なにも……」

　スルヴェートとの激闘の末意識を失ったアーティは、目覚めると木漏れ日の家のベッドにいた。分かつ手のメンバーに保護され、連れてこられたのだという。既に日が昇り、祭の当日となっていた。出された温かいスープを飲みながら、アーティは彼女がいないことにようやく気がついた。

　セルシア曰いわく、アンダーソンはあの後王立学院アカデミーという場所で緊急処置を受けたそうだ。そして人の動きが盛んになる前に、陽と風香の丘にある自宅に運ばれたという。市内は魔力の流動があまりにも活発で、消耗し、魔力反応に過敏な彼女の身体が休まらないらしい。

　アーティ自身も、慣れない戦闘に全身の疲れは感じていたが、動けなくなるほどではなかった。それでも、心身を使い切る感覚がどのようなものか、その恐ろしさの片へん鱗りんは味わった。彼女はその状態からなお立ち上がり、彼を救ったのだ。

　食事をとってまたひと眠りしたアーティは、大分回復した。ちょうどそのころ、セルシアが迎えに来たのだった。そして間もなく始まる開催式典に、連れ出してくれたのである。

　人をいっぱいに詰め込み、外にまで溢あふれている金きん環かんの広場──には向かわず、セルシアはアーティを連れて、この時計台を上っていった。総合技能商會グラン・ギルド・分かつ手の本部であるこの天てん茎けいの時計台は、今日は閉鎖されているのだが、セルシアは持っていた鍵であっさり裏口から入った。みんなには内緒ね、とそう言って。

　国王の去ったあとも観衆の興奮は冷め切らず、司会進行者はステージに上って今しばらく立ち尽くしていなければならなかった。広場中に犇ひしめく人々の姿をじっと目に焼き付けてから、アーティは鐘しよう楼ろうの物見窓から身を離した。

「最後まで、見て行かない？」

　そうは聞きながら、セルシアはどこかわかりきったように笑った。

　アーティは頭を下げ、苦笑しながら返す。

「ええ──多分お腹なか空すかせてるでしょうから、あの人」







　その丘からは、大たい樹じゆ君くん国こくの首都ロバスト・ルーツが一望できる。

　その上を、登っていく影がある。

　街の向こう側へ沈んでいく陽に背を向けて、一歩一歩進んでいくのは、アーティフェルド＝Ｒ＝Ｓ・キュイエール──魔族の少年である。

　ブノワに無理を聞いてもらって麓ふもとまで運んでもらった彼は、途中人ひと気けのない木陰でささっと着替えを済ませ、普段の格好に戻っていた。両手には、大量の紙袋。埋もれそうになる視界を何とか確保しながら、歩き続けていくとようやく見えた。

　何の変哲もない、赤レンガの一軒家──彼は、フフッと笑った。初めてあれを見たときは、吞のみこまれそうなほど怖ろしく見えたというのに。

　──実を言うと、ここに戻ってくるかどうか、逡しゆん巡じゆんしたこともある。

　木漏れ日の家で目覚めたとき、アーティの枕まくら許もとに一通の封書が届いていた。それは紛れもなく彼の主人──魔王を示す家紋を刻んだ封ふう蠟ろうで綴とじられていて、アーティは誰にも見つからないようその中身を検あらためた。

　どういうわけか、昨晩の騒動の顚てん末まつを主は察知していたようで、アーティを労ねぎらい、このような申し出を書き記していたのだ。

『今後も斯か様ようなことがあるかもしれぬ──もし任務の遂行に限界を感じるようであれば、魔界へ戻ってくるがいい。吾わが輩はいがそなたを咎とがめることはない』

　端的であったが、アーティを気遣う主人の配慮が滲にじみ出でた文面だった。その想おもいに涙し、心が動かなかったと言えば噓うそになる──彼自身、これまで何度も拝命した任務の理不尽さに憤いきどおり、七しち転てん八ばつ倒とうし、魔界へ帰りたいと懇願していたのだ。

　そこに来て、昨晩の事件である。──正直、スルヴェート・ラミエスバッハのあんな奇襲すらも退けた彼女に対して、自分にできることがあるのか、と自問自答した。そして、出てきた答はいずれも悲観的なものだった。

（だけど、僕は……ここで、帰るわけには、いかないのです）

　それは、何か根拠のあることではなかった。どうにかなる、という希望的観測ですらなかった。ならなぜ、今この丘を登っているのか。

　──家でひとりきりの彼女を想おもったとき、ただそうせずにはいられなかったのだ。

　そうして、はじまりの日と同じようにアーティは彼女の家まで辿たどりついた。扉の前に立ち、両手がふさがっているので呪文でドアノブを捻ひねった。開かれた扉の向こうに、大きな声で言う。

「ただいま……戻りました！」

　そして中に入ると、すぐそこで誰かが立ち上がる。

「アーティ……？」

　驚いたような顔をして長椅子から彼を見ているのは、アンナ＝Ｌ・アンダーソンである。

　その様子に不審なものを感じ、アーティは長椅子の上を覗のぞき込こんだ。アンダーソンは慌てて取り繕おうと手をバタバタさせたが、もう遅い。

　案の定、食べ散らかした跡が乱雑に広がっている。

「…………………………」

「だっだって！　あなた、帰ってくると思わなかったんですもの！」

「帰ってこないからって何してもいいんですか！　片付ける僕の身にもなってください！」

　テーブルの上に荷物を置きながら、やはり祭から早々に引き揚げて正解だと頷うなずくアーティである。もう一度振り返ると、アンダーソンは顔を俯うつむかせている。

「だから、その、ですから……もうここには、帰ってこないものだと……」

　珍しくしおらしいその様子にすっかり毒気を抜かれてしまい、アーティは肩をすくめる。

　と、同時に嬉うれしさがこみあげてきて、笑顔になりそうなのを必死で堪えた。

　ああ、これで正解だった。

「とりあえず、ごはんにしましょう。花火、はじまってしまいます」




　　　　◇◆◇




　ダイニングテーブルと椅子を外に出して、一番いい場所にセッティングした。

　並ぶ出店で見繕って買ってきたお惣そう菜ざいを盛りつけたり、簡単なスープを拵こしらえたりしながら宴うたげの準備をアーティが終える頃には、都はとっぷり宵闇に沈んでいる。

　人家や街灯の光の数々もこのときばかりは消えて、今か今かと待ち構えている。

　セルシアによれば七日間続く祭の最終日と中日、そしてなんといっても始まりを飾る初日には、盛大な打ち上げ花火があるという。

　家の中の灯あかりを消すとすっかり周囲が暗くなってしまったので、慌ててアーティはテーブルの上のろうそくに火を点ともした。

　柔らかい光に、既にテーブルについていた彼女の横顔が浮かび上がる。

　碧あおい瞳ひとみはロバスト・ルーツに向けられていたが、まどろみ半分、といった様子だった。疲労が、蒼そう白はくな顔色に濃く顕あらわれている。だが、アーティが持ってきたスープ鍋に気づくや否いなや、仔こ猫ねこのように表情を明るくした。

「この香りはもしかして……」

「ええ、乳白星の実デユー・ミルクラウンのシチューです」

　鍋を置き、蓋ふたを外すと、甘くも香ばしい匂においがやわらかな湯気とともに立ちのぼる。アーティがうつわに盛り、差し出すのを、アンダーソンはじっと待っている。彼は、既に食卓に並べていたお惣そう菜ざいに全く手が付いていないのにこのとき気がついた。

　アーティは自分の分もよそって、彼女の向かいに腰かける。

「「いただきます」」

　ふたりの言葉が響いて消えた。アーティは皿におかずを取り分けたりしながら、アンダーソンが最初のひとくちを済ませるのを待つ。だが彼女はいつものようにがっついて食らいはせず、ゆっくりとスプーンに口をつけ、啜すすっている。目を閉じ、嚥えん下げしていくのを味わい終えると、丁寧にじゃがいもをすくった。ふー、と息を吹きかけて、口に入れる。嚙かみしめるように咀そ嚼しやくする、その顔がほころんでいく。ごくん、と飲み干すと、ひとつ長いため息を吐ついた。

「……非常に困りましたわ」

「へ？」

　芝居のようにシリアス気味に言う彼女に、アーティは目を丸くする。

　そんな彼に悪戯いたずらっぽくウインクして、アンダーソンは言う。

「貴方あなたの食事を食べていると、気概が欠けてずっとダラダラしていたくなってしまいます」

　冗談めかした彼女の言葉に、アーティは脱力する。貴女あなたがダラダラしているのはいつものことでしょう……という返事を何とか舌先に留とどめながら、ハッと気づいた彼は立ち上がった。

「い、今のもう一度!!」

「え？　ずっとダラダラしていたくなるって申しましたが……」

「違う、そのちょっと前！」

　テーブルに身を乗り出してずずいと顔を寄せてくるアーティに、やや気け圧おされながらもアンダーソンは答える。

「え、えーっと、貴方あなたの食事を食べていると、気概が欠けて……」

「それです!!」

　乗り出していた身をパッと離し、アーティは天に向かって高く拳こぶしを突き上げた。

　このとき彼は、深く感謝していた。あの小憎たらしいダグリズ──正確には、彼がかつて口にした何気ない発言に。




『ふん！　どんなときも闘う気概がねぇなら、騎士としちゃ死んだも同然だ！』




　くるり、とアーティは身を返し、彼女に向かって言い放つ。

「つまり……僕がごはんを作ると、貴女あなたは闘いたくなくなる、ということですよね？」

「ええ、そうなりますわね」

「ということは、つまり！　人間界最強の傭よう兵へい、アンナ＝Ｌ・アンダーソンが死んだも同然、ということになりますよね!?」

　彼が言わんとするところを察して、アンダーソンの口角が不敵に吊つり上あがる。

「──ええ、そうなりますわね」

　アーティはようやくこのとき理解した。

　圧倒的な力量差があるこの相手を抹殺するのに、主はなぜ自分を差し向けたか。

　ラミエスバッハの奇襲すら退けた彼女に対して、もはや武力で対抗するなど愚の骨頂──ならば、その牙きばをまるっと抜いてしまえばいいのである。

　やっと見み出いだした活路に震える肩を制して、アーティは人差し指をビシッとアンダーソンに突き付けた。

「いいでしょう！　ならばいくらでもダラダラしてください！　おいしいごはんを朝昼晩……いや、それだけじゃないです！　貴女あなたがもう家から出たくなくなるくらい安心満足快適な毎日を僕がご提供します！　覚悟するのです、ミス・アンダーソン！」

　この、世にも奇妙な宣戦布告を、彼女は不敵に微笑ほほえみ受け止める。

「それは、楽しみですこと」

　彼女がそう言うと同時に、




　──……ドン！　パパンッ！




　大きな音がビリビリと空気を震わせた。

　ふたりが振り返ると、ロバスト・ルーツの上空を光の花々が眩まばゆいばかりに咲き乱れている。太陽を模した金の環わの意匠のものが特に多い。

　人々の歓声が小さく丘の上まで届いたが、次々と打ち上げられる花火の音に搔かき消けされる。アーティはそれにただ見み惚ほれていた。

　気がつくと、隣に彼女が立っている。そして手を差し出してきた。

「……これは？」

「あら、淑女レデイが出した手は優しく取るものでしてよ？」

　そう言われれば、花火が打ち上がるときには広場でダンス・パーティーが行われるともセルシアが言っていたのを、彼も思い出す。つい今しがた勝負を持ち込んだばかりの相手であるのに──と苦笑しながら、アーティは背を正した。

　いや、既に勝負は始まっているのである。

　無礼を詫わびるように頭を下げた後、そっと彼女の手を取った。

　そうして、月光の銀ぎん環かんが清さやかに照らす夜の帳とばりの中、金きん環かんの花火が晴れ晴れしく咲くその景色を背にし。

　ふたりはリズムの揃そろわない不器用なダンスを、しばらくの間楽しんでいた。







　あとがき、に、代えて。




　陽と風香の丘にある煉瓦の一軒家。まったりとした時間を安穏に過ごすこのお宅に、こっそり裏口からお邪魔しましょう。

　おや？　アーティくんが居眠りをしていますね。でも危ない、オーブンに火が付きっぱなしですよ。焦げていないか中を覗いてみましょう。

　どうやらクッキーを焼いていたようですね。様々な種類のクッキーが、ほどよくこんがり出来上がっています。このままでは焼き過ぎになってしまうので、オーブンから出してしまいましょう（火も勿論消しました）。

　クッキーはどれも食べるには最高の頃合いで、台所中にいい香りが立ち込めます。しかしアーティくんはまるで目覚める気配がありません。このままでは折角の焼き立てクッキーの、一番おいしい瞬間がみすみす逃されてしまいます。

　こうなったら、こちらで頂いてしまいましょう。

　この砂糖がまぶされ金色に焼きあがったサブレは、いつも支えてくれる家族に。プレーンとココアの生地で作ったアイスボックスクッキーは、見守ってくれた友達に。ナッツとチョコチップを混ぜ込んだドロップクッキーは、この作品の初期から応援して下さった方々に。本の装丁をしてくださったデザイナー様、印刷をしてくださった印刷所様、ご指摘を下さった校閲様には、ロイヤル・クロス・ティを練り込んだ型抜きクッキーなんか、眠気覚ましにいいかも。素敵なイラストで華を添えて下さったフカヒレ様には、お洒落な形の絞り出しクッキーを。こんな機会を下さった担当編集のお二方には、栄養満点のシリアルで作ったフラップジャックを。

　そして、この本を手に取って読んで下さったあなたに、それらを全部ひとつずつ。

　ありったけの感謝の気持ちをこめて、届きますように！




「ふあぁ、よく寝ちゃいました……ん、あれ、……えっ?!　ない……ないっ!!」

「アーティ、今日のお茶請けはまだですの？」

「ミス・アンダーソンっ!!　またつまみ食いで全部食べちゃったんですか?!」

「へ？　いえ、わたくしはなにも……」

「じゃあなんであんなに焼いたクッキーが一個も残らずなくなっちゃってるんですか!!」

「まぁ、今日はクッキーですのね！　あら、でもどこにも見当たりませんが……」

「……？　本当に食べてないんですか……？　じゃあいったい誰が……」




　それでは、またお目にかかれますことを願って。





金かね子こ隆たか博ひろさんの『新しい朝』を聴きながら
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世せ津つ路じ 章しょう

よくお腹が空くので、カマセとか厨二とかすきなものを食べながらおねショタ坂を登っています。果ては見えないですがとても楽しいです。上遠野浩平先生を尊敬しています。
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イラスト／フカヒレ

横浜市在住イラストレーター。忙しくなると家事が疎かになりまくりなので私もかわいい少年執事を雇いたいです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「世津路 章先生」係

「フカヒレ先生」係











本書は第23回電撃小説大賞応募作品『ミス・アンダーソンの安穏なる日々』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





ミス・アンダーソンの安あん穏のんなる日ひ々び
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